








































おれの料理が異世界を救う！３




英雄の再来として世界を守ります
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






　ヴェルミリオン王立料理学園、女子大浴場──。

　雨量が多く、水道橋も造られているバレンロード王国では、浴場は豊富な湯で満たされており、好きな時間に好きなだけ入浴を楽しめる。

　そして本日は休校日で、時間は早朝、浴場内に少女たちの賑にぎやかな声が響き渡る。

「おへそもちゃんと洗うわよ」

「やー、リリー、おへそ洗うのやー」

　リリーアップルが身をよじって逃れようとするのを、リュミエールが背中から押さえつける。彼女はそのままリリーアップルのおへそに、細く形のいい指をはわせて弧を描くように洗った。

「リュミはどーしてこんなひどいことするのっ！　リリーはヤッて言った!!」

　涙目で振り返るリリーアップルに、リュミエールは碧あおい瞳ひとみを困惑ぎみにまたたかせて答える。

「学園長先生に頼まれたからよ。自分がいない間はリリーの面倒を見てあげてって」

　学園長であるソフィアは昨夜から王宮に出向いていて現在は学園を留守にしている。そこでリュミエールたちがリリーアップルを預かることになったのだ。

「でもリリー、お風呂はヤなのっ!!」

「ダメよ。女の子なんだからキレイにしておかないと」

「だったら男の子になる！」

「あんまり駄々こねないの」

　リュミエールは言うと、タオルでリリーアップルの背中をぬぐう。彼女の正体は神聖竜という〈神〉なのだが、今は十歳くらいの少女の姿をしている。

　さらにリュミエールは、リリーアップルのちょっとあばらの浮いた脇わき腹ばら、未発達な乳房、意外と肉付きのいいお尻、そして足の指の一本一本を丁寧に洗った。

「うー、なんか変な感じする」

「はい、身体からだはこれで終わりよ」

「やった！　じゃあもう出てもいい？」

「まだダメよ。これから髪の毛洗うんだから」

　彼女の洗髪発言に、グズグズとぐずっていたリリーアップルの顔がスッと青ざめた。

「イヤーッ！　髪の毛はイヤなの、お湯が目に入るのが怖いの!!」

　腰まで届く艶つややかな黒髪を乱しながら、リリーアップルがいやいやをする。

「むぅ、ひとりじゃ無理そうね」

　リュミエールは隣の洗い場にいるノエルをチラリと見て声をかける。

「ノエル、今からリリーの髪の毛を洗うから手伝ってくれないかしら」

　声をかけられたノエルは既に自身の髪を洗い終えたばかりで、淡緑色のセミロングの髪を両手で揉もみながら水滴を取っている。

「うん、わかったよ。リュミちゃん」

　ノエルがニコリとほほえみ、リリーアップルに向き直った。

　そしてリュミエールは木き桶おけで湯をすくう。途端、彼女の形のよい乳房があらわになり、たゆんと揺れた。

　次の瞬間──。

「絶対イヤッ!!」

　リリーアップルが声を張り上げ、立ち上がった。さらに、振り返りざまにリュミエールの巨乳をモギュッと両手で揉んだ。

「あん……」

　吐息のような艶なまめかしい声を出して、リュミエールが木桶を落とした。

　その隙にリリーアップルがピューと逃げる。

「あ、ちょっと待ちなさい！　走ったら転んでケガするわ」

　リュミエールの制止の声も聞かず、リリーアップルが浴場内を駆けていった。




　一方、別の洗い場では虎人ウエアタイガーの姉妹、ウルタールとノワールが身体からだを洗っている。

「ウルタール姉さま、今日もとってもキレイですわよ」

　ノワールが、まるで宝石を扱うように慎重に、そして愛いとしげに姉であるウルタールの背中を流す。

「きめ細かくて透き通るように美しい肌、張りがあってツンと上向きに主張する大きな胸、さらに、しっとり濡ぬれて蠱こ惑わく的てきに誘ってくるような尻尾しつぽ──ああ、大陸広しといえど姉さまよりも美しい女性などおりませんわ」

　ノワールがホウとため息をついた。

「大おお袈げ裟さだよ、ノワール」

　妹があまりにも褒ほめるので、ウルタールは恥ずかしくてうつむいたまま答える。

「姉さま、自信を持ってくださいまし。女の子は自分の美しさを自覚することから美への第一歩を踏み出すのですわよ」

　ノワールは自覚の足りない姉をたしなめながらもさらに褒める。

「姉さまは大陸一の美少女ですわ。きっとキョータローお義に兄いさまも内心ではウルタール姉さまにベタ惚ぼれに違いありません」

「ぼ、ぼくとキョータローはそんな関係じゃないって」

　否定しながらも、ウルタールは顔を真まっ赤かにして口元をもにゅもにゅとさせる。

「……そりゃ、ぼくはキョータローのことが」

　ウルタールは紅玉ルビーのような赤い瞳ひとみを熱っぽく潤うるませながら、乙女の秘密を告白しようとする。

　そのときだった──。

「ウルタール！　リリーを捕まえて」

　リュミエールの声がしたかと思うや、猛然と駆けてくるリリーアップルにウルタールは尻尾を踏まれてしまった。

「にゃあっ!?」

「あー!!　姉さまのしっとり濡れて蠱惑的に誘ってくるような尻尾が傷物に」

　怒りをメラメラと瞳に宿して、ノワールがリリーアップルに向けて怒鳴る。

「リリーアップルさま！　いくらあなたさまが〈神〉であったとしても、姉さまを傷物にしたこと許しませんわ」

「ちょ、傷物って……あ、待ってよ、ノワール」

　逃げるリリーアップルを追いかけるノワール、そんなノワールの背中をウルタールも追うのだった。




　浴場内の大騒動など知る由よしもなく、純血エルフのヴィヴィアンが脱衣所から浴場に足を踏み入れる。

　今彼女は、ここ最近バレンロード王国内で大流行している『美肌オイル』を十時間並んだ末に手に入れてウキウキしていた。

「このオイルさえあれば、お肌がツルッツルのプリップリになって、ふふん、キョータローもわたくしにメロメロになっちゃうわよ」

　ヴィヴィアンは赤みがかった桃色の髪をいじいじといじりながら、洗い場まで我慢できずオイルの蓋ふたを開ける。

「ヴィヴィアン！　リリーを捕まえてちょうだい」

　リュミエールの声にヴィヴィアンが顔を上げると、脱衣場に逃げ込もうと走ってくるリリーアップル、彼女を追いかけるリュミエール、ノエル、ノワールにウルタールの姿がド迫力で視界に映った。

「ちょ、あんたたち、タオルで前くらい隠しなさいよ！　そんなに胸を弾ませてわたくしへの当てつけ？」

　思いっきり貧乳コンプレツクスを刺激され、ヴィヴィアンは声を荒らげる。

　だが、彼女が怒鳴ったのとほぼ同時に、リリーアップルがヴィヴィアンに派手にぶつかった。そしてドミノ倒しよろしく、後続のリュミエールたちも次々にぶつかり、全員がその場に尻餅をついた。

　さらに、その衝撃でヴィヴィアンの持っていたオイルの瓶が放り投げられ、宙高く舞ったかと思うと中身が少女たちにぶちまけられた。

「うぅ、ヌルヌルで変な臭においのする液体が顔にかかってる」

　顔にぶちまけられた液体をぬぐいながら、リュミエールが色っぽくあえぐ。

「リュミちゃん、ベタベタヌチャヌチャして変な気分になっちゃう」

「ベチャベチャしておもしろーいっ！」

　涙目で訴えるノエルの隣で、リリーアップルが楽しげな声を上げる。

「一体なんなのさ。もう、せっかく洗ったばかりなのに胸もお尻もヌルヌルして気持ち悪いよ」

「ああ、粘性の液体に濡ぬれそぼった姉さまもステキですわ。尻尾しつぽもよりねっとりと濡れてとても魅力的です」

　全身オイルまみれで身をくねらせるウルタールに、ノワールが熱っぽい視線を注いだ。

「わ、わたくしの美肌オイルが……」

　そんな中でヴィヴィアンがわなわなと震え、

「バカァッ!!　返せ、わたくしの十時間を！　返せ、わたくしの純情を！　あんたたちなんて大っ嫌い」

　早朝の大浴場で、ヴィヴィアンの悲痛な叫び声が響き渡った。
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　たった一度だけ、父親である神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろうが恭きよう太た郎ろうのために、彼の大好物を作ってくれたことがあった。

　父親は料理に対して選民的なプライドを持っている人間だったので、いわゆる女、子どもの好物を軽けい蔑べつしていた。

　さらに言えば、家庭料理などは料理人の作るものではないという、傲ごう慢まん極まりない考えの持ち主だった。

　ゆえに、恭太郎は調理の技術を叩たたき込こまれる過程で、洗練された料理を父親に作ってもらうことはあっても、いわゆるエビフライだとか牛丼、カレーのようなありふれた手料理を作ってもらったことはなかった。

　だからその日、初めて父親が作ってくれた家庭料理としてのその料理を食べてとても感動したのを覚えている。

　ただ残念なことに肝心の『料理』がなんだったのかが思い出せない。とはいえ、自分はとんでもなくはしゃいでいたのは覚えている。

　そして、そのときの父親はやさしい顔をしていたように思う。

　いや、泣いていたような気もする。

　小学生くらいのときの記憶なのでボンヤリとしているが、いつもの冷徹な顔とは別だったと思う。

「美う味まいか？」

　味の感想を聞かれるのは珍しいことだった。

　いつもなら、使っている食材や香辛料スパイスの種類を問われ、間違えるとほおを平手打ちされることが普通だったから。

「お父さん、美お味いしい!!」

　自分は無む邪じや気きに喜びの声をあげていた。

「……寂しいか？」

　そんなことも聞かれたような気がする。

　もしかしたら、あのときのやり取りは、母親が死んで間もないころの出来事だったのかもしれない。

　自分はあのとき一体なんて答えたのだろうか？

　母親の死後すぐに、父親が愛人と再婚したことを考えれば、自分は「寂しい」と答えたのかもしれない。

　自分が寂しいと答えたから、父親はすぐに再婚をしたのだろうか？

　それは美談のようにも聞こえるが、相手が『愛人』なのだから、やっぱりいろいろとひどい話である。

　……でも、父親は自分のことをちゃんと思ってくれていたのではないか、と。

　言葉は不自由なものである。

　手足のように包丁を器用に操れても、父親は『言葉』を操るのが不器用だったのかもしれない。

　もちろん、真実はわからない。

　だけど、あの日の料理が美味しくて、胸が温かくなったことは自分にとっての真実であり、自分はそれを一生忘れないと思う。





　　　　※






　学生寮の自室のベッドで、風に揺れるカーテンからの朝陽あさひの差し込みによって、恭きよう太た郎ろうは夢から目を覚ました。

　上半身だけを起こして、彼はしばらくの間夢の内容をボンヤリと思い起こしていた。

「父さん、か……」

　恭きよう太た郎ろうはつぶやく。

　幼いころはそんなふうにあのクソ親父おやじのことを呼び、人並みに父親として尊敬もしていたのだ。

　鮮やかに包丁を振るう姿に、幼心に父親への純粋な憧れと、そんな父の息子むすこだという誇らしさを抱いだいていた。

　幼少時のみ、「将来はお父さんのようになりたい」という思いがあり、母が話してくれる父の料理研究家としての活躍（当時は、なにがどのようにすごいのかは幼かったゆえに理解できなかったが）に、胸をときめかせていた。

　たぶん自分は父親のことが好きだったのだと思う。

　しかし、あのクソ親父は自分に『父親』を好きでい続けさせてはくれなかった。虐待のような調理の教育と、料理を権力の道具にしか考えない傲ごう慢まんな姿をまざまざと見せつけてきたのだから。

「……なんでこんな夢を見ちまうかな」

　恭太郎は憂ゆう鬱うつそうにため息をつく。

　それから、気分が沈んだままベッドから起き上がると服に着替える。包丁リヴシユテインガーを腰のベルトに差して自室を出た。

　そのまま、恭太郎は朝食を摂とるために食堂に向かう。

　現在、『饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ』の喰しよく将しようセレファイスとの戦いから数週間がすぎており、ウルタール、ノワールの姉妹も仲間に加わって学園での生活も平穏を取り戻していた。

「悪夢でも見たのかの、キョータロー？」

　食リ神ヴが声をかけてきた。

「別に悪夢じゃない。ただ、いろいろと微妙な気分にさせられたんだよ」

「どんな内容だったんじゃ？」

「親父に大好物を作ってもらったときの夢だったんだけど……」

「ほう。よい夢ではないか」

「親父がちゃんとした人間だったら確かにいい夢だったと思うよ」

　ちょっと苦い顔をして恭太郎は続ける。

「だけどあのバカ親父、この世界で思いっきり迷惑をかけてたんだよな」

　この世界に一大料理文明を築いた三百年前の『英雄』は、恭太郎の父親、神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろうである。

　そして、『食』の革命を起こしたのはいいが、当時の国王の毒殺事件や、他国への侵略戦争というとんでもないこともしてくれたのだ。

「もし、もう一度会えたらぶん殴ってやりたいよ」

　そう吐き捨てる一方で、自分がレベルの高い調理技術を修得しているのは父親の教育によるものだという事実もあるのだ。そして、それによってこの世界の料理の発展に尽くせている。

　現在恭きよう太た郎ろうの心の中では、父親に対する憎しみと感謝の念がせめぎ合い、感情のコントロールがいかんともしがたい状態だった。

「とりあえず、今は親父おやじの弟子たち──『饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ』の料理人を倒すことに専念するか」

　恭太郎が自分を納得させるためにつぶやくと、リヴが反応する。

「うむ。妾わらわも一緒に戦うぞ？」

「ありがとな、リヴ」

　相棒の心強い言葉に、恭太郎は感謝する。

　そうして食堂に向かう道すがら中庭にさしかかり、恭太郎は『英雄の銅像』の前で立ち止まった。

「この銅像って親父の像なんだよな……」

　像全体が緑ろく青しように覆おおわれているため顔の判別はつかないが、それでもジッと見つめているとなんだか自分に似ているような気がしてくるのだ。

　ほとんど意識したことはないのだが、自分と父親の顔はよく似ているらしい。昔、近所のおばちゃんにもそんなことを言われたことがあった。

　あまり長居してもしょうがないので、恭太郎は食堂に移動することにした。

　食堂に到着すると、いつものメンバーがすでに席についていた。

「おはようッス、キョータロー」

「キョータロー、席を取っておいたぞ。ブヒヒン」

　犬人間タータンと馬人間マードンが声をかけてきた。

「おう、サンキュ」

　恭太郎は軽く片手を上げながら、ちょっとした違和感を覚える。タータンたちのそばに座る女性陣の様子がなんだか変なのだ。

　リュミエール、ノエル、ウルタールとノワールが、まるで腫れ物にでも触るようにヴィヴィアンのご機嫌を取っているのだ。

　さらに言うと、なぜか全員の肌が妙にツルツルのつやつやで、なんというかとてもキレイだった。

「本当に悪かったと思っているわ。今度同じ物を買ってくるから許してちょうだい」

「ふええ、ヴィヴィアンちゃん、ごめんなさい」

「これって抜群の効果だね。なんだかぼく、少しだけ美人になったような気がするよ」

　リュミエールとノエルが許しを請う隣で、ウルタールが自身の肌の艶つやにウットリとした声を出す。

「なにを言っておりますの、姉さまはもともと美しいですわよ。でも、このオイルはいいものですわね。大量に買ってきて、姉さまの美しさに磨きをかければキョータローお義に兄いさまだって」

　軍師のような顔をして、ノワールが何事かをブツブツとつぶやく。

「ねえ、そこの猫姉妹は全然反省の色がないようだけど？」

　ヴィヴィアンがブスッとした顔でウルタールとノワールを睨にらんだ。

「ち、違うよ。ちゃんと反省してるって。ごめんね、ヴィヴィアン」

「ヴィヴィアンさま、一つお聞きしたいのですが、あの美肌オイルはどこで売っておりますの？　ヴィヴィアンさまよりもウルタール姉さまのほうが有効活用できると思いますので、今すぐにでも買い占めにいきたいのですが」

「妹のほうは反省どころか喧けん嘩か売ってるじゃない！」

　ノワールの我が道をゆく的な発言に、ヴィヴィアンが顔を真まっ赤かにして怒鳴る。

「へえ、美肌オイルか。この世界にもそんなものがあるんだな」

　妙に感心しながら、恭きよう太た郎ろうはもう一度リュミエールたちを見回す。

「道理でみんなキレイなわけだ。でもヴィヴィアンの肌が一番キレイだよな。瑞みず々みずしいっていうか、すごく魅力的でいいと思うぜ」












　恭きよう太た郎ろうはヴィヴィアンに向かって天然発言をする。

「わ、わたくしが一番キレイッ!?　ふふ、うふふふふふ……」

　ちょっと気持ちの悪い笑い声を上げながら、

「ずっと怒ってるわけにもいかないわよね。しょうがないから今朝のことはお風呂場での出来事だけに水に流してあげるわ。キョータローにとっての一番であるわたくしは海よりも心が広いのよ」

　満面の笑みで『一番』を強調しながら、ヴィヴィアンが誇らしげに勝利宣言をする。

　途端、少女たちが色めき立った。

「ヴィヴィアン！　わたしにもあのオイルを売ってる場所をすぐに教えてちょうだい」

「あたしにも！　ヴィヴィアンちゃん、お願いっ!!」

「やっぱりぼくなんて魅力ないよね。危うくうぬ惚ぼれるところだった……」

「姉さまは魅力の塊かたまりですわ！　もっと自信を持ってくださいまし!!　ぐぬぬ、キョータローお義に兄いさまも罪なことをなさいますわ」

　恭太郎の迂う闊かつな一言により、少女たちが思い思いの言葉で騒ぎ出す。そして朝食前の食堂は修しゆ羅ら場ばへと化していくのであった。




　女性の美しさを褒ほめたたえた結果、とんでもなく居い心地ごこちの悪い朝食になってしまい、恭太郎は大急ぎでかっ込むと逃げるように食堂をあとにした。

　本日は休校日なので授業はなく、普段ならタータンたちと駄だ弁べりながら休日をまったりとすごすのだが、今日に限って彼らは用事があるとのことだった。

「しゃあない。部屋に戻って二度寝でもするか」

「うむ。二度寝ができるというのも平和な証拠じゃな」

　リヴが感慨深げに相あい槌づちを打つ。

「ああ。饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの連中も全然現れないし、ちょっと拍子抜けするくらいだ」

　恭太郎は肩をすくめておどけてみせる。

　セレファイスとの料理勝負に勝ったときに、学園に紛れ込んでいるであろう饗樂衆の連中に「いつでもかかってこい！」的な挑発をしたので、すぐにでも新たな敵がやってくると思っていた。

　しかしふたを開けてみれば、七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌどころかその手下たちでさえ現れないまま数週間が経たったのだ。

　正直、恭太郎はかなり気を緩ゆるめていた。そして彼はあくびをしつつ、学生寮の自室に戻った。

　ドアを開けた瞬間、まず恭太郎の目に飛び込んできたのは、優雅に足を組んで椅い子すに座る金髪美幼女だった。

「あなたがキョータローね、ほんとビックリするくらい『あの人』にそっくりだわ。ま、当たり前よね」

　一瞬、その美幼女がとても慈愛に満ちた顔でほほえんだ。

　しかし、恭きよう太た郎ろうとしては部屋を間違えたのかと思い、室内をキョロキョロと見回す。が、もはや慣れ親しんだ自室であることが確認できるだけだった。

「えっと、きみは？　もしかして迷子か？」

　見た目がリリーアップルと同じくらいの幼女だったため、恭太郎は学園の誰かの妹かと思った。

　そして、その幼女があまりにも美しかったので思わずマジマジと観察していた。

　ゴスロリ的な黒を基調にしたドレスをまとっており、切れ長で薄い青色の瞳ひとみに、長く美しい金髪をツインテールにしている。さらに、竜のような歪わい曲きよくした二本の角つのが生え、腕などが鱗うろこで覆おおわれていた。

「……竜冠族ドラーゴってやつか」

「ご名答──。名はカミラ・ルル＝ウィッチェクト・ラブゴールド、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌが七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌの一人よ」

　その容姿に似つかわしくない妖よう艶えんな笑みを浮かべて、カミラと名乗る幼女が自身の身分を明かした。

「七大喰将!?　どうしてこんなところに」

　驚きの声を出してから恭太郎は自分の間抜けな発言に気づく。

　そう、「いつでもかかってこい！」と挑発したのは自分であり、彼女は言葉通りにかかってきただけなのだ、と。

　とはいえ、まさか敵が自分の部屋で待ち構えているとは思っていなかった。

　すると、カミラが恭太郎の驚き声にクスクスと笑いながら口を開く。

「ねえ、ここまで来てあげたんだからお茶くらいご馳ち走そうしなさいよ──」




　お茶を用意するため、恭太郎はカミラを連れて再び食堂にやってきた。

　学生寮の中でもお茶を淹いれることはできるのだが、こんなときに限って茶葉が切れていたのだ。

　美幼女を連れていたためか、道々やたらと目立ってしまった。

　カミラと一緒に食堂から厨ちゆう房ぼうに入ると、朝食当番の学生たちは洗い物などの片づけを終わらせて解散しており、代わりにリュミエールとヴィヴィアンがいた。

「あれ、リュミたちなにやってんだ？」

「わたしは自主的に調理の勉強をしてるのよ」

「一人じゃ心細いから指導してほしいって言うから、キョータローにとっての一番であるわたくしが手取り足取りで教えてあげてるってわけ」

「指導をお願いしたのは否定しないけど、あなたがキョータローの一番というのは納得してないわ」

　なんだか自分の不用意な発言が不和の種になってしまったようだ。

　別にみんなキレイだったわけで、たまたまあのときはヴィヴィアンが最も輝いていたから、ああいう言い方をしたわけなのだが。

「若いっていうのはいいわね。一人の男を巡って争うなんて青春時代だけの特権よ」

　幼女のくせに、カミラがずいぶんと老成した物言いをする。

「ねえ、その子って誰？　見かけない顔だけど」

「角つのと鱗うろこ……竜冠族ドラーゴよね」

　ヴィヴィアンとリュミエールが不思議そうにカミラを見つめる。

「リュミにヴィヴィアンよ、気を許すでないぞ。あの者は妾わらわたちの敵、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰しよく将しようじゃ」

　リヴがおごそかな声音で二人に告げると、リュミエールとヴィヴィアンの顔に緊張の色が浮かんだ。

「……わたくし、あなたの顔知ってるわ」

　警戒しながらも、ヴィヴィアンがカミラの顔をマジマジと見つめる。対して、カミラが懐かしそうに目を細める。

「アドレーの娘の、ヴィヴィアンよね？　饗樂衆の会合で、ずいぶん昔に一度だけ会ったことがあるわ」

「そっか。十年くらい前、お父さまに連れていかれたときに……って、あのときも今も全然変わらないチビッ子のままね」

「ひとの発育に口をはさめるほどあなただって成長してないじゃない？」

　カミラがヴィヴィアンの胸をチラリと見る。

「こ、これから成長するのよ！」

「だといいわね」

　ほおを赤らめるヴィヴィアンに、カミラがふふんと笑った。

「ちょっとヴィヴィアン、なに敵なんかと楽しそうに話してるの」

　リュミエールがジトリとした目つきでヴィヴィアンを見る。そんな中で、カミラが心外だと言わんばかりに首を左右に振った。

「敵、なんてあんまりね。わざわざ出向いてあげたんだから、今は客人としてもてなしてほしいんだけど？」

「お茶でいいのか？」

　恭きよう太た郎ろうが訊きくと、カミラが鋭い目つきで小さくうなずく。

「ええ。でも中途半端なものはダメよ？　喰しよく将しようを相手にするのだから、それ相応のお茶を用意しなさい」

　挑発的な注文をするカミラに、どうやら戦いはもう始まっているようだと恭きよう太た郎ろうは感じる。

「じゃあ厨ちゆう房ぼうはお客さまのいる場所じゃない。食堂で待っててくれないか」

「ふふ、楽しみにしているわ。あたしをガッカリさせないでね、キョータロー？」

　カミラは、幼女とは思えないほどの色気のある流し目をすると厨房から出ていった。

　厨房の中が三人だけになると、リュミエールが恭太郎に詰め寄ってきた。

「キョータロー、一体どういうこと？　どうして喰将がここにいるのよ」

「セレファイスに勝ったときにさ、いつでもかかってこい的なことを言ったら早速やってきたんだよ」

「どこに？」

「おれの部屋に」

「え、連れ込んだの？」

　リュミエールが胡乱うろんな目で恭太郎を見る。

「違う違う！」

　恭太郎は大おお袈げ裟さに首を左右に振って否定する。

「朝飯食い終わって部屋に戻ったら勝手に居座ってたんだよ」

「……どうしてあなたのところにはいつもかわいい女の子が集まるのよ」

　ぷくうっとほおを膨らませると、リュミエールが上目づかいに睨にらんできた。

「リュミエール？　二番以下の女の子が、そんなかわいいアピールしても無意味よ。ここにこんなに美しい一番の女の子がいるんだもの」

　ヴィヴィアンが優越感に浸ひたって、その場でくるりと一回転する。心なしかキラキラと光の粒子も舞い散っているようであった。

「これが一番と二番以下の格の違いよ、ふふん」

　恋の力は偉大である。今のヴィヴィアンはまさに無敵ヴィヴィアンだった。

「キョータロー！　わたしはあなたにとっての何番目の女なの？　ヴィヴィアンが一番だなんてひどいじゃない」

　半泣きでリュミエールが、恭太郎の胸をポカポカと叩たたいて理不尽を訴える。

「んぅううううううっ勝った!!　料理のこと以外で生まれて初めてリュミエールに勝ったわよ」

　今までの人生の中で、最高の笑顔でもってヴィヴィアンがガッツポーズをする。その隣ではリュミエールが力なくうなだれていた。

　あまりの惨状を目まの当あたりにして、恭太郎は呆ぼう然ぜんとする。

　ああ、むやみやたらに女の子に順位など付けてはいけなかったのだと、彼は心の底から反省した。

「お主ら、敵襲来の折に大概にせよ！　今は敵を唸うならせる茶を用意するときじゃぞ」

　あまりのダメっぷりを見かねて、リヴが活を入れる。

　それによって場の混乱がなんとか収拾されて、恭きよう太た郎ろうたちはお茶を淹いれる準備に取りかかった。

「それでキョータロー、一体どんなお茶淹れるの？　相手は喰しよく将しようなのだからよっぽど高級な茶葉を使わないと話にもならないわよね」

　リュミエールが心配そうな顔で恭太郎に訊きいた。

　すると、恭太郎が答えるよりも早くヴィヴィアンが口を開く。

「ポルテンの茶葉の、春摘みフアーストフラツシユと夏摘みセカンドフラツシユならあるわよ？」

「え、ポルテンが学園なんかにあるの？　アレは王族でもないと飲めないような最高級茶よ」

　リュミエールが眉まゆ根ねを寄せて、小さく首を傾かしげる。

「ふふん、それがあるのよ」

　ニンマリとヴィヴィアンが悪戯いたずらっぽく笑む。

「もともとお父さまのコレクションだったのだけど、屋敷が没収される前に持ち出してここの食糧庫に隠しておいたの」

　ヴィヴィアンの父親のアドレーは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰将であり、バレンロード王国の元宮廷料理長だった。自身の地位を利用して、様々な高級素材を溜ため込こんでいたようだ。

「じゃあ、ポルテンの春摘みで決定ね」

「わたくし的には春摘みよりも夏摘みのほうが、香りが濃厚で好きだわ」

　リュミエールとヴィヴィアンが先ほどまでの女の勝負も何ど処こへやら、キャッキャウフフとお茶の話に興じる。

　なんだかんだ言って、この二人は仲良くなりつつあるようなのだ。

「リヴ、ポルテンっていうのはどういう種類のお茶なんだ？」

　微妙に蚊か帳やの外に置かれた恭太郎が、食リ神ヴに教えを乞う。

「そうじゃの、ポルテンはキョータローの世界でいうところの『ダージリン』に近いお茶になるかの」

「へえ、ダージリンか──」

　ダージリンとはインドで生産される高級茶であり、世界三大銘茶の一つで、『紅茶の王さま』と呼ばれ、特にセカンドフラッシュはその爽やかな香りから『紅茶のシャンパン』と言われるほどである。

「ダージリンの春摘みと夏摘み、どちらも味わい深い紅茶だよな」

「それじゃあ、喰しよく将しように供するお茶はポルテンで決定ということで、春摘みフアーストフラツシユと夏摘みセカンドフラツシユどちらがいいか、今から飲み比べてみましょう」

　リュミエールが提案して、ヴィヴィアンも賛成した……が、恭きよう太た郎ろうだけが首を左右に振った。

「確かにダージ……ポルテンは味わい深いお茶だと思うけど、おれが喰将だったとしてポルテンなんか持ってこられたら、きっと鼻で笑っちまうだろうな」

「ちょっと本気で言ってるの、キョータロー？　ポルテンはこの世界でも最も上等なお茶なのよ」

　ヴィヴィアンが怪け訝げんそうに恭太郎の顔をのぞき込む。

「うむ、ヴィヴィアンの言う通りじゃの。ポルテンに対抗できるお茶となるともう『オールゼン』くらいしかないのう」

「あとは『ボローニュ』かしらね。でも残念だけど、お父さまのコレクションにその二つの茶葉は含まれてなかったわ」

　リヴとヴィヴィアンのやり取りに、恭太郎はもう一度だけ首を横に振る。

「言葉足らずだったみたいだな。つまり、喰将相手に高級茶なんて用意しても意味なんてないんだよ」

「……喰将は高級なお茶が嫌いなの？」

　おずおずとリュミエールが訊きいてくる。

「そういうことじゃなくて、高級茶が美う味まいのは当たり前なんだからさ、そんな当たり前のものを持っていっても奴やつらの想像を超えることができないってことだ」

「でも、その考え方でいくとマズい茶葉か、安い茶葉を使うことになるけど……」

「大正解！　この学園にある、最低品質のクズ茶葉でお茶を淹いれようぜ」

　そう言うと、恭太郎は二人の少女に向けてニッと笑った。




　お茶の用意が整って、恭太郎たちは厨ちゆう房ぼうから食堂に移動した。

　食堂の隅の席に、カミラが背筋を伸ばして姿勢よく座っている。

　目が覚めるほどの美幼女であり、艶つやをとおり越して輝きを放っているような金髪はよく目立ち、まるでオーラでもまとっているように彼女は華やいでいた。

「そんな端っこじゃなくて、もっと真ん中の席にでも座りゃいいのに」

　現在、食堂には恭太郎たちしかいないので座席は選び放題である。

「若い娘でもないんだから、あたしなんて隅のほうでいいのよ」

「いやいや、全然若いじゃねえかよ」

　ツッコミを入れたものの、幼女なので確かに若い娘ではないなと恭太郎は思った。

「そんなことよりも、のどが渇いたのだけど？」

　カミラがジッと恭きよう太た郎ろうを見る。

「ああ。あんたのために、とびっきりのお茶を淹いれた」

　恭太郎も自信に満ちた目でカミラを見返す。

「ねえ、あんな茶葉で淹れたお茶なんて本当に大丈夫なのかしら？」

　心配そうな顔をして、リュミエールが恭太郎に小声で問いかける。

「そうよ。喰しよく将しようどころかノラ犬でさえ怒り出すようなクズ茶葉なのよ」

　ヴィヴィアンも同様の表情をするとティーカップを見る。濃いクリーム色をしたお茶でティーカップは満たされていた。

　恭太郎がカミラにご馳ち走そうするために淹れたお茶は、元の世界で言うところのミルクティーである。

　彼は試飲しているので、このお茶が抜群に美う味まいことを知っている。だが、カミラをあまり待たせるわけにもいかなかったので、リュミエールとヴィヴィアンはまだ味見をしていなかった。

　恭太郎はトレイに乗せたティーカップをカミラの前に置く。一応、トレイにはリュミエールとヴィヴィアンの分のお茶も乗っている。

「あんたら喰将を、いや、支配者を討つお茶だ。じっくりと味わってくれ」

「支配者を討つお茶？　ふふ、おもしろそうね」

　カミラは薄く笑うと、ティーカップの中身に目を落とす。

「ストレートティーではないのね。ということは、ポルテンやオールゼンのような高級茶ではないってことね」

　物にもよるが、紅茶は高級品になればなるほどストレートで飲むものである。変な譬たとえになるが、本当に美味いうどんなら釜かま揚あげで食べるのが一番というのと同じである。

「ポルテンやオールゼンじゃなくてホッとしてるわ。あんなもの、飽きるくらい飲んでるから」

「安心してくれ、喰将のあんたじゃ縁のないような、麻袋の底で粉々になった最低の茶葉で淹れたものだ」

「そう。それは楽しみだわ」

　カミラがティーカップに指をかけたときだった。

「ちょっと待って！　先にわたしにも味を確かめさせてちょうだい」

「わたくしも!!」

　言うが早いかリュミエールとヴィヴィアンが、恭太郎が持つトレイからティーカップを取った。

「こんなお茶、とても美お味いしいなんて思えないけど……」

「わたくしは一番の女の子としてキョータローを信じてるわ」

「わたしだって！　それにキョータローの一番はわたしよ」

　早口にまくしたてると、リュミエールとヴィヴィアンがほぼ同時に、グイッとお茶をあおった。

　次の瞬間──。

「ふにゃあ、甘い、甘いよぅ！」

「砂糖入れてるからな！」

　リュミエールがいつも通りのふにゃふにゃした表情になるのに、恭きよう太た郎ろうは冷静に、そしてビシリとツッコミを入れた。

「熱いよう、熱いのがいっぱい入ってくるのっ！」

「ホットだからな！」

　ヴィヴィアンがトロトロの顔に涙の粒を浮かべるのに、やはり恭太郎は冷静に、そして的確にツッコんだ。

　しかし、いくら恭太郎がツッコミを入れても、二人の少女は涙目でブルブルと身み悶もだえながら荒い呼吸を繰り返して、




「「こんな粗末な茶葉で淹いれたお茶なのに、すんごくおいしいのぉおおおおおっ!?」」












　ハアハアと艶なまめかしい吐息と共に、二人は讃さん美びの声を揃そろえる。

「若いわね。そんなに乱れちゃって」

　まるで未熟者を見るような目でカミラが一いち瞥べつする。

「あたしくらいになると、ちょっとやそっとの刺激じゃなにも感じなくなるわ」

　愛らしい唇くちびるをニヒルに歪ゆがめ、ティーカップにそっと口をつけた。

　ひと口飲んだようで、のどが小さく上下する。

　それとほぼ同時に、カミラが口を開いた。

「ひゃうんっ!?」

　ありえないくらいかわいい声を発した。

　そして彼女は首を左右に振る。つられて、金髪のツインテールも鞭むちのようにしなやかに揺れた。

「な、なにこれ、こんなに美お味いしいお茶飲んだことない……」

　両腕を交差させて自身の肩をかき抱いだくと、カミラが今にも泣き出しそうな顔で上目づかいに恭きよう太た郎ろうを見つめる。

「パアッてなるの！　頭の中がパアッて真っ白になっちゃうのっ!!」

　カミラが顔を真まっ赤かに上気させて、

「ふわあ、悔しいよぅ、悔しいよぅ、こんなにおかしくなっちゃうの、あの人の料理以来だよぅ」

　物欲しげなトロリとした目つきで、ハッハッと喘あえぐような呼吸を繰り返す。

「ツッコミきれない！」

　恭太郎はこの状況を前にして頭がくらくらしてくる。

「一体なんなんだよ。どうしてこの世界の女の子は食ったり飲んだりするだけでこんなエロい顔すんだ」

　自分の料理を絶賛されているはずなのに、恭太郎はよくわからない敗北感から膝ひざをつきそうになった。

　そんな自分の気も知らず、目の前の美幼女が哀願するように訊きいてくる。

「ねえ、これにゃんていうお茶？」

「これはおれの世界で『チャイ』っていう名前のお茶だ」

　恭太郎は気を取り直して説明をはじめる。

「チャイっていうのは、粉々になったクズ茶葉で煮出すもので……」

　植民地時代、イギリスなどの列強諸国に良質の茶葉を搾さく取しゆされていたインドやネパールの人々が、自分たちに残されたクズ茶葉を美味しく飲もうと考え出したものである。

　茶葉を水から煮出して、これに牛乳と砂糖、そしてシナモンやクローブ、黒くろ胡こ椒しようなどの香辛料スパイスを加え、全体的に甘めで、ホットでもアイスでも好きなほうで楽しめる庶民的なお茶なのだ。

　今回は、この世界でのシナモン的な香辛料スパイスをメインに、やはりこの世界における赤唐辛子に似た物を少量隠し味に使った。

「……これによって甘いだけじゃなく、ほんのりピリッとした大人の味わいになる」

「搾さく取しゆされた人たちが作った超絶品のお茶だから、『支配者を討つ』ってわけね」

　説明を終えた恭きよう太た郎ろうに、カミラがいくぶんか落ち着きを取り戻して納得する。

　カミラがフッと息を吐き、

「さすがセレファイスを倒しただけあるわ。このお茶、及第点をあげる」

　幼女のくせに上から目線で『チャイ』を評価した。

「あんた、さっきメロメロだったじゃない」

　途端、ヴィヴィアンがその傲ごう慢まんさに文句を言う。

「……そんな事実は存在しない」

「ヴィヴィアンの言う通り、あなたあのお茶の虜とりこになっていたわ。だって、『にゃんていうお茶？』って猫言葉になっていたもの」

「……ただの幻げん聴ちようよ」

　リュミエールにも恥ずかしい言葉づかいを指摘されて、カミラが目を泳がせる。

　それから少しの間、二人の少女にジトリと見つめられ、ついには耐えきれなくなったカミラが逆ギレするように喚わめき出だした。

「小娘のくせにその目はなんなのよ！　ソフィアは一体どういう教育してるのかしら。ねえ、あいつを呼んできてよ」

　美しい顔をぷりぷりと怒らせ、カミラがソフィアを連れてくるように言う。

「呼んでこいって言っても、学園長先生は王宮にいってるからすぐには無理よ」

　困惑ぎみにリュミエールが答える。

「だいたい、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰しよく将しようが学園長先生とどういう関係なのよ」

　ヴィヴィアンも怪け訝げんそうに唇くちびるを尖とがらせる。

「古い友達よ。三百年前からのね」

「三百年前から？　え、あんた何歳なんだよ」

　驚きの声を上げたのは恭太郎だった。

　ソフィアと友人という部分より、幼女という見た目と『三百年前から』という言葉のギャップがすごくて年齢を訊きいていた。

「さあね。ずっと昔に数えるのやめちゃったから。でもソフィアよりは年上よ」

　切れ長の瞳ひとみを年長者の余裕で細め、

「それより、女性に年齢を訊くなんて無粋この上ないわよ、キョータロー？」

「てっきり同い年くらいだと思ってたのに……」

　そんな中で、ヴィヴィアンがポツリとつぶやいた。

　それから彼女はリュミエールに質問する。

「ねえ、竜冠族ドラーゴって何百年も生きる種族だったっけ？」

「基本的には人間よりちょっと長生きなくらいよ。わたしだってそうだし」

　リュミエールは『竜の巫み女こ』の家系であり、竜族の血が混じっている。

「それは混血の竜冠族の話よ。純血ならエルフ以上の寿命を持っているの」

　二人の話にカミラが入ってきた。

「そんな、竜冠族の純血なんてとっくの昔に絶滅したって聞いていたのに。純血同士だと子どもができにくいとかで」

「絶滅なんて失礼しちゃうわね。いるところにはちゃんといるのよ、あたしみたいな純血の竜冠族がね」

　目を丸くするリュミエールに、カミラが薄い胸を張って不敵な笑みを浮かべる。

「って言うか、種族や年齢のことなんてどうでもいいわ。お茶もご馳ち走そうになったことだし、あたしがこんなところにまで来た理由を話さなくちゃね」

　笑みを消して、カミラが真剣な目つきで恭きよう太た郎ろうを見る。

「キョータロー！　饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌは七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌの一人として、あなたに料理勝負を申し込むわ」





　　　　２






　高級な箱馬車が学園を出発して五、六時間になるが、今は森の中を走っている。よく磨かれた窓に、午後の木漏れ日が柔らかく降り注いでいた。

　座席には恭太郎とリュミエール、向かい合う席にヴィヴィアンとカミラが座っている。

「言われるがままついてきてよかったのかしら」

　リュミエールが独ひとり言ごつ。

「不安なら帰ってもいいわよ？　あたしはキョータローに勝負を挑んだのであって、あなたたち二人は勝手についてきただけなんだから」

「キョータローを、あんたみたいな年とし増まのおばさんと二人きりになんてさせられるわけないでしょ！」

　ヴィヴィアンの暴言に、カミラが幼くも美しい顔をわずかに歪ゆがませる。

「エルフって連中はほんとに口が悪いわね。あと百年もすれば、あなたも立派なおばさんよ？」

「そのときにはあんたはお婆ばあちゃんね」

「ぐうぅ、そういや、若いときのソフィアもそんな感じだったわ。思い出すとなんだか腹が立ってくる」

　カミラがヴィヴィアンに向かって、「べー、だ」と桃色の舌を出す。傍はたから見れば、美人姉妹のかわいい喧けん嘩かのような光景だった。

　そんなほほえましい場面を横目に、恭きよう太た郎ろうは不意にどうして今馬車などに乗っているのかを思い出していた。




「別にかまわないぜ。おれは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌをぶっ潰つぶすつもりだからな」

　カミラの料理勝負を恭太郎は受ける。

「で、どうする？　今から始めるか」

「うーん、そうねえ──」

　カミラが人差し指で唇くちびるをなぞりながら、

「アドレーもセレファイスも、敵地で戦って負けてるわけだしね？」

　まるで恭太郎の勝利を本拠地に助けられたものだと言わんばかりに、カミラが魅惑的なウインクをする。

「つまり、戦う場所が場所なら負けないってわけか。いいぜ？　お前の好きなところで戦ってやる」

　直情径行の気けがある恭太郎はこの手の駆け引きが下へ手たである。

「そう？　なら、あたしの屋敷でどうかしら」

「望むところだ」

「ちょっと待って！」

　さすがに堪たまりかねたようで、リュミエールが割り込んできた。

「キョータロー！　敵の屋敷に簡単についていくなんて絶対にダメよ。監禁されて洗脳されるかもしれないもの」

「……監禁とか洗脳とか、まるであたしが異常者みたいじゃない」

　カミラがこれ見よがしに、盛大にため息をついた。

　すると、ヴィヴィアンがリュミエールの援護射撃をする。

「そうよ！　この手のおばさんは欲求不満に違いないんだから、どんな倒錯的で、いやらしいことをされるか分かったもんじゃないわ」

　ヴィヴィアンはカミラをキッと睨にらむと、

「キョータローを監禁して、鞭むちやロウソクで責めてもらうんでしょ!!」

「監禁されてるほうおれが責めるのかよ！」

　恭太郎はツッコミを入れつつ、ヴィヴィアンの性癖を見たようで「うわあ」という顔をする。

「あんたみたいな変態エルフと違って、あたしは純愛希望よっ！　そりゃ、キョータローが望むんなら、そういうことだって受け入れるけど」

　金髪のツインテールをいじいじと弄いじりながら、カミラが生き娘むすめのようにほおを赤らめる。

「バカばかりじゃの」

　今まで静観していた包リ丁ヴが、ぼそりとつぶやいた。

　そんな中で、リュミエールだけが冷静な顔をして口を開く。

「あのカミラって娘こ、キョータローのことが好きなの？　出会ったばかりなのに？」

「そんなに信用できないなら、危険ではない証拠として、あたしがどんな料理であなたに挑むか教えてあげるわ」

　リュミエールの言葉を遮さえぎり、カミラが恭きよう太た郎ろうを見つめる。

「キョータロー、あたしは『ティラミス』を作る」

「……ティラミス？」

　いきなり自分の世界の、それも洋菓子の名前が出てきたので恭太郎はちょっと驚いた。

「初めて聞く言葉だけど、それってキョータローの世界の料理なの？」

　リュミエールが聞き慣れない言葉に首を傾かしげる。

「まあな。チーズケーキの仲間になるかな」

　そう答えると、恭太郎はカミラに視線を戻す。

「あんたはおれにデザート勝負を挑むってことか」

「ねえ、ティラミスを作るという意味をちゃんと考えて」

　なんだか引っかかる言い方に、恭太郎はしばらく黙考する。

　ティラミス──イタリアを代表するデザートの一つである。超簡単に説明すると、エスプレッソ（濃いコーヒー）を染み込ませたフィンガービスケットやスポンジケーキに、マスカルポーネチーズと洋酒を使ったクリームを重ねて層にして作る。欧米諸国はもちろん、日本でもとても人気の高い菓子だ。

「意味を考えてっていっても、ティラミスは美お味いしくて、女の子に人気があって、それから……」

　恭太郎は頭上に疑問符を浮かべながら、

「一体なにが言いたいんだよ。だいたい、ティラミスみたいなお洒落しやれなイタリア語、あっ!?　ちょっと待てよ」

　雷に打たれたように思考が閃ひらめき、恭太郎は思わずカミラを見つめる。

「あんたもしかして、おれに──」

「理解してくれたかしら、キョータロー？」

「ああ。あんたは危険な奴やつじゃない」

　恭太郎は自信満々に言う。

　それにしても、この世界の言葉でもないのに『ティラミス』の意味を知っているなんて、と恭きよう太た郎ろうはカミラの博識ぶりに感心する。

　伊だ達てに饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰しよく将しようをやっているわけではないようだ。

　そのとき、恭太郎の隣でリュミエールが困惑顔で耳打ちする。

「どうして危険じゃないって断言できるの？」

　ま、普通はこういう反応になるよなと、恭太郎は心の中でうなずく。自分の世界の人間でも料理に詳しくなければわからないかもしれない。

　しかし、困った顔をするリュミエールがなんだかかわいくて、恭太郎はちょっと意地悪をする。

「どうしてって？　それは、ほら、ティラミスだからだよ」

「……意味がわからないわ」

　わずかにムッとするリュミエールに、恭太郎は小さく笑う。

「わたくしもよくわからないけど、キョータローが大丈夫って言うんなら大丈夫なんでしょうね。あと、出かけるんなら外泊の許可取っておかないといろいろ面倒くさいことになるわよ？」

　ヴィヴィアンが的確な指摘をする。

　街への外出程度なら自由にいけるのだが、外泊の場合は事前に許可を取らないと停学などの罰を受けることがあるのだ。

「ああ、そうだよな」

　そう答えると、恭太郎たちは学園の教務課に向かい、適当な理由で外泊の許可を申請した。本来なら数日前までに申請しなくてはいけないので事務の人に微妙な顔をされたが、相手が恭太郎だったためか外泊を認めてくれた。

　そして、当然のようについてきたリュミエールとヴィヴィアンと共に、学園の敷地から少し離れたところに待機していたカミラの馬車に乗り込んだ。




「ねえキョータロー、窓の外を見て」

　リュミエールの声で、恭太郎は我に返った。

「……一体どうしたんだ？」

　彼女にうながされるままに恭太郎は窓そう外がいの景け色しきに目をやる。

　森の中を走っていたはずがいつの間にか整備された街道に出ており、すぐ先には立派な城壁を巡らせた都市が見えた。

「うおっ！　なんかでっかい街まできたな」

「大戦時代、王都の防衛目的で造られた城じよう塞さい都市よ」

　現在では他国との交易によって潤うるおい、王国においても特に重要度の高い都市だと、リュミエールが説明してくれた。

　そうこうしているうちに、城門の入場検査の行列が見えてくる。徒歩の行商人から、ラクダに似た動物に荷物を括くくりつけた小規模の隊商まで並んでいた。

「こりゃ、街の中に入る頃には夜になってるんじゃないか」

「大丈夫よ、あたしたちは別のところから入るから」

　恭きよう太た郎ろうの心配そうな顔をチラリと見、カミラがフフッと笑う。

　彼女の言葉通り、箱馬車は正規の城門から少し離れた場所にある小型の門の前で停とまった。

　役人とおぼしき男が、門の脇わきにある小屋から出てくる。男は窓越しにカミラを認めると丁寧な礼の姿勢を取り、御者と短いやり取りをしたのち門を開けてくれた。

　箱馬車は再び動き出して街の中に入っていく。

「……顔パスか。なんかカッコいいな」

「こんな割り込みができるなんて、よっぽどここの領主と信頼関係があるってことかしら」

　恭太郎とリュミエールが交互につぶやく。しかしカミラは直接答えることはせず、年長者の余裕でツンと澄ましていた。

　そして箱馬車は商人たちで賑にぎわう大通りを抜けて、高台に向かって進んでいく。進行方向に大きな建物が見えた。

「なあリュミ、ああいう高いところにある建物って領主の屋敷ってことになるのかな」

　ちょっと前にリュミエールの実家にいったとき、彼女の屋敷は高台にあったのだ。

「ええ。領主っていうのは、領地を見渡せるところに居を構えたがるから」

　答えながら、リュミエールも窓から屋敷を眺める。

「そういえば昔お祖じ父いさまが言ってたけど、ここの領主も竜冠族ドラーゴだったわね……」

　彼女が何事かをつぶやいたが、声が小さすぎて恭太郎には聞こえなかった。

　それから恭太郎はちょっと考える。

　自分たちは今カミラの屋敷に向かっており、その屋敷が高台のあの建物だとしたら、それはつまり、この都市の領主＝カミラということになるのではないか、と。

　いや、さすがにバレンロード王国の大都市の領主が、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰しよく将しようなんてことはないだろう。

　きっとあの建物がゴールなのではなく、一度高台をのぼり、そののち下りるとカミラの屋敷があるのだ。

　わざわざ高台をのぼるのは、そのほうがショートカットになるからに違いない。

　心の中でカミラ領主説を否定して、恭太郎はひとりうなずいた。

　しかし恭太郎の予想を裏切り、箱馬車は高台の屋敷の前で停まる。

「さあ、あたしの屋敷についたわ」

　カミラが恭太郎たちを見回して告げる。

「そうだ。言い忘れていたけれど、これでもあたしってこの都市の領主だから」

「マジかよ！」

　否定した領主説が正解だったことに恭きよう太た郎ろうは驚きの声をあげる。

「ここの領主が竜冠族ドラーゴなのは知ってたけど、まさか喰しよく将しようであるあなたがそうだったなんて思わなかったわ」

　リュミエールもまじまじとカミラを見る。

「そういや、十年前に会ったときもどこかの領主だって言ってたわね」

　今思い出したという感じでヴィヴィアンも口を開いた。

　そんな一同の反応をうかがうように、

「どう？　カッコいいでしょ」

　カミラが悪戯いたずらっぽく笑った。




　屋敷の応接室に通され、恭太郎たちは高級な応接セットの椅い子すに腰を掛ける。

「もうすぐ、メイドが飲み物を持ってくるから」

「お前がここの領主って、あれ本当なのか？」

　恭太郎が、もう我慢できないという感じでカミラに食いぎみに訊きく。

　箱馬車が到着した直後も質問したのだが、そのときはカミラにはぐらかされてしまったのだ。

「本当よ。このカミラ・ルル＝ウィッチェクト・ラブゴールドは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰将にして、バレンロード王国の地方領主のひとり──」

　優雅にお辞儀をすると、カミラも椅子に座った。

「バレンロード王国と饗樂衆は裏でつながっているということかしら？」

　口を開いたのはリュミエールだった。

　恭太郎としても知りたいことはその部分だったので、黙ってカミラの回答に耳をかたむける。

「饗樂衆は大陸全土に根を張っているわ。『食』がなによりも尊ばれる今の時代、各国の王侯貴族の中にも熱狂的な信者がいる」

「ま、そりゃそうよね」

　ヴィヴィアンが足を組み替えながら、

「だってお父さまがこの国の宮廷料理長を務めて、内務卿と一緒に悪いことばかりしてたんだもの」

　その言葉に恭太郎はハッとする。

　そう、かつてヴィヴィアンの父親アドレーと料理対決をしたのは、彼と内務卿が治ち水すい工事を利用して税金の着服を目もく論ろんでいたのが発端だったのだ。

「バレンロード王国の大貴族の何人かは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの完全な虜とりこよ。その気になれば喰しよく将しようであるあたしの一言で、この国の重要な政策や法律を決めることだってできるわ」

　カミラの発言で、恭きよう太た郎ろうたちは思わず黙り込んでしまった。

「か、勘違いしないでよ、あたしはそんなことするつもりはないから。ただ、饗樂衆には本気でこの大陸を支配する力があるってことを言いたかったの」

　引かれたと思ったのか、カミラが身振り手振りで言いつくろう。

　そのとき、部屋にノックの音が響いた。

「入りなさい──」

　主人としての威い厳げんのある声に戻り、カミラが入室を許可する。

　二人のメイドがカートを押して入ってきた。

　メイドたちはカミラに礼をし、テーブルの上に飲み物と、焼き菓子を並べる。

「さ、馬車に揺られて疲れたでしょう？　甘い物でも召し上がれ」

　言われるがまま、恭太郎は自分の前に置かれた切きり子このグラスを手に取る。美しい細工の施されたグラスは、白くてトロリとしたもので満たされていた。

　クンと匂いを嗅ぐと、ほのかなアルコール臭が鼻をつく。

「これって……」

　恭太郎はグラスの中身をひと口飲む。途端、口こう内ないに上品な甘みと一緒に、日本酒の洗練された風味が優しく広がった。

「甘酒だ。美う味まい」

　思わず、恭太郎のほおが緩ゆるんだ。まさかこの世界ガストルシエルで甘酒が飲めるなんて思っていなかったから。

「ふわあ！　トロトロしてて甘くて美お味いしい!?」

「甘みの奥にかすかな苦みもあって、これ、わたくし大好きっ!!」

　リュミエールとヴィヴィアンも大絶賛して甘酒を飲む。

　そんな中でカミラも自分の杯さかずきに口をつける。彼女のそれはグラスではなく、いわゆるぐい吞のみと呼ばれる、お猪ちよ口こよりも大きな酒器であった。

「お茶もいいけど、やっぱりあたしはこっちのほうがいいわ」

　切子のぐい吞みで、カミラがちびりちびりとやる。

　濃厚に漂うアルコール臭に、ぐい吞み越しに見える透明な液体から、どうやら中身は甘酒ではなく日本酒のようだった。

「……そういやアドレーも日本酒を持ってたっけ」

「ええ。外に普及はさせていないけど、饗樂衆の中ではニホン酒は大人気なのよ？」

　アルコールが入ったことで、カミラの舌が滑らかになっていく。

「あなたたちお子さまには飲ませられないけどね。でも、甘酒なら好きなだけ飲んでいいわよ」

「いやいやいや、料理勝負はどうするんだよ！　酔っぱらっちゃできないだろ」

　恭きよう太た郎ろうがツッコミを入れると、カミラが片手を左右に振った。

「勝負は明日にしましょう。夕食の準備もさせているし、今夜はゆっくりと体を休めなさい……あ、リヴ、久しぶりにゆっくりお話でもしましょう」

「なぜ妾わらわが見ず知らずの、それも敵なんぞの相手をせねばならんのじゃ」

　なんの脈絡もなく名前を呼ばれ、包丁が怪け訝げんな声で答える。

「……友とも達だち甲が斐いのないやつね。まあ、記憶がないんだからしょうがないけど」

　カミラが口の中だけで何事かをつぶやいた。




　その後、恭太郎たちは早めの夕食を摂とり（料理は洋食のフルコースで、喰しよく将しようであるカミラの弟子によるものだったため、味はよいものばかりだった）、風呂に入り、なんだかんだで疲れが溜たまっていたので、早々に用意された寝室に入った。

　ベッドの上で明日の勝負のことを考えているうちに、睡魔に襲われ、恭太郎はいつの間にか眠りについていた。

　──それからどれくらい経たっただろうか。

　ドアをノックする音で恭太郎は目を覚ました。

「ふわあ、誰か来たのか？」

　あくびを一つ、恭太郎はベッドから起き上がるとドアまで移動する。

　再び、ノックの音。

「誰だ？」

　キョータローはドア越しに声をかける。

「リュミエールだけど。今いいかしら──」

「あ、ああ。別に構わないけど」

　恭太郎は寝室の鍵かぎを開ける。次の瞬間、ドアが開いてリュミエールが入ってきた。

「えっ!?」

　リュミエールの姿に、恭太郎は思わず息を吞のんだ。

　まず彼女は、カミラのメイドが用意したのだろうネグリジェを着ていた。次に、そのネグリジェは劣情を催しそうなほどに真まっ赤かで、扇せん情じよう的てきに複雑精せい緻ちな刺し繡しゆうが施されていた。最後に、胸もとがありえないくらい大きく開かれ、彼女の豊かな胸が強調されており、ほとんど下着の様相を呈ていしていたのだ。

「キョータロー……」

　濡ぬれた瞳ひとみで恭太郎を見上げるリュミエール。

　あまりにも刺激的な姿の彼女を前に、恭太郎は逃げるように後ずさった。

「どうして逃げるの、キョータロー？」

　熱に浮かされたようにほおを赤くして、リュミエールが恭きよう太た郎ろうを追う。

　後ずさる。追う。後ずさる。追う──意味の分からない深夜の追いかけっこの末に、ついに恭太郎はベッドの前まで追い詰められてしまった。

「リュ、リュミ、ちょい待った」

「嫌っ……」

　リュミエールは短く拒否の言葉を発すると、いきなり恭太郎を抱きしめて、そのままベッドの上に押し倒してしまった。

「うおっ!?」

　突然のことで思考が追い付かず、恭太郎はされるがままであった。

「一体なんだっていうんだ」

　なんとか落ち着きを取り戻し、恭太郎は状況確認をする。

　現在、自分はリュミエールにマウントポジションを取られる形で仰あお向むけになっていた。対して、彼女は馬乗りになって自分を見下ろしている。ネグリジェの赤色と肌の白色のコントラストが眩まぶしい。さらに、リュミエールが前傾姿勢を取るものだから、彼女の豊満な胸がたゆんたゆんと蠱こ惑わく的てきに揺れた。

「って、なに冷静に観察してるんだよ！」

　恭太郎が自分自身にツッコミを入れると、リュミエールの形のいい唇くちびるが開く。

「キョータロー。わたしね、あなたにとっての一番でいたいの」

　そして、キスでもするつもりなのかリュミエールが顔を近づけてくる。

「ま、待て！　なんかおかしいって!!　どうしちまったんだよ」

「おかしくなんてないわ。だって、だってわたし」




「──キョータローのことが好きだから」




「お、おれのことが……!?」

　突然の告白に恭太郎が戸惑うと同時に、ふんわりと香るアルコール臭──。

「……リュミ、ちょっとハアッてしてみ、ハアッて」

「ハアッ──」

「寝る前になに飲んだ？」

「甘酒たくさん飲んだ」

　瞳ひとみが濡ぬれているのも、熱に浮かされたように顔が赤いのも、酔っぱらっているからのようだと恭太郎は理解した。

　しかしそんなことなどお構いなしに、リュミエールは幸せそうに笑うと、もう一度自身の気持ちを口にする。

「キョータロー、大好きっ!!」

　言うや、恭きよう太た郎ろうの上に倒れ込み……愛らしい寝息を立て始めた。

「ね、寝たのか？」

　恭太郎はリュミエールが完全に寝ているのを確認すると、起こさないように細心の注意を払いながらベッドから出た。

　あのまま覆おおいかぶさってこられていたら、自分で自分をコントロールできなくなっていただろう。

「稀まれに酔うことがあるっていうけど、甘酒なんかで酔うなよ」

　そうつぶやいた瞬間、恭太郎はリュミエールからの告白を思い出して、心臓がバカみたいに高速で脈打ち出した。

「酔っぱらっていたからだよな。でも、もしも本心だったら……」

　そう考えると、さらに脈拍は激しくなり、息苦しくなるほどに顔が熱くなった。

　恭太郎はリュミエールに掛け布団をかけると、自分はソファで寝ることにする。とはいえ、思考は活性化するばかりで、ほとんど眠ることはできなかった。

　ちなみに、包リ丁ヴはずっと寝たままだった。





　　　　※






　深夜──。

　恭太郎がリュミエールに押し倒されそうになっていたころ、カミラは自室で一人だけの酒盛りをしていた。

「あーあ、ソフィアもリヴも誰もいない。一人で飲んでても美お味いしくないわ」

　そう言いながら、彼女は既に一升しよう（一八〇〇㎖）以上飲んでいた。

「でも、今日は楽しかったわね」

　アルコールを大いに含んだ息をふうと吐き、

「リュミエールとヴィヴィアンの、あの二人のキョータローの取り合い……ふふ、あたしも三百年前はソフィアと取っ組み合いになって、あの人を取り合ったっけ。なんだか昨日のことのように思えてきちゃうわ」

　ぐい吞のみを、その名前の由来通りグイッとあおる。

　カミラは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの中で最も酒に強く、未いまだかつて酔いつぶれたことがなかった。

「それにしても、キョータローもあの人もほんとよくモテるわ」

　自分やソフィアの他にも、あの人に恋心を持っていた女の子はたくさんいた。

「それでもあたしって、結構いいところまでいってたのよね」

　カミラの一番の恋のライバルはソフィアであり、今のリュミエールとヴィヴィアンのように、あの手この手であの人の気を引こうと頑張っていたのだ。

「だけど──」

　グイグイっとまるで水でも飲むように日本酒をあおり、

「誰もあの人の心を射止めることはできなかった。誰も、あの人を心の闇やみから救うことはできなかった」

　憂ゆう鬱うつの色を瞳ひとみに宿して、カミラはもう一度ふうと息を吐く。

　あの人には元の世界に恋人がいたらしい……いや、幼おさな馴な染じみだったっけ？　なんにしても、その女性を亡なくしたことで、あの人の心には消しようのない闇が渦巻いていた。

　ただ、あの人の心を救いたかった。

　それはカミラをはじめ、ソフィアも他の女の子たちも同じ気持ちだった。

　そこまで考えて、カミラは切実な想おもいで口を開く。

「キョータロー、いつか必ず目を覚ますあの人……三百年前の英雄を、どうかお願い、あなたが救ってあげて」





　　　　３






　翌朝のカミラ邸は控えめに言っても混こん沌とんとしていた。

　まず屋敷の主あるじであるカミラ。

　彼女はフラリフラリとした足取りで現れると、ちょっと辛そうにこめかみを押さえている。

「……さすがに五升しようもやるとくるわね」

「おーい、喰しよく将しよう！　あんた、おれと真面目まじめに勝負する気あるのか」

　ツッコミを入れる恭きよう太た郎ろうに、カミラがジトリとした目で見てくる。

「そういうあなただって目の下にクマができてるけど、眠れなかったの？」

「い、いや、別にそんなことは」

　恭太郎は視線をそらしながら、もにゅもにゅと言いよどんだ。

　実のところ、ほぼ完徹の状態であり、恭太郎もフラフラとしていた。

「うぅ、頭痛い……」

　応接室の高級ソファに寝転がり、ヴィヴィアンがうめき声を上げた。

　彼女も昨夜、リュミエールと同じように甘酒をしこたま飲んだらしく、今朝は二日酔いに苦しんでいた。

「甘酒って口当たりがいい割にものすごく酒精アルコール度数が高いのね。わたくしとしたことが敵地で不覚だったわ」

　ヴィヴィアンが勇猛な女騎士のように「クッ」と歯は嚙がみする。

「ねえよ！　ノンアルコール飲料だよ!!　ていうか、甘酒で二日酔いするやつなんて初めて見た」

　ノンアルコール飲料とはいえ、製造方法によってはアルコールが含まれることもあり、お酒に弱い人が飲めば酔うこともある。

　が、いくらなんでも甘酒で『二日酔い』は例がないだろう。どうやら、ヴィヴィアンはアルコールに特に弱い体質のようだ。

　そしてリュミエール──。

　彼女は今、椅い子すに座りながらガクリと肩を落としている。周囲の空気もどんよりとよどんでいた。

　今朝、恭きよう太た郎ろうの部屋で目を覚ました彼女は、わずかな時間考える顔をして、すぐに昨夜のことを思い出したようで湯気が出るほどに顔を赤らめた。

　そのまま、まともに恭太郎を見ようともせず、「昨日はごめんなさい！」と言うと部屋を飛び出していった。

　今現在も、昨夜の甘酒で乱れてしまったことに自己嫌けん悪おしているようで、深く重いため息をついていた。

　恭太郎としても、昨夜の告白が本心なのか、酔った勢いでの冗談なのかわからず、しかし気軽に訊きける雰囲気でもなく、心の中にモヤモヤしたものが残るだけだった。

　しかも、リュミエールの全身からは『声をかけないでオーラ』が濃厚に醸かもし出だされているのだ。

「……なんかもう、いろいろとボロボロじゃないか」

　恭太郎も呆ぼう然ぜんとしてうなだれる。

　とはいえ、女子から愛の告白などされたことがなく、女性の幼おさな馴な染じみさえおらず、まったく女の子と縁のなかった恭太郎としては、たとえ酔った勢いだったとしても昨夜のアレは胸が爆発するほどのドキドキだった。




　朝食は全員の肉体的（＆精神的）な事情……というか、二日酔いの人のことを考慮して、お粥かゆを作ってもらった。

　この世界でも稲作がおこなわれており、なおかつ『食』の頂点に君臨する饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの料理人であるため、厨ちゆう房ぼうに控えているカミラの弟子たちはリゾットのような洋食から、お粥や雑ぞう炊すいのような和食まで作れるようだった。

　食事を終えると、いくぶんか調子を取り戻したカミラが口を開いた。

「じゃあキョータロー、さっそくだけれど料理勝負をしましょう」

「デザート勝負でいいんだよな？」

「ええ。宣言通り、あたしは『ティラミス』を作るわ」

　カミラが真剣な目をして、

「キョータロー、あなたの実力を見極めさせてもらうわよ」

「望むところだ──」

　アドレー、セレファイスに続く、三人目の喰しよく将しようとの戦いがはじまった。

　リュミエールとヴィヴィアンを食堂に残して、恭きよう太た郎ろうとカミラは厨ちゆう房ぼうに移動する。

　助手はなしということで、カミラの弟子たちにも厨房から出ていってもらい、室内は二人だけの戦場になった。

「さてと、どんなデザートを作るかな」

「デザートなんぞ贅ぜい沢たくじゃ！　水でも与えておけばよい。あっちを向いてもこっちを向いても、朝っぱらから酒臭い息を吐きよって」

　ヴィヴィアン以下、リュミエールとカミラがだらしなく酔っぱらっていたことが、年配者としては許せないらしく、リヴが怒っていた。

　確かに、酔い覚ましにはトマトジュースや蜂はち蜜みつあたりを与えておくのがいい。だが、朝食がお粥かゆだけだったので、それだけじゃ栄養的に寂しいよなと恭太郎は考える。

「んー、じゃあ甘酒を使ったデザートでも作るか？」

「な、酔っ払いにまた酒を飲ますというのか？　それはさすがに鬼畜の所業じゃ」

「大丈夫だって。とりあえず甘酒と柿を使うか──」

　恭太郎は頭の中でレシピを確認して、次にカミラに振り向く。

「なあ、悪いんだけどおれって魔法が使えないからさ、ちょっと魔法が必要なときに手伝ってもらっていいか？」

「すごいわね？　勝負中に、喰将を雑用に使おうとするなんて」

「わりい、ヴィヴィアンは二日酔いだし、リュミとは話しづらくてさ。カミラにしか頼めないんだよ」

「別にいいけど……ほんと、惚ほれた弱みってのは厄介よね」

　カミラがちょっとほおを染めて、小声でつぶやく。

　その後、二人の調理は順調に進み、ほとんど同時にデザートは完成した。

　二人は、カートにそれぞれのデザートを乗せて、ホコリが入らないように皿覆いドームカバーもかぶせる。

　そして、リュミエールとヴィヴィアンが待つ食堂に戻った。

「あ、戻ってきたわ」

「喰将のお手並み拝見ってところね」

　ヴィヴィアンとリュミエールが敵を迎え撃つ顔でしゃべる。

　そんな二人に動じることもなく、カミラが恭太郎に顔を向ける。

「先にいいかしら？」

「ああ。別にかまわないぜ」

　恭きよう太た郎ろうがうなずくと、カミラがリュミエールとヴィヴィアンの前に皿を置き、皿覆いドームカバーを優雅な仕草で取った。

「さあ、召し上がれ！　七大喰将ロワ・ド・キユイジーヌが一人、カミラ・ルル＝ウィッチェクト・ラブゴールドの絶品ティラミスよ」

「ふわぁあああ!?　なにこれ、なにこれ、こんなデザート見たことないわ」

「わたくしは一度、お父さまに似たようなお菓子を食べさせてもらったけど……こちらの方が見み栄ばえがいいわね」

　お手並み拝見などと威勢のいいことを言っておきながら、リュミエールとヴィヴィアンがきゃあきゃあとはしゃぎだす。

　ティラミスをはじめとしたイタリア料理は女子にバカみたいに受けがよく、恋愛で悩む女の子も、二日酔いでダウンしていた女の子も虜とりこにするようだった。

　二人とも我慢ができなくなったようで、スプーンを手に食べ始める。

「あん、この表面に振りかけられている茶色いの、とても苦いけど、トロリと白いのと混ざると甘さが引き締まってすごいのっ！」

「それが大人の味ってやつよ、リュミエール？　はふん！　大人の味、美お味いしいよう。大人の味、大好き!!」

「苦いよう、大人の味って苦いよう！　でも大人の味って最高っ!!」

「戻ってこれにゃい！　こんな味覚えさせられたら、もう戻ってこれにゃいよう!!　もう普通のじゃ満足できない身体からだにされちゃうよう」

　口々に、大人の味を連呼して、リュミエールとヴィヴィアンがティラミスを貪むさぼるように食べていく。

「……こいつら、まさかワザとやってるのか？」

　恭太郎が胡乱うろんな目で二人を見ていると、カミラが入ってくる。

「ほんと、わずかな刺激で乱れちゃうんだから若いわよね……まあ、あたしも昔はあんなふうだったけど」

「お前もかよ！　って、この世界ってほんとに『食』に関して色っぽい反応するよな」

「否定はしないけど、個人的に『食事』と『性行為』は同義だと思ってるわ。物を食べる行為っていやらしくない？　粘膜の中でクチュクチュって絡め合って、その食べ物の美味に強い快楽が得られる。ねえ、これってまさに生殖のない性行為じゃないかしら？」

　カミラが、恭太郎の唇くちびるに人差し指をスッと押し付けて、フフッと笑った。

「あんたの個人的な感想なんてどうでもいいんだよ」

　恥ずかしさから恭太郎はぶっきら棒に言う。それからカミラに頼む。

「おれにもそれ、一つくれないか」

「ええ。あなたの分もちゃんとあるわよ」

　カミラがカートから皿を一枚取り、恭きよう太た郎ろうに手渡した。

　それを受け取ると、恭太郎はまずティラミスを観察する。

　生クリームとマスカルポーネチーズで作ったクリームが淡あわ雪ゆきのように全体を包んでおり、その表面にココアパウダーとおぼしき茶色い粉がまんべんなく振りかけられている。

「ティラミスって、ほんと女子受けを形にしたようなお洒落しやれなお菓子だよな」

　そうつぶやくと、恭太郎はスプーンで一口分をすくって口に運んだ。

　口こう内ないで、パウダーのビター感と、マスカルポーネチーズの爽やかな甘みが混ざり合う。さらに、何層かに敷かれているフィンガービスケットが素晴らしい。事前に濃い目のコーヒーにちゃんと浸ひたしておいたのだろう、絶妙な柔らかさと苦みを演出している。

「美う味まいっ!?　特に甘さよりもビター感を優先しているところが個人的には最高だ」

「ありがとう。あなたに料理を褒ほめられる日がくるなんて、素直に嬉うれしいわ」

　カミラの言い方に違和感を覚えたが、とりあえず恭太郎は続ける。

「でも──」

「でも？」

「今回に限って、もうあと少しだけビター感を強調するべきだった」

　そう言うと、恭太郎はリュミエールたちの皿に顔を向ける。皿の上のティラミスは完食されておらず、二割ほど食べ残されていた。

「二日酔いの状態じゃ、生クリームはちょっとキツイだろうな。生クリームを控えめにしてビター感を強調するか、あるいはいっそのことマスカルポーネだけで作るべきだった」

　チーズには、メチオニンという必ひつ須すアミノ酸が含まれており、これは肝臓の機能を高めると同時に、アルコールの分解も促進するため、二日酔いにはもってこいなのである。

　恭太郎の指摘に、しかしカミラは怒ることもなく口を開いた。

「じゃあ、今度はあなたの料理であの娘こたちに完食させてみなさいよ」

「ああ。端はなからそのつもりだ」

　恭太郎は不敵に笑むと、自分のカートから皿を取り出す。それを、リュミエールとヴィヴィアンの前に置き、続いてカミラにも手渡した。

「さあ、これで二日酔いをぶっ飛ばしてやってくれ」

　威勢よく言い、恭太郎は彼女たちの皿にかぶせてある皿覆いドームカバーを取った。

　現れたのは、ガラスの器に盛られた、薄うす橙だいだい色いろのシャーベットだった。

「ひゃん、器がキンキンに冷えてて気持ちいいわ」

　まず、リュミエールが器を触ると、そう感想を言った。

「……氷菓子ね」

　ヴィヴィアンもしげしげと眺める。

「ああ。この世界の柿……パージムンと、甘酒で作った特製シャーベットだ」

「キョ、キョータロー！　わたくしが二日酔いで苦しんでるの知ってて、さらにお酒を飲ませるつもりなの」

　料理を説明する恭きよう太た郎ろうに、ヴィヴィアンが食ってかかる。

「普通は甘酒なんかじゃ酔わないんだよ。それにこの甘酒は米こめ麴こうじで作った甘酒だから、正真正銘のアルコールゼロだ」

　甘酒には、米麴で作るものと、酒さけ粕かすで作るものの二種類があり、前者はノンアルコールなのに対して、後者は多少のアルコールを含む。

　昨夜飲んだ甘酒は酒粕で作ったもので、ゆえにヴィヴィアンは酔ってしまったのだ。ちなみに、厨ちゆう房ぼうには米麴で作った甘酒も置いてあった。

「そもそも、甘酒は各種栄養が含まれた栄養食品なんだよ。朝食がお粥かゆだけだったからさ、甘酒で栄養補給できればいいなって思ったわけだ。加えて、パージムン（柿）に含まれるタンニンにはアルコールの分解作用がある」

「ちなみに、あたしも氷魔法を使って調理のお手伝いをしたのよ？」

　カミラが恭太郎にウインクして言う。

「さ、食べてみましょう。キョータローが、あたしたちの身体からだを気づかって作ってくれたデザートなんだから」

　敵であるはずのカミラにうながされる形で、リュミエールとヴィヴィアンもシャーベットに手を付ける。

　そして三人がほぼ同時にシャーベットを食べた。

「冷たくて美お味いしい。パージムンと甘酒の味わいも滋味深くて、なんだかちょっと懐かしい感じさえするわ」

「……やさしい味がする。なんだろう、すごく大きな愛情に守られているような、そんな素晴らしい味よ」

「お酒に火ほ照てった身体が内側から癒いやされていくわ」

　リュミエールとヴィヴィアン、カミラが順番に感想を口にする。

　先ほどのティラミスのときのようなエロチックな表情ではなく、年相応の少女の、美味なる物を味わうことへの感動の顔だった。

「大きな愛情に守られている、か。まあそうだろうな」

　恭太郎も小さくうなずく。

　そう、この甘酒を使ったデザートは栄養補給食として、小さな子どもから、産後の母親まで幅広く食べられるものであり、『食育』の精神にのっとった、慈愛に満みち溢あふれた料理なのである。

　そして彼女たちはほどなくしてシャーベットを完食した。

　それを確認して、恭きよう太た郎ろうはカミラに問いかける。

「カミラ、おれの実力はあんたの望むものだったか？　あんたの『助けての声テイラミス』に応えられそうか？」

「ええ。あの人と同じ人なのに、あの人では作り得ない『心』のある料理だった。あなたの実力は十分にあたしが望むものよ」

「あの人と同じ……？　あの人って誰だ」

「ねえ、昨日から気になってたんだけど、『ティラミス』って一体なんなの？　なにかの暗号なのかしら」

　恭太郎の疑問の声は、しかしリュミエールが割り込んできたことで搔かき消けされてしまった。

「そうだな。これ以上、はぐらかしてもしょうがないよな」

　恭太郎はリュミエールを見る。すると、微妙に視線をはずされてしまった。どうやら、まだ昨夜のことが尾を引いているようだ。

「どうしたの？　早く教えなさいよ」

　ヴィヴィアンに急せかされ、恭太郎は気を取り直すと説明の続きを始める。

「ティラミスっていうのは、さっき食べた洋菓子の名前なんだけど、その語源は『わたしを引き上げて』、それが転じて『わたしを元気づけて』って意味になるんだ」

　昨日、カミラに『ティラミスを作る』と宣言された。そのとき、ティラミスを作ることの意味を考えろとも言われて、恭太郎は語源を思い出した。

「敵であるはずのおれに、『わたしを元気づけて』ってカミラは言ったんだ。それはつまり、『わたしを助けて』ってことになるんじゃないかと思ったわけ」

　一度息をつき、続ける。

「言外の意味に気づいちゃえば、カミラが持ちかけた料理勝負も『決闘』というより、おれの実力をはかる『試験』になる。だから、カミラは危険な奴やつじゃないって考えて、ここまでついていくことにしたんだ」

「学園とはいえ饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの手の者がどこで目を光らせているかわからなかったから、とりあえず一番安全な自分の屋敷に場所を移したのよ」

　そこでカミラがアンニュイな顔つきになり、

「でも、学園にいるスパイが今頃、本部にあたしの行動を報告してるとは思うけどね」

　そこで、ヴィヴィアンが怪け訝げんそうな顔でカミラを見る。

「だけど、喰しよく将しようほどの料理人がなにを助けてほしいっていうのよ」

「ちょっと厄介な奴が饗樂衆うちのトップになっちゃってね、本格的に大陸の支配に乗り出そうとしてるのよ」

　カミラが暗い顔をしてため息をついた。

「確か、大陸の支配は饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの一番の目的なんだよな？」

　以前、セレファイスが嬉き々きとしてそのことを口にしていたことを思い出し、恭きよう太た郎ろうは言った。

「あたしは料理で人の心を支配するなんてまっぴらごめんよ。もともと饗樂衆は、いずれ目を覚ます『あの人』の心を癒いやすために、料理の研究をしようってことで、仲間内で始めた勉強会みたいなものだったんだから。それがいつの間にか、野心を持ったバカたちがむちゃくちゃやりだしたのよ」

　憤ふん懣まんやるかたなしという感じで、カミラがまくしたてる。

「つまり、あなたはキョータローに饗樂衆のトップを倒してほしいってこと？」

　リュミエールがまとめに入るようにカミラに訊きく。

「ええ。ひらたく言えばそういうことになるわね。あたしなんかじゃ絶対に勝てないほどの料理人だから」

「で、さっきから出てくる『あの人』っていうのが、饗樂衆のトップなのか？」

　恭太郎の質問に、カミラが首を左右に振る。

「今回の件に英雄……『あの人』は関係ないわ。いずれ目を覚ますって言ったって、まさか今日や明日ってわけでもないしね」

「目を覚ます？　寝てるってことか」

「だからそれについては、今は忘れてちょうだい。いずれ『あの人』については話すつもりだから」

　なぜか、『あの人』という言葉に恭太郎の胸はざわつくのだ。しかしそれ以上カミラが教えてくれることはなかった。

　それから、彼女が真剣な目で恭太郎を見据える。

「それより、心して聞いて。現在の饗樂衆のトップは……」

　かすかな間。

「カグラザカ・シンタロー──キョータロー、あなたの父親よ」

「おれの父親……はあ？　親父おやじが饗樂衆のトップ？」

　想像すらしていなかった名前がカミラの口から出てきて、恭太郎は聞き直していた。
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　恭太郎たちがカミラの屋敷で饗樂衆のトップについて驚きよう愕がくの真実を告げられているとき、ヴェルミリオン王立料理学園でも衝撃の事態が起ころうとしていた。

　中庭に設置された英雄の像──『あの人』が目を覚ましたのだ。




「……ここはどこだ？」

　彼は独ひとり言ごつ。外気が身体からだを撫なでるのが気持ちいい。

　どれくらいぶりに目が覚めたのだろう？　数日ぶりのようにも、数百年ぶりのようにも思える。

「なんだか懐かしい夢を見ていたような気もするが」

　彼は、三百年前にこの世界に召喚された『食』の英雄であり、自身のことを『漂流者』と名乗っている。もちろん、ちゃんとした名前もあるのだが、ソフィアだとかカミラ、アーニャなどという名前が一般的なこの世界で、自身の名前はそぐわないと考えているのだ。

「それにしても、おれは外で寝ていたのか？」

　目の前は芝しば生ふがきれいに刈られており、なんというか『前庭』だとか『中庭』だとかいう感じだった。

　さらに、なぜか自分は台座の上に立っており、思わずバランスを崩して落ちそうになってしまった。

　間一髪で踏ん張り、彼は台座から飛び降りた。

「まるで石像にでもなって祀まつられていたような気分だな。というか、おれはどうしてこんなところで突っ立っているんだ？」

　次から次へと疑問が湧わき、彼は口に手を当てて考える。

　恋人の葬式が終わった日──すべてに絶望したあの日、自分はこの世界に転移した。そして、その日から十年の月日が経過したのだ。

　そんな中で、宮廷料理長の地位にのぼりつめ、豪邸を与えられ、大勢の使用人と弟子たちが自分に跪ひざまずくまでになった。

　もはや、十年前のなにも持たなかったころの惨みじめな高校生ではない。その気になれば、国を手に入れられるほどの権力を持っているのだ。

「あー、見つけたっ!!」

　そのとき、あどけない声が聞こえ、十歳くらいの黒髪の少女が自分のもとに駆け寄ってきた。

「ねえ、どこいってたの？　ソフィアが心配してたよ」

　馴なれ馴なれしく話しかけながら、少女が自分を見上げる。

「ソフィア……ソフィア・ガヴァリエーレのことか？」

　なんだかひどく懐かしく感じる。ソフィアとはつい数日前にも会ったはずなのに、それがもう何百年も前のことのように感じるのだ。

　──そもそも、目の前のガキは誰だっただろうか？

　彼は首を傾かしげる。自分はこの少女の顔を知っている。知っているのだが、いまいち思い出せなかった。

「どーしたの？　リリーの顔になにかついてる？」

「リリー……リリー……あ、リリーアップルか？」

「うん！　リリーアップルだよ」

　元気よくリリーアップルが答えた。

　リリーアップル──自分がこの世界に転移して十年ほどたったとき……というか、つい最近だよな？　母竜が死んだとかでおかしくなりそうになっていたクソガキだ。ソフィアに乞われて飯を作ってやったが、せっかく作ってやった飯は食わずに、ソフィアの作った素人しろうと丸出しのオムライスを食っていた。

　記憶が少しずつ戻ってくるものの、それでもまだ頭の中にモヤがかかっているかのようにあやふやな感じがする。

　彼はこめかみを押さえながらリリーアップルに目をやる。

　──このクソガキに関かかわったのが、つい最近のようにも、数百年も昔のようにも感じてしまう。それに、このガキはあのときめちゃくちゃ混乱してたから、おれの顔なんて覚えていなかったはずなのに……。

　そこで彼はハッとする。

「確か、アドレーの父親によって封印されたんじゃなかったか？」

　アドレー──最近弟子になった純血のエルフで、なかなか才能があるので目をかけてやっているのだ。

　そのアドレーの父親が封印したリリーアップルが、なぜ目の前にいるのだろうか？

　やや混乱する彼の前で、リリーアップルが不安そうな顔をする。

「なんだか、いつもと雰囲気が違う……」

　リリーアップルがオドオドしながら言う。

「はあ？　なにが違うっていうんだ。鬱うつ陶とうしいガキが」

　苛いら立だちから彼が声を荒らげると、リリーアップルがビクリと震えた。

「全然違う！　そんな怖い目で睨にらまないもんっ!!」

　ベーと舌を出すと、リリーアップルがピューと逃げていった。

「……一体なんなんだ」

　その小さな背中を見ながら、彼は舌打ちをする。

　それから彼は自分の屋敷に帰るために歩き出す。もちろん、ここがどこだかわからないので誰かに尋ねなくてはいけないが。

　とりあえず、人を探すために適当な方角に歩きはじめた。

　歩きながら彼は、こんがらがった頭の中をほぐすために、目を覚ます直前の記憶をたぐりよせてみる。

　確か、今現在は、貴族たちと結託して国王を毒殺したあとであり、さらに隣りん国ごくへの侵略を進言したことで戦争状態にあるはずだ。それで兵士たちの士気を上げるため、北方の神獣ブブダードを捕らえてその肉で派手な壮行会を開くことになった。

「そうだった。神獣捕獲の一団についていったんだ」

　捕らえた神獣をその場で調理しようと思い、捕獲部隊に同行したのだ。そして、首尾よく神獣を捕らえたところまでは覚えているのだが……。

「クソ、そのあとがどうしても思い出せないな」

　彼は苦々しく言うとため息をついた。

　そうこうしているうちに、大きな建物の前にたどり着く。中をのぞくと、テーブルと椅い子すが並んでおり、どうやら食堂のようだった。

「椅子もテーブルも多いな……」

　なんとなく建物の中に入ってみる。室内には誰もいない。だが、奥の厨ちゆう房ぼうと思われる場所から甘い匂いが漂ってきた。

「果物くだものを煮詰めているような匂いだ。ジャムでも作ってるのか？」

　料理人の本能から興味を覚え、彼は奥へと進んでいく。厨房へと続く扉を押し開けると、やけにスタイルのいいエルフの少女が料理をしていた。

「やっぱり、うまくなじんでくれない」

　エルフの少女がため息をつきながら、鍋の中身をヘラでかきまぜる。

「アランジュ（オレンジ）でなら作れるのになあ……」

　かきまぜる手をとめて、少女が思案顔をする。

「一体どういう違いなのかな？」

　少女が長い耳をぴくぴくと動かしながら、小さく首を傾かしげる。

　どうやら、調理の仕方で悩んでいるようだった。

「どうした？　うまく作れないのか」

　少女の仕草が小動物のようでかわいらしくて、彼はつい声をかけていた。

　しかし背後から声をかけてしまったせいで、

「ひゃうん!?」

　変な声を出して、少女がぴょんと横っ飛びに跳んだ。

「驚かせて悪かった」

「い、いえ、あたしこそ大おお袈げ裟さな声を出してしまって」

　オドオドしながら少女がこちらに振り返る。そして彼の顔を確認した途端、オドオドした表情から一転して、嬉うれしそうに顔をほころばせた。

「あ、帰ってきてたんですね。昨日からリュミちゃんたちとどこにいってたんですか？　あたしにも声をかけてほしかったです」

「リュミ？　というか、お前は誰だ？　おれのことを知ってるのか」

「ふえ？」

　少女は一瞬目を真ん丸くしたが、すぐに笑え顔がおに戻る。

「あは、なに言ってるんですか。いつものようにノエルって呼んでください」

　ノエルと名乗る少女がクスクスと笑いながら言った。

「おかえりなさい。キョータローさん──」
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「ねえ、恭きようちゃん？　並行世界パラレルワールドって知ってる？」

「パラレルワールド？　なんか聞いたことがあるような、ないような……よくわかんねえな」

　恭きよう太た郎ろうはちょっと考えると、彩あや夏かに向かって首を左右に振った。

「簡単に言うとね、わたしたちの世界と同じような世界がいくつも存在しているってことなんだけど」

「ああ、アレだよな？　織お田だ信のぶ長ながが本能寺で死んでいなかったり、太平洋戦争で日本が負けていなかったり、なんかちょっと違う、いわゆる『イフ』の世界ってやつだろ」

「そうそう。恭ちゃん、ちゃんと知ってるじゃん」

　彩夏は嬉うれしそうに身体からだを揺らす。彼女の長く、艶つやのある黒髪も柔らかく揺れた。

「で、なんでいきなりパラレルワールド？」

「うん。実はね、ここからがすごく重大な話だから、心して聞いてほしいのだよ、ワトスンくん」

「誰がワトスンか！」

　演技がかった口調でボケる彩あや夏かに、恭きよう太た郎ろうはツッコミを入れる。すると彼女はピッと舌を出して嬉うれしそうに笑った。

　この稚ち気きの抜けない幼おさな馴な染じみのことが恭太郎は好きだった。たぶん彼女も、自分に対して幼馴染み以上の感情を持ってくれていると思う。

　だから他た愛あいのない会話だけでも胸が熱くなり、その度に恭太郎は彼女への愛いとしさを再認識するのだった。

「話を戻すけど、つまりね、どこか別の世界のわたしは超絶的に料理が上う手まいのだと思うわけさ」

「ふむ。だからこの世界では料理が下へ手たでも、ハンバーグが黒焦げになっても、仕方がないと？」

「あはは……ゴメンね。失敗しちゃった」

　皿の上にデンと鎮座まします、『目玉焼き乗せ真っ黒焦げハンバーグ』を前に、彩夏がガクリと肩を落とす。

「目玉焼き乗せハンバーグか。おれの大好物だよ」

「あ、恭きようちゃん、これは『彩夏オリジナル・ピペラード風ハンバーグ』だよ」

　胸をトンと叩たたき、彩夏がちょっと自慢げに言う。

「ピペラード……バスク料理のピペラードか？」

「そうそう。恭ちゃんがよく話してくれるバスク地方（スペインとフランスにまたがる地域）の、代表的な料理だよ」

「バスクはいいぞ。あそこは美食の聖地なんだよ。バスクってさ、人口に対して星付きレストランの数が世界一を誇る町もあってさ……」

「はじまっちゃった。バスクの話になると長いんだよね、恭ちゃんって」

「す、すまん。じゃあ、いただきます」

　パンッと手を合わせると、恭太郎はハンバーグを食べ始める。

「あれ、キウイフルーツなんて使ったのか？　でもこれも焦げちゃってるな」

「あ、失敗作だから。わたしが責任もって食べるから」

　彩夏が慌てて、ハンバーグの乗ったお皿を取り上げようとする。

「いや、せっかく彩夏が作ってくれたんだからおれが食べるよ」

「ダメだよ。恭ちゃん、胃が弱いんだから。無理しないで」

「無理なんてしてないって。好きな子が作ってくれた料理なんだからさ」

　口に出してから、恭太郎は「あ、しまった」という顔をする。

「え？　今なんて言った？　ねえ、恭ちゃん？」

　彩あや夏かがグイグイっと食いぎみに迫ってくる。

「なんでもない。なにも言ってない」

「ねえねえ、もう一度、ワンモア、ね、お願い！」

　その後、じゃれついてくる彩夏をかわしながら、恭きよう太た郎ろうは『彩夏オリジナル・ピペラード風ハンバーグ』を完食した。







「高校卒業したら、恭きようちゃんはどうするの？」

　下校の途中で、彩夏が立ち止まり恭太郎に訊きいてきた。

「まだ入学したばかりなのにもう進路の話か」

「高校の三年間なんてあっという間だよ。恭ちゃんはやっぱり、お父さんのところで修業するのかな？」

　彩夏に上目づかいで見つめられ、恭太郎は気恥ずかしさから顔をそらす。

　ちなみに、恭太郎の家は老舗しにせの料亭で、父親は経営者兼花はな板いた（＝料理長）である。

「それも考えたんだけど、父さんのところだと甘えがでるからさ、京都あたりの名店で修業できればなって思ってる」

「なんだかんだ言って進路のことしっかり考えてるね。でも京都か、遠いな……わたしもそっちの大学に進学しようかな」

　彩夏がもじもじしながら続ける。

「わたし、一日一回は恭ちゃんのご飯食べないと寂しくて死んじゃうし。それに恭ちゃんって胃が弱いから心配だよ」

「ば、バカ、冗談でも死ぬとか言うな」

「じゃあ、わたしのために毎朝お味み噌そ汁しるを作ってくれる？　そしたら百年でも生きられそうだよ」

「ったく、なんの逆プロポーズだって話だよ」

　恭太郎が顔を赤くしながら小声で言うと、彩夏が自分の手を握ってきた。

「この前話した並行世界パラレルワールドのことだけど、並行世界によってはわたしが存在しない世界もあるのかもね」

「可能性としてはそういう世界があっても不思議じゃないよな」

「その世界では、わたしがいないだけじゃなくて、恭ちゃんのお父さんがものすごく悪い人で、虐待まがいのこととかしちゃう人だったりして」

「暗黒世界デイストピアか！」

　恭太郎はツッコミを入れつつ、

「父さんはともかく、彩夏がいない世界は嫌だな」

「それってわたしのことが好きってこと？　恭きようちゃん？」

　彩あや夏かが思いのほか真剣な表情をする。そんな彼女に不誠実な対応をするのが嫌で、恭きよう太た郎ろうもありったけの勇気を振り絞って答える。

「おれは彩夏のことが好きだ──」

　たった一言を口にするのに、頭はグラグラと煮え立ち、心拍は急上昇、今にもぶっ倒れてしまいそうだった。

　しかしそれは彩夏も同じだったようで、顔を真まっ赤かにしながら、目元に涙の粒を浮かべていた。

「恭ちゃん、キスしよ？」

　この日、二人は幼おさな馴な染じみから恋人になった。







　その年の秋の初め、彩夏は授業中に倒れた。

　そして、彼女の短い闘病生活が始まった。

「……恭ちゃん、来てくれたんだ」

　恭太郎が病室に入ると、彩夏が悲しげに目を伏せる。彼女の、長く美しかった髪はほとんどが抜け落ちて、今はニット帽をかぶっていた。

　彩夏の病気は国内ではもうどうすることもできないものだった。大金を投じて海外で手術をすれば、あるいは助かるのかもしれなかったが、普通のサラリーマンの収入や、そこそこの料亭の収入では話にならない額だった。

「恥ずかしいな。こんな姿、恭ちゃんには見られたくないな」

「彩夏は、いつもキレイだ」

　口くち下べ手たな自分が心底情けなかった。こんな見えすいた言葉ではなく、もっと気の利きいた言葉だってあるはずなのに。

「恭ちゃんはわたしにベタ惚ぼれだもんね」

　だけど彩夏は、恭太郎の口下手なところを理解して、そういったすべてを受け入れたうえで、いつも通りの明るい対応をしてくれた。

　それがまた辛くて、恭太郎は拳こぶしを握りしめる。

　こんなとき、愛する人にどんな言葉をかければいいのだろうか？

　どんな言葉も意味を持たないように思えた。

　そう、言葉ほど軽薄で、真心を伝えるのに不便なものはない。

　それでも恭太郎は自分の気持ちを伝えたかった。それが独りよがりだったとしても、彩夏に自分の想おもいを伝えたかった。

　恭太郎は震える唇くちびるで自身の心情をつむいだ。

「……彩あや夏か、おれの味み噌そ汁しるを毎日飲んでくれないか？」

「もう。そんなこと言われたら、百年でも生きなくちゃいけなくなっちゃうよ」

　泣き笑いのような顔で彩夏はうなずいた。







　冬の寒さが一段と厳しくなったころ、彩夏の意識も朦もう朧ろうとなることが多くなった。

　もうベッドからまともに身体からだを起こすこともできなくなり、治療も痛みを取るだけのものになった。そして、痛み止めの薬がさらに彼女の意識を夢の中にいざなった。

　それでも不思議なことに、恭きよう太た郎ろうが来るときだけは彼女は目を覚ますのだった。

　まるで、恭太郎とすごす時間のために、残りの体力を温存しているようでもあった。

「……恭きようちゃん、いる？　手、握りたいな」

　かすれた声で彩夏が言った。

「ああ。ここにいるぞ、ほら」

　骨と皮だけになってしまった彩夏の手を、しかし恭太郎は宝石にでも触れるように愛いとしげに握った。

「恭ちゃんの手だ。あったかい」

　彩夏はとても安心したような声を出して、

「恭ちゃんの手は神さまの手だよ？　とても美お味いしいものを作り出せる、神さまの手。人を傷つけない手。人を救う手。これからも美味しいものをたくさん作って、みんなを幸せにしてね」

　ゆっくりと、一語一語を確認するように彼女は言う。

「彩夏……」

　逆に、恭太郎はうまくしゃべることができず、彼女の名前を呼ぶだけだった。

　そうするうちに、彼女は恭太郎に顔を向ける。

「わたしは恭ちゃんのことが大好きです」

　そう言うと、彩夏はありえないくらい穏やかな笑みを浮かべた。

　そしてその二日後、彼女は短い人生を終えた。

　彩夏の葬式が終わり、出棺を見届けたあと、恭太郎は思考停止のまま街の中をフラフラとした足取りでさまよった。

　いつの間にか雨が降り出したが、構わず恭太郎は歩き続ける。そうするうちに、通学途中にある児童公園の前まで来ていた。

　下校の途中、彩夏とときどき立ち寄ることがあった公園だ。

　無む邪じや気きに滑り台から滑り降りる彩夏、鉄棒で逆上がりに奮闘する彩夏、ジャングルジムのてっぺんで勝ち気な笑みを浮かべる彩夏──。

　これまでの彼女との思い出がよみがえり、雨の降りしきる無人の公園で恭きよう太た郎ろうは声を上げて泣いた。

「おれは、彩あや夏かになにもしてやることができなかった……」

　流れる涙をぬぐうこともせず、恭太郎は叫ぶ。

「料理人も医者も無能で無意味だ！　結局は金なんだ。金があれば、海外で手術をして助かったかもしれない。金と権力だけがすべてなんだ」

　恭太郎は自身の手に目を落とした。

「神さまの手？　こんななにも持たない手が？　彩夏を助けることができなかった手が？　おい、神さま！　もしも、そんなものがいるんなら、こんなおれでも権力を握れる世界に連れていってくれ！　この、なにも持たないクソみたいな手で、すべての富と権力を独占できる世界に連れていってくれよ!!」

　やり場のない憤いきどおりにより、未熟で幼い魂は破滅を叫んだ。

　そのとき、まるで恭太郎の暗い願望を叶かなえるように、洋風の豪華な装飾がほどこされた両開きの扉が彼の眼前に現れた。

　そして扉は音もなく開いた──。
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「おかえりなさい。キョータローさん──」

　ノエルはキョータローにニコリとほほえむ。

「リュミちゃんたちも帰ってきてるんですよね？　あーあ、あたしもキョータローさんとお出かけしたかったな」

　ちょっと未練がましくノエルは言う。

　昨日からキョータローたちの姿が見えないので学園の教務課に問い合わせたところ、彼らが外泊の許可を取っていたことが判明した。急に泊まりで出かけた理由はわからないが、置いていかれたノエルはちょっと寂しい気持ちになったのだ。

「……お前もおれの本名を知っているのか」

　キョータローが怪け訝げんな顔で自分を見つめてきた。

　そこでノエルは「あれ？」と疑問に思う。パッと見の印象や、声質でキョータローだと思い込んでしまったが、その人は明らかに『キョータロー』よりも大人なのだ。

　年齢的には二十代の後半くらいだろうか？

　なんというか、十年後のキョータローという感じだ。キョータローよりも精せい悍かんな顔つきの彼に、ノエルは胸がドキドキしてしまった。

「あ、あの、どちらさまでしょうか？」

「どちらさまもなにも、お前がおれを恭きよう太た郎ろうと呼んだんだろう？」

「は、はい。それはそうなんですけど」

　たった一日会わないだけで、男の人はこんなにもカッコよく成長するのだろうかと、天然少女であるノエルは真剣に考え込む。

　そのとき彼女は再び小さな疑問を覚える。

「キョータローさん、包リ丁ヴさんが見当たらないんですけど、どうやって言葉が通じてるんですか」

　食神であるリヴの『言語の調整能力』で、自分たちはキョータローと会話ができるのだ。実際、キョータローはいつもリヴを持ち歩いているはずなのだが、パッと見の感じでは腰に差しているふうでもない。

「リヴ？　ああ、あいつは口うるさいからな、メインの核だけ抜いて持ってるんだ。本体がなくても、このメインの核さえあれば言語の調整くらいはしてくれる」

　目の前の大人なキョータローが懐ふところから青緑色に輝く宝石を取り出した。

「え？　リヴさんのメインの核は五十年前の大戦中に盗まれたんじゃ……」

「五十年前の大戦？」

　なんだかお互いに会話が嚙かみ合あっていなかった。

　そのとき、鍋の中から焦げた臭においが漂いはじめる。

「あ、ジャムが焦げちゃう！」

　ノエルは慌てて火を消す。事なきを得たものの、うまくジャムが作れなかったことから小さなため息をついた。

「ジャムの作り方がわからないのか？」

　彼に問われ、ノエルは力なくうなずく。

「アランジュ（オレンジ）だとうまく作れるんです。でもページュの実（桃）だと全然ダメで」

　今、ノエルはページュの実（桃）でジャムを作ろうとしている。だが果肉がうまくなじんでくれず、どうしてもトロリとしたジャムにならないのだ。

　同じ手順でもアランジュをジャムにすればトロトロの美お味いしいジャムになるのに、ページュの実だとうまく作れない。

「あたしなんて全然ダメです」

　ふうとため息をつき、ノエルがガックリと肩を落とす。

「……彩あや夏かも料理が下へ手ただったな。おれは料理の下へ手たな女が好きなのかもしれん」

　彼が何事かをつぶやき、果物くだものの入った籠かごからシャトロン（レモン）を取り出す。そのまま、大理石のまな板の上でシャトロンの皮を刻み、片手鍋に少量の水と共に刻んだ皮を入れた。

「魔法でコンロに火をつけてくれ」

「は、はい！」

　言われるがまま、ノエルはコンロに火をつける。

　彼が片手鍋をコンロにかけながら、ノエルのほうを振り向いた。

「ペクチンという物質を知っているか？」

「し、知りません」

「簡単に言うと植物の細胞壁と細胞壁をくっつける接着剤だ。そしてこのペクチンは、おおむねどんな植物の中にも含まれている」

　強火のためか、片手鍋の中の物が煮立ちはじめる。

「たとえば、果物くだものだとシャトロンやアランジュなどの柑かん橘きつ系けいはペクチンを豊富に含んでいる。対して、ページュの実などはあまり含んでいない」

「あ、ページュの実がうまくジャムにできないのは、そのペクチンっていうのが少ないからですか？」

　ノエルの発言に、彼がフッと小さく笑んでみせる。

「なかなか飲み込みが早いじゃないか。お前の言う通りだ。細胞壁と細胞壁をくっつける接着剤ペクチンを多く含んでいるアランジュでジャムを作れば、なにもしなくてもトロリとなじんでくれる」

「そっか。ページュの実だとペクチンが少ないから、果物の細胞壁？　をくっつけられなくて、うまくなじまないんですね」

「ああ。だからペクチンの含有量の少ない果物でジャムを作りたければ、外からペクチンを足してやればいい」

　クツクツと煮立ったシャトロンの煮汁を、彼はジャムの鍋に投入する。

「ときどき、ジャム作りには必ずレモン汁を入れなくてはいけないと勘違いしている者がいるが、物事の原理を理解すれば無駄な工程に時間を割さかれなくて済むというわけだ」

　彼がヘラで鍋の中をかき混ぜる。

「ほら、ジャムにとろみがついてきた。ページュの実のジャムの完成だ」

　自慢げに彼が笑った。その笑みは無む邪じや気きでやさしかった。

「なんだかちょっと怖い感じだと思っちゃいましたけど、やっぱり料理を作ってるキョータローさんはカッコよくて素敵です」

　ノエルはほおを桃色に染めて、尊敬の眼まな差ざしで彼を見上げる。

「少しだけ彩あや夏かに似ているな。特に雰囲気が」

　彼がつぶやいたときだった。

　厨ちゆう房ぼうの入り口に一組の男女が現れる。

「そんなどうしてあなたさまが……」

　女性が、両眼を限界まで見開き愕がく然ぜんとした表情をする。だが、すぐにハッと我に返ると慌てて片かた膝ひざをつき、深々と頭こうべを垂たれた。

　そして女性が丁寧な言葉づかいで話しはじめる。

「まさか、今日このときに邂かい逅こうの機会を得られるとは思ってもおりませんでしたわ。アーニャでございます。我らが偉大なる師匠、『漂流者』さま──」





　　　　※






　自分の前で跪ひざまずく女に彼は視線を落とす。

　すみれ色の振り分け髪に、豊満な肉体を薄い布でおおった、妖よう艶えんな雰囲気を醸かもし出だす女性だった。

「ふん。やっと見知った顔に出くわしたな」

　彼女の名前はアーニャ、純血のエルフで、自分の弟子の中でも古参である。いわゆる幹部といってもいい存在だ。

「カミラが独断であの少年に接触したという報告を、今朝、学園に放っているわたくしの弟子から受けましたので、瞬間移動の魔法で来てみれば」

　アーニャが顔を上げ、濡ぬれた瞳ひとみで見上げてくる。

「ああ、あなたさまが目覚めているなんて。カミラのやつ、お師匠さまが目覚めていることを察知して抜け駆けしたのかしら？　それにしてはこの辺にカミラの気配は感じられないわね」

　ブツブツとつぶやくアーニャ。

　ちなみに、カミラというのも自分の古参の弟子で、純血の竜冠族ドラーゴである。アーニャとは仲が悪く、よく衝突している。

「アーニャ、ここはどこだ？　なぜおれはこんなよくわからない場所にいる？　それよりも神獣ブブダード狩りはどうなった？　あのあたりから記憶がこんがらがっているように感じるんだが」

　思っていた以上に現状に不安を感じていたようで、見知った相手を前に彼は矢や継つぎ早ばやに質問を投げかける。

　アーニャが立ち上がり、わずかに戸惑った顔をする。

「お師匠さま、落ち着いてわたくしの話を聞いてくださいまし」

「持って回った言い方をするな。鬱うつ陶とうしい」

　彼の不興を買い、アーニャがちょっと首をすくめる。

「我々が捕らえた神獣・ブブダードの呪いによって、お師匠さまはモラト鉱に石化させられておりました」

　モラト鉱とはこの世界の鉱物で、パッと見には銅に似ているが鉄鉱石の一種である。

「石化だと？」

　アーニャの言っていることがいまいち理解できず、彼は眉み間けんにしわを刻む。

「はい。そのときから、二百九十年ほど経たったのが今となります」

　一瞬、つまらない冗談を言われたのかと思った。しかし、自分に忠誠を誓うこの女エルフが無意味なウソをつくとも思えなかった。

「……それが本当ならとんだ浦島太郎だな」

「あの、ウラシマというと……どこかの島の名前でしょうか？」

　おそるおそるといった感じで訊きいてくるアーニャに、彼は苛いら立だちから「うるさい！」と怒鳴る。彼女がヒッという短い悲鳴を上げ、それとは裏腹にほおを赤らめた。

　この女エルフにとって暴言は『ご褒ほう美び』になることを彼は思い出す。

「クソ、まずは屋敷に戻って、一度じっくりと状況を整理しないといけないな」

　アーニャの話をすべて信じたわけではないが、いろいろと確認しなくてはいけないと思ったのだ。

　そのとき、アーニャの後ろに控えていた男性が一歩前に出る。

　男性は足が悪いわけでもなさそうなのに、どういうわけか、布でぐるぐる巻きにした大振りの杖つえのようなモノを持っていた。

　その男性が彼に向かって口を開く。

「恭きよう太た郎ろうか？」

　またもや自分の名を呼ばれたのだ。

「この世界に来て十年になるが、日に何度も本名を呼ばれるのは今日が初めてだな。まったくもっておかしな日だ」

「ああ。やっぱり恭太郎だ。逞たくましくなっているから別人かと思ったが、このわたしが息子むすこを見間違えるわけがない。アーニャくんに無理を言って、ここまでついてきた甲か斐いがあったというものだ」

「息子だと……？」

　彼は男性をまじまじと見つめる。

　黒髪をオールバックにし、ツーポイントフレームの眼鏡をかけた、四十代の男──一瞬、確かに親父おやじによく似ていると思った。

　だが、彼の父親は実直な板前であり、こんな嫌みでチャラついた格好をするような人間ではない。

「アーニャ、その男は何者だ」

「この者は、戦神ヴアンシユテインガーの力で召喚いたしました、凄すご腕うでの料理人でございます」

　彼に問われ、アーニャがうやうやしく答える。

　なるほど、あの布で巻かれた大振りの杖つえのようなモノは戦神ヴアンだったかと、彼は思った。あの男が自分と同じ異世界人なら、意思の疎通を図るのに食リ神ヴか戦神のどちらかが必要になるだろう。

　タイミングを見て、アーニャが説明を続ける。

「今や彼は、わたくし共の代表の立場にあります。この大陸を支配するにあたり、お師匠さまのよき理解者、そしてよきパートナーとなるものと確信いたしております」

「こんなチャラい嫌みなオヤジが凄すご腕うでの料理人？　パートナー？　おれも安く見られたものだな」

　彼は忌いま々いましげに舌打ちをすると、

「そもそも、支配者は二人もいらんだろう？　その男がどれだけ優秀だったとしても、精せい々ぜいおれのアシスタントがいいところだ」

「ほう。気が合うじゃないか、恭きよう太た郎ろう？　だがな、勘違いはいけない。わたしはお前のアシスタントではない。お前がわたしの奴隷アシスタントなのだよ」

「クソが。分ぶんをわきまえろ」

「このわたしに暴言を吐くとは嘆かわしい。どうやら再教育が必要なようだ。どちらがより優れた料理人か教えてやろう」

「躾しつけてみるか？　このおれを」












　料理勝負で決着をつけることを両者が合意して、厨ちゆう房ぼう内が緊迫した空気で満たされていった。

「はわわ、大変ですぅ」

　ノエルが場違いな声を出す中で、親子対決の幕が切って落とされた。





　　　　３






「それでね、アーニャって喰しよく将しようがすごくムカつくのよ。ドＭの変態女のくせに、昔っからあたしにだけは突っかかってくるの」

　箱馬車の中でカミラが、職場でのグチを吐き出すＯＬのように不満を次々とまき散らかす。

「でもあいつって巨乳なのよ。おっぱい大きいの！　だから周りの男連中はあいつの味方ばかりして、あたしのことは子ども扱いなわけ。あー、ムカつく！」

　カミラがダンダンと足を踏み鳴らし、

「おっぱいデカけりゃ正義かっつうの!!」

「わかるわ！　あんたのその気持ちすっごくよくわかる」

　正面のヴィヴィアンが身を乗り出して、カミラの手をギュッと握る。

「わたくしの周りにも胸が大きな娘こがたくさんいて、正直、わたくしよりも大きな女の子は全員死んじゃえって思ってるもの」

「あなたなかなか見どころがあるじゃない？　あたしたちいい友達になれそうね」

　二人の少女の間で『持たざる者同盟』が結ばれた。

「あ、でもそうなると、あたしも死んじゃうことになるわよね」

「は？　言ってる意味がわからないんだけど」

「え？　だってあたしのほうがヴィヴィアンよりも大きいし」

「目、悪いの？　どう見たってわたくしのほうが大きいじゃない」

「そっちこそ頭悪いんじゃない？　モノの大きさも理解できないなんて」

　同盟は三秒で破は綻たんしてしまった。

　小さい者同士でいがみ合うさまに、リュミエールがハアとため息をつく。

「大きくてもいいことなんてないわよ？　重いし、肩がこるだけだし」




「「次そんな自慢話したら、ぶっ飛ばすわよ!!」」




　まるで十年来の親友のように息をピタリと合わせて、ヴィヴィアンとカミラが怒りの咆ほう哮こうを上げた。

　そんな中で、恭きよう太た郎ろうがおずおずとカミラに質問する。

「なあ、何度も同じこと訊きいちゃうんだけどさ、本当に親父おやじが饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌのトップに居座ってるのか？」

「ええ。一年前に戦神ヴアンシユテインガーの力でこの世界に、カグラザカ・シンタローを召喚したわ」

　もう何度目かになるやり取りだった。

　カミラの屋敷でこの事実を知ったとき、恭太郎は愕がく然ぜんとした。

　三百年前のこの世界に召喚されて、既に戦争で死んだと思っていた父親が生きており、さらには自分と敵対する饗樂衆のボスになっているというのだから。

　思考が停止して混乱状態に陥おちいる恭太郎に、リュミエールが、一度学園に帰り、学園長をはじめ仲間たちに打ち明けて今後の対策を練ろうと提案してくれた。

　恭太郎はうなずき、すぐに学園に戻ることになったのだ。

　そして現在、恭太郎たちを乗せた箱馬車が学園に向かって走っている。

「カミラよ、弟ヴアンは今、饗樂衆のもとにおるのじゃな？」

　今度は食リ神ヴがカミラに質問する。

「基本的にはシンタローが持ち歩いているわ。戦神がなければ、あたしたちとまともに会話できないから」

　戦神にも、食神と同じように『言語の調整能力』や『時空を超える能力』が備わっているとのことだ。

「そもそもの疑問なのじゃが、ヴァンは一体どこにおったのじゃ？」

　もともとヴァンはソフィアが所有していた。

　しかし、五十年前の大戦で人々に愛あい想そを尽かし、『戦いくさ』を封じたのだ。その後は行方不明になってしまったらしい。

「一年前に、饗樂衆の工作員がとある廃村の祠ほこらから発見したのよ。どういう経緯でその村に祀まつってあったのかは知らないけれど」

「それにしても、食神わらわではなく戦神ヴアンでは、一流の武人を召喚することはあっても、一流の料理人の召喚は無理ではないのかの？」

「一応、元神官だとかいう術者を連れてきて儀式をおこなったらしいわ」

「ふむ、儀式か……いや、そもそも、正義感の強いヴァンがよく饗樂衆なんぞの悪党共に協力したものじゃな」

「それに関しては心苦しいのだけれど、ヴァンシュティンガーのメインの核とサブの核をすべて抜いて、一度自我を消失させた後、必要な核だけを嵌はめ込こんで無理やり召喚の儀式をおこなったの」

「な、なんということをしたのじゃ！　お主らは神をも畏おそれぬ、いや、ひととしての道を踏み外した鬼畜ではないか!!」

　リヴが激げき昂こうする。

「ヴァンはどうなったのじゃ！　自我を消失させたというのは意識がなくなったということなのか」

「元神官の術者の話だと、いわゆる昏こん睡すい状態にあるらしくて、数年から数十年くらい経てば意識が戻るって」

　おそるおそるといった感じで、カミラが答える。

「たとえ意識が戻るとしても、妾わらわはお主らのことを絶対に許さんぞ！」

　これ以上ないくらいの怒気でもってリヴが言い放った。

　双子の弟が非人道的な扱いを受けたのだから、彼女が怒りまくるのも当然だろう。恭きよう太た郎ろうとしても、改めて饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌというゲスな連中に怒りの感情が湧わいてきた。

　すると、カミラがすっくと立ち上がり、深々と頭を下げる。

「言い訳にしかならないけど、あたしは召喚の件は知らなかったのよ。饗樂衆うちの一部の喰しよく将しようたちが、大陸支配のための戦力が欲しくて勝手にやったことで」

　カミラが涙ぐみながら言う。

「でも、あたしも饗樂衆の一員である以上、同罪よね。ごめんなさい──」

　リヴはなにも答えず、恭太郎たちも軽々しく許すなどと言える立場でもなく、箱馬車の中は歪いびつな沈黙に包まれた。

　そのとき、恭太郎の頭の中で一つの疑問が浮かんだ。

「ちょっと空気が読めない感じで申し訳ないんだけど、質問してもいいかな」

　恭太郎がカミラに訊きくと、彼女は小さくうなずく。

「親父おやじがこの時代に召喚されているってことは、当然、三百年前の英雄は親父とは別人なんだよな？」

　ずっと、『英雄＝父親』だと思っていたので、じゃあ三百年前の英雄は誰なんだと疑問に思ったのだ。

　しかしカミラは答えようとしない。

「もしかして、カミラは英雄とは面識がないのか？」

　喰将といっても全員が全員、英雄と面識があるわけではないのかもしれない。

　だが彼女は首を左右に振り、

「ううん、あたしは英雄の直じき弟で子しの一人よ。正体もちゃんと知ってるわ」

「じゃあ英雄は一体何者なんだ」

「英雄に関しては、今は知らないほうがいい。知れば余計に混乱してしまうから」

　それだけ言うと、もうカミラはなにも話さなかった。




　学園に帰りつき、恭太郎たちは学園長室に向かおうとして、食堂が騒がしいことに気がついた。

　学生たちが集まっていて、なにか普通の雰囲気ではないのだ。

「なにやってんだ？」

　恭きよう太た郎ろうは眉まゆ根ねを寄せてつぶやく。

「食堂でやることっていったら料理を作ることでしょう？」

「そりゃ、そうなんだけど」

　ヴィヴィアンにツッコミを入れられ、恭太郎は歯切れ悪く答える。

　確かに食堂でやることといえば、おおむね料理を作るか食べるかの二つなのだが、昼食の時間はとっくに終わっており、この時間帯は勤勉な学生が自主学習で使うくらいで、こんなにたくさんの学生が集まることはないのだ。

　妙な胸騒ぎがして、恭太郎たちは食堂に足を踏み入れた。

「あ、リュミちゃん！」

　すると、ノエルが自分たちのところに駆け寄ってくる。

「それにキョータローさんも……うん、いつものキョータローさんだ」

　なぜか彼女が自分の顔をマジマジと見つめてきた。

「これってどういった集まりなの、ノエル？」

　リュミエールが訊きくと、ノエルが困ったような顔をする。

「そ、それがね、部外者同士の料理対決が……でも一人はキョータローさんによく似てて、あ、それでも部外者は部外者だよね」

　要領を得ないノエル。彼女自身ももどかしいようで、口で説明するのを諦あきらめてリュミエールの服の袖口を引っ張った。

「とにかく、こっちに来て」

　ノエルがリュミエールをグイグイと引っ張り、恭太郎たちもそのあとについていく。

　食堂の中央までやってきた。

　テーブルの上に肉料理の乗った皿が二枚置かれていて、食欲がそそられる芳かぐわしい匂いを放っている。

　しかし、そんな美う味まそうな料理が霞かすんでしまうような驚きよう愕がくの光景を、恭太郎は目まの当あたりにするのだった。

　そう、テーブルの前で一人の中年男性が膝ひざをつき、うな垂れているのだ。

　その男性は、四十代くらいで黒髪のオールバックに、ツーポイントフレームの眼鏡をかけている。

「親父おやじ……」

　恭太郎は目を見開き、父親を凝視する。

　かつては、『世界的に有名な料理評論家』の肩書を持ち、政界への進出を画かく策さくしていた自信家の父親が、今や干からびたキュウリのようになっていた。

「きょ、恭きよう太た郎ろう？」

　眼鏡がズレかかった父親がこちらに気づいたようで、かすれた声を出す。

「……恭太郎が二人？」

「おれが二人？　なに言ってんだよ」

　それから父親は唇くちびるをわななかせながら続ける。

「わ、わたしの料理よりも遥はるかに美う味まいんだ。アレはバスク料理……わたしの比較的苦手な料理で挑んでくるとは。そもそも、恭太郎に教えた覚えなんてないのに、一体どこで学んできたんだ」

　なにを言っているのかよくわからなかったが、それでもあの傲ごう慢まんな父親が自分の料理よりも美味いと言っているのは理解できた。

「親父おやじが他人の料理を褒ほめるなんて」

　今までに一度も父親から料理を褒められたことのない恭太郎としては、一瞬聞き間違えたのかと思ってしまったほどだった。

　それにより、テーブルの上の料理に強く興味を惹ひかれ、食べてみたいという欲求が胸の中で膨らんだ。

　まず、恭太郎は皿の上の肉料理を観察する。

　どちらも、ロース肉をミディアムレアで焼いたものにソースをかけただけの、特に珍しい料理ではない。

「見た目だけだと差はないよな。で、どっちが親父の料理なんだろう」

「キョータローさん、手前のお皿が、そこのおじさまが作った料理です」

　恭太郎の疑問に、ノエルが答えてくれた。

「そっか。じゃあ親父の料理から食べてみるか」

　置いてあるフォークとナイフを手に取る。そして料理そのものを食べる前に、肉の、ソースがかかっていない部分を切って食べてみた。

　肉質は柔らかく肉汁も豊富、比較的淡白な味わいである。牛肉か鹿肉を連想させるもので、血抜きもしっかりとされており、いわゆる獣臭さはほとんどなかった。

　それから、今度はかけてあるソースを小指でひとすくいして舐なめてみる。

　口こう内ないに、風味豊かで濃厚な味わいが広がり、ついで香草の爽やかな香りが鼻から抜けていった。

「ワインをメインに、蒸留酒を少量使ってるのか。それに、タマネギやニンジンなんかの香味野菜、香辛料ローリエも利きいてるな。これに、仔牛の出汁フオン・ド・ヴオーを加えて作ったわけか」

　恭太郎はつぶやきながら、

「うん。主張しすぎず、だけどクッキリと味の輪郭がわかるいいソースだ」

　悔しいが、さすが自分に料理の知識と技術を叩たたき込こんだだけあって、父親のソースは完かん璧ぺきなものだった。

　最後に、ソースを絡めたものを恭きよう太た郎ろうは口に運んだ。咀そ嚼しやくするたびに、ソースの風味が、かすかに残った肉の獣臭さを完全に消して旨うま味みだけを倍加させる。

「美う味まい！」

　星付きレストランのコース料理、そのメインディッシュに供しても十分通用する、極上の一品だった。

「この料理で負けたっていうのかよ……」

　にわかには信じられず、恭太郎はもう一方の皿の肉料理に目をやった。

　父親の肉料理と同じように、ミディアムレアのロース肉にソースをかけたものである。ただ、こちらの料理には、普通のソースに加えてもう一つ、白っぽい色をしたソースもかけられていた。

「二種類のソースがけか。よっぽどうまくやらないと、味が混ざって料理が台無しになっちまうぞ」

　つぶやきながら、恭太郎は先ほどと同じようにソースのかかっていない肉をひと口食べてみる。

　牛肉か鹿肉を連想させる、淡白だが旨味がちゃんとある肉──父親の料理と同じ種類、同じ部位の肉を使っていた。

　次に、ソースの味を確かめる。まずは普通のソースのほうを舐なめた。

「親父おやじのソースに比べて、ちょっとおとなしい味だな。これじゃ、肉の旨味を引き出しきれないんじゃないか」

　そう言いながら、恭太郎はもう一つの白っぽい色をしたソースを味見する。

「……これはジャム？　梨っぽい甘みと爽やかな酸味が利きいてるな」

　ジャムと言ってみたものの、砂糖の使用量を減らし、果物くだものの甘みをメインにして作った感じだ。

「肉料理に梨のジャム……」

　ジャムをソースにしたものを料理に使うこと自体は珍しくないのだが、その場合はマーマレードやリンゴ、ブルーベリーのジャムなどが多く、梨系のジャムのソースは恭太郎としても初めてだった。

　未知との遭遇というと大おお袈げ裟さだが、ちょっとドキドキしながら、恭太郎は肉に二種類のソースを絡めて食べてみる。

「……っ!?」

　美味かった。

　ただ美味かったのだ。

　ジャムのソースが味のアクセントとなり……いや、そんな生易しいものではない。この梨のジャムソースが、旨うま味みという名のフィールドを完全に掌しよう握あく、バスケットボールで言うならポイントガード、サッカーで言うならミッドフィールダー、オーケストラならコンダクター、つまり『司令塔』として、使われた食材の持てるスペックのすべてを完かん璧ぺきな形で引き出していた。

　父親の料理はソースによって『かけ算』的に美う味まくなったが、この料理はジャムのソースの力で旨味が『自乗』的に、桁違いに上昇しているのだ。

「ジャムのソースではなくて、本当は洋ナシのコンポート（果物くだもののシロップ煮）を添えるつもりだったんだ」

　突然、背後から声がして恭きよう太た郎ろうは振り返る。二十代半ばの男性が立っていた。

　一瞬、恭太郎は不可解な感覚を受けて身震いする。

　初対面なのに、目の前の男性が他人ではないような、うまく言葉にできないのだが、細胞の一つひとつが共鳴するような、不思議な感覚なのだ。

　だが男性は恭太郎に構わず、話を続ける。

「でも、そこのエルフの娘とのジャム作りが思っていたよりも楽しくてな、ついつい戯たわむれでジャムのソースを作ってみたんだ。だから、一言でその料理を評すれば──」

　そこで一度溜ためを作ると、

「──単なる失敗作だ」

　おごそかな声音で言い放った。

「とはいえ、そこの中年オヤジの料理を相手にするくらいなら、この程度の失敗作でも十分だろうがな」

　暗に、本来ならもっと美味い料理なのだと、男性は言ったのである。

「うぅ、バスク料理にやられた……」

　父親が床に膝ひざをつきながら、再び『バスク料理』と声に出した。

「バスク料理っていえば、スペインとフランスにまたがるバスク地方の料理のことだったよな」

　スペインとフランス両国の影響を受け、独自のソースで魅せる、世界で最も美味だとも言われる料理である。

　バスク料理に関しては父親から教えを受けていないため、恭太郎としては表面的な知識しかなく、ほとんど素人しろうとといってもよかった。

　そのときだった。

　男性が気けだるげに首を振り、カミラに顔を向ける。

「お前、カミラだな？　どうした？　そんな後ろではなく前にこい」

「……なぜなの？」

　先ほどからずっと黙っていたカミラが吐息のようなか細い声を出す。そして呆ぼう然ぜんとした顔で一歩前に出た。

　どういうわけか彼女はとんでもなくショックを受けており、それゆえに今まで会話に入ってこなかったようだった。

「なぜあなたがもう目を覚ましてるの」

「それはこっちのセリフよ。あなた、お師匠さまが目覚めてるのを知ってて抜け駆けしたんじゃないの？」

　すみれ色の髪の、妙に色っぽい女性がツンとした声音で会話に入ってきた。

「……アーニャ。ただでさえ混乱してわけわかんないってのに、あんたまでいるなんて最悪だわ」

「それはこっちのセリフよ！　お師匠さまが目覚めているってどうして前もって教えてくれなかったの。あなたのせいでこんな地味な格好でのお出迎えになっちゃったじゃないのよ」

　アーニャと呼ばれたその女性はぷりぷりと怒る。

　というか、今でさえ下着のようなきわどい服装なのに、それが地味な格好だというなら、彼女にとっての派手な格好とはどんなものだろうと、恭きよう太た郎ろうは不謹慎な想像をしてしまった。

「あたしだってこんなの想像すらしてなかったわよ」

　カミラが言い返すが、動揺しているようで声に張りがなかった。

「なあ、あの男と知り合いなのか？　あいつは一体誰なんだよ」

　恭太郎も我慢できなくなり、カミラに訊きいていた。

　先ほどからあの男性には違和感を覚えており、しかしその正体がわからず、恭太郎はじれったい思いをしていたのだ。

「あの人は……」

　カミラは一度躊ちゆう躇ちよするように言葉を区切ったが、

「もはやこの状況で黙っていても仕方ないわね」

　彼女は決心するように小さくうなずくと、恭太郎の顔をまっすぐに見つめる。

「理解なんてできないと思う。ウソをつかれたと思うかもしれない。でも信じて、あたしは今から真実だけを口にする──目の前のあなたによく似た男性の名前は『カグラザカ・キョータロー』、つまりあなた自身なのよ」

「おれ自身……？」

　なんの冗談かと思った。

　しかし、カミラの瞳ひとみはとんでもなく真剣で、恭太郎は本能的にウソなどではないと理解する。

「あなた自身といっても、おそらくは別の次元のあなた、あなたであってあなたではないあなた──あたしたちはそう結論付けたわ」

「別の次元？　おれであっておれでない？　なんだよ、パラレルワールドだとでも言いたいのかよ」

　その瞬間、恭きよう太た郎ろうの言葉に男性が反応する。

「パラレルワールドだと……!?」

　男性がつぶやき、そのまま恭太郎へと一歩二歩と進み、許容できるパーソナルスペースを無視した距離までやってくる。

「年齢がずいぶんと違うから微妙だが、確かに高校生くらいのときの自分に似ているように感じる」

　さらに男性が半歩前に出て、もう手が触れそうなところまで二人の距離は詰まった。

「おい、お前も彩あや夏かを失ってこの世界に来たのか？」

「彩夏？　誰だよ、それ」

「はあ？　彩夏は彩夏だろう。自分の恋人の名前も忘れたのか」

　なぜか怒りを買ってしまったようで、男性が苛いら立だたしげに恭太郎の肩を摑つかんだ。

　男性に触れられた瞬間、信じられないことが起こった。

　目の前の男性の記憶が自分の中に入ってきたのだ。

　いや、入ってきたというよりも、互いの精神が混ざり合っているというほうがシックリくる感じだった。

　そして精神が混ざり合う中で、互いの記憶も余すところなくすべて共有していた。

　その不思議な現象は時間にして数秒、いや、一瞬のことだったのかもしれない。その一瞬によって、恭太郎は相手のことを自分のことのように正確に理解していた。それは、目の前の男性も同じなのだと思う。

「……あんたは、別の世界でのおれ自身なんだな」

「お前は、彩夏のいない世界でのおれなのか」

　お互いに、呆ぼう然ぜんとしながら言葉を交わす。

「あんた、えっと、恭太郎って呼べばいいのか？　クソ、自分で自分のことを呼ぶのってすげえ変な感じだ」

「ふむ。確かにややこしいな。おれのことは『漂流者』と呼べばいい。その名で十年間を生きてきたんだ……というか、お前の記憶に感かん応のうしたことで、おれが三百年近くも前に死んだことになっているということがわかって、正直驚いている」

　漂流者はあごを撫なでながら、

「アーニャの言う通り、神獣ブブダードの呪いにかかった結果の、数百年後の世界というわけか。食材の調達ごときが、ずいぶんと高くついてしまったな」

「神獣ブブダードの捕獲なんて罰ばち当あたりなことをするからだ」

「食材に貴き賎せんなどないだろう？　腹に入ればニワトリも神も等しく栄養だ」

　お互いの記憶を『共有』したといっても、『理解』し合えたわけではなかった。

　しかし、一瞬で膨大な量の情報を得たことで、自分が『恭きよう太た郎ろう』なのか『漂流者』なのか、ややもすると自我がブレてしまいそうになる。

「よっぽど自分を強く意識していないと、記憶も考え方も『漂流者』側に流されちまいそうだ」

　恭太郎はこめかみを押さえながら、一度深呼吸をして心を落ち着ける。

「なるほどな」

　そんな中で、漂流者がニヤリと笑んだ。

「今やこの世界は戦神ヴアンシユテインガーが『戦いくさ』を封じたことで、『食』がなによりも尊ばれる世界、つまり料理人が権力を握れる世界になっているというわけか」

　笑んでいたのも束つかの間ま、奴やつはスッと冷めた顔になった。

「悪くはない。だが、ヴァンも浅はかだ。『戦』を封じておきながら、料理人を野放しにするあたり、神の驕おごりとしか思えんな」

「なにわけのわかんねえこと言ってんだ」

　恭太郎の言葉に、漂流者が刺すような鋭い視線を向ける。




「料理は人を殺す。料理は人を傷つける。料理は人を救わない──すなわち、『料理人』はヴァンが忌いむべき『戦』の側の人間だ」




　ゾッとするほど冷たい声だった。その、深く暗い情念をまとうような声に気け圧おされ、恭太郎は反論できなかった。

　すると、漂流者が恭太郎に問いかける。

「いつの世も、王が重んじる職業が二つある。恭太郎、答えられるか？」

　どんな質問であろうと、記憶を共有しているので考える時間さえあれば、答えることは容易だった。

　しかし奴は、端はなから自分で答える気だったらしくすぐに解答を口にする。

「答えは医者と料理人──『医』と『食』、この二つは『命』を握る職業だからだ。王はこの二つの職業人を側近にすることで、自身の命を守る要とした。確かに彼らは『命』の守護者ガーデイアンであった。だが、それと同時に、人の殺し方を熟知した殺しのエキスパートでもあったのだ」

「はあ？　さっきから聞いてれば、ずいぶんといい気になってしゃべってくれてるけど、バッカじゃないの」

　不快感をあらわにした声が響く。声の主はヴィヴィアンだった。

　彼女は漂流者に人差し指をビシリと突きつける。

「料理人は美お味いしいご飯を作る人でしょ！　なんで人殺しになるのよ」

「無む知ち蒙もう昧まいなクソガキが。嚙かみつく相手は、せいぜい自分より劣るヤツだけにしておくことだ」

「なんですって！」

　憤いきどおるヴィヴィアンに、しかし漂流者は冷静な声音で続ける。

「日々の食事に、一つまみの塩を余分に混ぜるだけで、五年後には高血圧症で殺すことができる。特定の薬を、グレープフルーツの果汁と一緒に飲ませることで薬効が増強して、過剰摂取オーバードースの状態になり、死に至らしめることもできる」

　愉快そうにクツクツと嗤わらい、

「わかるだろう？　料理の知識は殺しの知識なんだ。『食』を極めるということは『命』を掌しよう握あくすること、すなわち他人の命を支配するということだ」

「料理は人を殺すものじゃない！　幸せにするものだ」

　堪たまらず、恭きよう太た郎ろうは怒声を上げた。

「それなのに、お前はそのクソみたいに独善的な考えで、王さまの毒殺事件まで起こしやがった」

　かつてソフィアも言っていたが、目の前の男は国王の毒殺事件に関かかわり、侵略戦争についても進言するというメチャクチャなことをやってきたのだ。

「独善で結構だ。おれはこの世界の、あまねく富と権力をこの手にするつもりだ。それだけがおれの望み。そのためだけにおれはこの世界にやってきた」

「守りたかった女の子はもう死んでるっていうのに、権力なんて手に入れてどうするんだよ」

　彼の記憶から恭太郎は、彼が恋人の死に絶望してこの世界に来たということを理解していた。

　ゆえに、今の彼はただ暴走しているだけにすぎないことも理解していた。

　権力など手に入れても、もはやその権力を使って成したいことは存在せず、いわゆる手段が目的化している状態だった。

「あの子が褒ほめてくれたその手を血に染めて、そうやって手に入れた『権力』でなにをするんだよ。血でべとべとになったその手を、自慢げに彼女に見せてやるのかよ！」

「お前が彩あや夏かを語るなっ!!」

　激げき昂こう──漂流者が恭太郎の胸ぐらをねじりあげると言い放つ。

「クソガキの分際で知ったふうな口を利きくなよ。お前のようにぬるま湯に浸ってたようなクズに、おれの絶望が理解できるものか」

　漂流者は恭きよう太た郎ろうの胸ぐらから手を離すと、ドンと突き飛ばす。恭太郎がふらふらと後退した。

「恭太郎、お前にも絶望を味わわせてやる」

　彼は口の中だけでつぶやくと、

「リヴシュティンガー！」

　漂流者が恭太郎ごしにリヴの名前を呼んだ。

「気安く妾わらわの名を呼ぶでない」

　恭太郎の腰に差さっているリヴが不機嫌そうに声を上げる。

　だが漂流者は気にするふうもなく、懐ふところから青緑色に輝く宝石を取り出した。

「これがなんだかわかるか？」

　ニヤニヤと悪意のこもった笑みを浮かべる漂流者。

「そ、それは妾のメインの核!?」

　リヴが驚きよう愕がくの声を上げる。

「なぜじゃ、なぜ妾のメインの核を持っておるのじゃ。それは五十年前の大戦中に盗まれた物なんじゃぞ」

　慌てふためくリヴとは逆に、漂流者は落ち着いた声音で話す。

「盗まれたっていうのはお前の勘違いだ。おれが抜いたんだよ。お前があまりにも口うるさかったからな」

　漂流者が侮あなどるように鼻で笑う。

「サブの核だけじゃ、数百年前どころか、数十年前の記憶でさえも、まともに覚えていられないということか。憐あわれな神さまだな──」

「おい！　それはリヴのものだ。返せよ」

　恭太郎は漂流者を睨にらみつける。しかし奴やつは恭太郎を無視して続ける。

「リヴシュティンガー？　お前のメインの核をヴァンシュティンガーに嵌はめたらどうなるのだろうな」

「ば、バカな！　ふざけるのも大概にせよ」

　あまりにもリヴが慌てるので、恭太郎は心配になって訊きいてみる。

「なあ、リヴのメインの核をヴァンに嵌めたらどうなるんだ」

「キョータローよ、お主の頭の中に他人の脳みそを移植したらどうなる？」

「……死ぬ？」

「うむ。人なら死ぬだけで済むじゃろうな。しかし『神』となるとどうなるかわからん。下へ手たをすれば大暴走してしまうじゃろう。しかもヴァンは戦せん神しんじゃ、世界を滅ぼしてしまうやもしれぬ」

「それって、邪神竜リリーアツプル級の危機じゃねえか」

「いや、『時空を超える能力』がある分だけリリーアップルよりも脅威じゃ。場合によっては他の世界、それこそ、キョータローのいた世界も滅ぼされる可能性がある」

「マジかよ……」

　スケールのデカさに、恭きよう太た郎ろうはめまいがする。

「侵略戦争などまどろっこしいことなどせず、端はなからこうしていればよかった。恭太郎、お前の言う通りだ」

　漂流者に声をかけられ、恭太郎は顔を上げる。

「権力を手に入れても、彩あや夏かがいなければ無意味なものだ。それなのに、おれは十年も、いいや、三百年も無駄な時間を生きてしまった。ならば、世界の破滅をもってすべての幕引きにしようじゃないか」

「テメエ、安っぽい感傷に浸ひたってんじゃねえよ」

「安っぽい？　おれの記憶を共有したのなら、おれの絶望が本物だということくらいわかるだろう」

　その言葉に恭太郎は言い返せなくなる。

　客観的に見れば恋人の死などというものはある種、ありふれたものである。人間はいつか死ぬものであり、早すぎるそれに同情の念は湧わくが、少なくとも特別な悲劇ではない。

　しかしそれを主観的な視点から見たならばガラリと変わる。そう、当事者にとっては、それはたった一つの特別な悲劇であり、世界を滅ぼすことを厭いとわないほどの絶望となる。

「とはいえ、自分自身のよしみでチャンスをやらんこともない」

　漂流者が冷めた目つきで恭太郎を一いち瞥べつする。

「お前は、料理は人を幸せにすると言ったな？」

「その通りだ。料理は決して人を不幸にしない」

　恭太郎の言葉に、漂流者が邪悪に口の端を歪ゆがめる。

「ならば、料理が人を殺すか、それとも救うか、どちらの言い分が正しいか、文字通り世界を懸かけて確かめてみようじゃないか」

「料理勝負をするってことか？」

「ああ。お前が勝てばリヴのメインの核を返してやる。だがおれが勝てば、世界はヴァンの暴走で終わりを迎える」

　一度、唇くちびるをぬぐった。

「ただ、どうもお前はおれよりも格下のようだ。今ここで勝負をしてもおれが勝つのは明白、それではつまらない」

　漂流者は大おお仰ぎように首を左右に振り、

「だから、十日の猶予を与える。そしてあらかじめ宣言もしてやる──おれはバスク料理を作る。おれの料理のレシピはソフィアとカミラが持っているから、読んでおけば手の内がわかるぞ？」

「大盤振る舞いだな。あまりおれを舐なめるなよ」

「あまりおれに舐めさせるなよ？」

　挑発するように言い返すと、漂流者はアーニャに振り向く。

「アーニャ、お前の瞬間移動の魔法で饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌとやらの本拠地まで連れていけ」

「は、はい！　かしこまりました」

　アーニャが背筋をピンと伸ばして、魔法の詠唱をはじめる。

「クソ親父おやじ！　お前はおれの奴隷だ。思いっきり惨みじめな境遇に落としてやるから覚悟しろよ」

「ヒィッ!?」

　情けない声を上げて、父親がブルブルと震え出す。

「おい！　親父は関係ないだろ」

　恭きよう太た郎ろうが言うと漂流者が鬱うつ陶とうしそうな顔をする。

「関係なくはない。この男はおれとの料理勝負に負けたんだ。当然、それ相応のペナルティを科すつもりだ」

「でもお前、今奴隷って言ったよな？　いくらなんでもそんな扱いは間違ってるだろうがよ」

　嫌っているとはいえ、仮にも父親が奴隷的な扱いを受けるとなってはさすがに黙っていられなかった。

「きょ、恭太郎……」

　恐怖で引きつった顔で、父親が助けを求めるように自分の名を呼んだ。

「親父」

　恭太郎もそれに応えるが、次の瞬間には漂流者に遮さえぎられる。

「おいおい、ひとの戦利品に手を付けるような下品なマネはしないでくれよ」

「テメエ」

　怒る恭太郎に漂流者は鼻で笑い、

「アーニャ、早くしろ」

　詠唱中のアーニャを急せかした。

「では恭太郎、十日後に饗樂衆の本部で決着をつけよう」

「おい、まだ話が終わって」

　恭太郎が言い終わるよりも早く詠唱が終了したようで、漂流者とアーニャ、父親が魔法によって、その場から一瞬で消え去った。

　あとに残された恭太郎は、先ほどまで漂流者がいた場所を睨にらみつけ、

「クソ！　親父以上の相手だろうが、おれは絶対にお前には負けねえぞ」

　覚悟を決めるように拳こぶしを握りしめた。




　この世界だけではなく、すべての世界を懸かけて、最強の敵と最後の戦いがはじまろうとしていた──。






第三章　立ち向かう者～神楽坂恭太郎～
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「──つまりですね、リリーアップルの邪神化を鎮しずめるために漂流者を召喚したというのはウソになります。もともとは三百年前に、大気中の魔力濃度が上昇する『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』、それを大きく上回る、言うなれば『大だい翠すい銀ぎんの黄昏』とでも呼ぶべき、魔力濃度が超絶的に上昇する事態が起こったんです」

　ソフィアが一度呼吸を整え、続ける。

「あまりにも魔力濃度が上がったことで、瞬間的にリヴシュティンガーとヴァンシュティンガーが暴走して『時空の扉』を開けてしまったのです。結果、あの人を召喚する形になり、さらにあの人もこの世界を気に入ってしまいました。それで、そのまま定住することになったのです」

　そこでソフィアが説明に一区切りつけた。

　ここは学園長室である。

　自身を『漂流者』と名乗るあの男が饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの本拠地に帰っていったあと、恭きよう太た郎ろうたちはソフィアのもとに集まったのである。

　室内には、恭きよう太た郎ろうにリュミエール、ヴィヴィアン、ノエル、ウルタール、カミラ、タータン、マードン、そしてソフィアがおり、人口密度がかなり大変なことになっていた。

　ちなみに、リリーアップルとノワールは中庭で一緒に遊んでいる。子ども同士、なんやかんやで気が合うようだ。

「……ソフィアさんも、漂流者がおれ自身だって知ってたんですね」

　恭太郎はポツリとつぶやいた。

　そう、ソフィアは三百年前の英雄が恭太郎自身であることを知っていたのだ。そして今、過去になにがあったのかの説明をしてくれている。

　その説明で、場の全員が驚きで押し黙ってしまった。特に、三百年前の英雄が恭太郎であるという事実には強い衝撃を受けていた。

「初めてキョータローさんを見たときはわたしも自分の目を疑いました。確かに、ヴァンシュティンガーの予言で、漂流者と深い縁えにしで結ばれているということは知っていましたが……」

「最初はビックリしたわよね？　若いころの漂流者にそっくりな少年が召喚されてきちゃうんだもの」

　ソフィアの言葉を引き継ぐように、カミラが口を開いた。

「ええ。カミラと二人でいろいろな可能性を検討して、別の次元に存在する同一人物だと結論を出しました」

　ソフィアが小さくうなずく。

「あ、あの、学園長先生とカミラさんはお友達なんですか？　その、カミラさんは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰しよく将しようさんで、敵なんですよね？」

　そのとき、ノエルがちょっとビクつきながら質問をする。

「わたしとカミラは古くからの友人です。彼女とは定期的に連絡を取り合って情報交換をしています」

「そ、あたしはあの人の直じき弟で子しだけど、あなたたちの敵じゃないわ」

　ソフィアとカミラが交互に答えた。

「学園長先生も英雄の弟子だったッスか？」

　すると、タータンが柴しば犬いぬのように愛らしい顔で質問をする。

「わたしは弟子ではありません。料理人としての適性があまりなかったもので……」

「超が付くほどの不器用だったのよ、こいつ」

　言いよどむソフィアに、カミラがニヤニヤ顔で続ける。

「いつだったか、包丁の刃を握って柄で切ろうとしたときは、マジで引いたわ。ああいうのを静かなる狂気っていうのかしらね？」

「……ひとを危険人物みたいに言わないでください」

「いやいや、危険人物みたいじゃなくて真正の危険人物よ？」

　二人のやり取りの中で、恭きよう太た郎ろうはチラリとリュミエールを見る。彼女の、クールな表情が微妙に引きつっていた。

　……かつて、リュミエールもまったく同じことをやっていたのだ。

　そんな中で、ヴィヴィアンが腕を組んでうーんと唸うなる。

「『英雄』の召喚云うん々ぬんの話に戻るんですけど、どうしてウソをついたのですか？　確かに本当のことを話せば、『英雄＝キョータロー』で混乱することになったと思います。でも、いずれこういう状況になるわけで、ちゃんとあのとき教えてほしかったです」

　ヴィヴィアンが、糾きゆう弾だんするというよりは疑問を呈ていする感じで言った。

「あの人がいつ目覚めるかはわからなかったのです。正直、キョータローさんがこの世界に滞在している間に、あの人が目覚める可能性は低いと考えていました。神獣ブブダードの呪い……つまり、『神』の呪いとはとても強力なものなのです」

　ソフィアがふっと息をつく。

「あ、でもリリーが邪神化しそうになって、あの人に料理を作ってもらったというのは本当の話です。最終的にわたしがオムライスを作ったというのも本当です」

　補足するようにソフィアが続ける。

「それが今から二百九十年前のことです。みなさんには三百年前と言いましたが、実際にリリーが生まれたのは二百九十年前で、あの人がこの世界に来て十年経たったころのことになります」

「滞在十年目というと、英雄が呪いでモラト鉱に変えられた年ということですか？」

　今度はウルタールが訊きく。

「そうなりますね。あの年はいろいろありました。リリーアップルの件、国王陛下の毒殺事件、隣りん国ごくへの侵略戦争……あの人は愚か者でしたが、わたしたちも十年という時間の中で彼の心の闇やみを癒いやすことができなかった」

　無念の表情でソフィアがうつむく。隣ではカミラも辛そうな顔をしていた。

　恭太郎は、漂流者の記憶から、当時のソフィアたちがかなり自分に対して好意的に接してくれていたことをうっすらと認識する。

　そう、今や漂流者の記憶もモヤがかかったようなあやふやなものになってしまっていた。漂流者が瞬間移動の魔法で消えてすぐ、自我を保つための防衛本能なのか、奴やつの記憶のこまかな部分は忘れてしまったのだ。今は、大まかな部分だけをなんとなく覚えているといった感じである。

「実際、どれくらい強力な呪いだったんでしょうか」

　ノエルが、質問というよりは独り言のように声を出した。

「神の呪いなんて言うくらいだから、わたくしの家に伝わる封印術よりも遥はるかに強力なんでしょうね」

　フッと息をつき、ヴィヴィアンが答える。彼女は『封印の巫み女こ』の家系で、強力な封印術を使えるのだ。

「まあね」

　カミラが相あい槌づちを打つ。

「一度、ソフィアが頑張って呪いを解こうとしてたけど無理だったもの」

　魔術師として超一流なのによ？　と付け加えた。

　対して、ソフィアは謙遜するように首を左右に振る。

「魔術の類たぐいでどうこうなるものではありませんでした。ただ呪いが解ける日を待つだけ……それが数百年後なのか数千年後なのか、あるいはもっと先なのかは、まさに神のみぞ知るというものでした」

「じゃあ、このタイミングで復活……というか呪いが解けたのは偶然だったっていうこと？」

　タータンがちょこんと首を傾かしげる。柴しば犬いぬみたいでほんとかわいい。

「あるいはそういう可能性もありますが、おそらく、『神』であるリリーが目覚めた衝撃で、リリー同様に『神』である神獣ブブダードの呪いも弱まって、今日このときに目を覚ましたのではないかとわたしは考えています」

　ソフィアが自身の考えを口にする。

　リリーアップルが封印されていた学園裏の丘も、漂流者が眠っていた中庭も、同じ学園の敷地内であり、ある種の共鳴をしていたのではないかということだった。つまり、リリーアップルの復活に刺激されて、多少のタイムラグはあったもののほとんど間を置かず漂流者も復活したということらしい。

「そもそも、どうして封印された英雄を中庭に置いておいたんですか？」

　先ほどからずっと黙っていたリュミエールも口を開いた。

「あの人が目覚めたときすぐに対応できるように、できるだけ自分の近くに置いておきたかったのよね？」

　カミラが確認するように訊きくと、ソフィアも「ええ」と小さくうなずく。

「それに、あの人が戦争で死んだというのはウソですからね。もしも生きていると知られれば、その事実を掲げてどんな連中がよこしまな企くわだてをするか。像として置いておけば、故人であることを印象付けることもできますし」

「ま、そのよこしまな連中が饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌよね」

　カミラがふうとため息をつく。

「饗樂衆の一部の料理人たちの間に『英雄信仰』っていうのがあるのは知ってるでしょ？　漂流者がもうすぐ復活するっていう根拠のない話を信じてるってやつね。図らずもそれが当たる形になっちゃって複雑な気分よ」

「そう言えば、昔リュミエールさんのお祖じ父いさま──グリューゲンさんとお茶を飲んだとき、『英雄信仰』の話をしたら真に受けてしまったわね。彼もずいぶんとあの人の復活に気を揉もんでいたわ」

　小声でソフィアが何事かを口にした。

「それでキョータローよ、『英雄』に勝てる見込みはあるのか？　ブヒヒン」

　マードンが仁王立ちで腕を組み、恭きよう太た郎ろうに訊きく。

　彼の発言に、全員が恭太郎に注目する。

「正直、親父おやじでも勝てない相手に勝つのはちょっとキツイな」

　わずかに弱気の虫が頭をもたげる。

　恭太郎にとって『神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろう』という人間は自分の師匠であり、調理の技術も食材の知識も自分より遥はるかに高いものを持っており、まさに恭太郎の上位バージョンと言えるほどの存在なのである。

　それほど高い技術と知識を持った父親の料理は、しかし漂流者が『失敗作』と言ってのけた料理に手も足も出なかったのだ。

「でも、英雄さんはキョータローさん自身なんですよね？　それならキョータローさんも英雄さんに匹敵する力を持ってるんじゃ」

　ノエルがおずおずと訊いてくる。

「潜在的にはそうなのかもしれないけど」

　恭太郎は歯切れ悪く答える。

　自分自身が相手であるとはいえ、彼ひ我がの力量差は明白である。自分もあと十年修業を怠おこたらなければ、対等に戦えるかもしれないが……。

「加えてバスク料理っていうのが、おれ自身ほとんど知識がないんだ」

　漂流者の『記憶』の中の料理の知識もほとんど失われており、やはりバスク料理に関して恭太郎は素人しろうと同然であった。

「相当不利な戦いになると思う……」

　食堂で固めたはずの覚悟が揺らぎはじめていた。

「弱気になってる暇なんてないわよ、キョータロー。そんな情けない顔、あなたらしくないわ」

　発破をかけたのはリュミエールだった。彼女はクールな瞳ひとみでジッと恭太郎の目を見つめる。

　彼女の言葉に、恭太郎は弱気になっていた自分にハッとする。

「そうだよな。ここまできてビビッてるなんてダサいだけだよな。危うく戦う前から負けるところだった」

　恭きよう太た郎ろうもリュミエールを見、目顔で力強くうなずく。

「心が決まったみたいね。ここからの十日間、あたしの屋敷を貸してあげるわ。集中して調理に専念しなさい」

　カミラが会話に入ってくる。さらに彼女はニヤッと笑った。

「それに、あたしの屋敷にはあの人のレシピがすべて揃そろってるわ。十日かけてバスク料理をものにしましょう──」





　　　　２






　バスク地方とは、スペイン北東部とフランス南西部の国境付近の地域のことであり、そこは『食』の楽園である。

　世界中から年間四百五十万人もの人が『食』を目当てに訪れる町──サン・セバスティアン。この町は、星付きレストランの数が人口あたり世界一を誇っている。

　さらに、バスク地方には公立の料理学校がある上に、料理専門の四年制大学まで存在する。それにより、世界中から料理人の卵が集い、そして高度な知識と技術を習得して世界中へと飛び立っていくのだ。

　バスク地方とは、まさに世界における『美食』の中心地点なのである。




　恭太郎が、カミラの屋敷にとんぼ返りする形で戻ってきて一週間が経過した。

　現在、ちょうど昼食の時間である。

「よっしゃ！　『スズキのリンゴ酒煮』と『ピペラード』、『バスク風魚介スープ』の完成だ!!」

　恭太郎は料理をカートに乗せると、厨ちゆう房ぼうから食堂まで運んだ。

　食堂では、カミラとリュミエール、ヴィヴィアン、ノエル、ウルタールが料理のできるのを待っていた。

　一週間前、カミラの屋敷に戻ることになったとき、リュミエールたちも一緒にいくと言い出した。

　料理の感想や意見をもらうことは必要であり、話はまとまった。外出制限のあるウルタールに関しても、元饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの料理人で優秀であるという理由で、ソフィアが特別に許可を出してくれた。

「わあ、美お味いしそう！」

　ウルタールが尻尾しつぽをゆらゆらと振り、歓声を上げる。

「食事を楽しむためにわたくしたちはいるんじゃないのよ。料理の意見を述べて、キョータローがよりよいものを作るお手伝いをするの」

　たしなめるように、ヴィヴィアンが今回の自分たちの役割を話す。お説教を食う形になり、ウルタールの尻尾しつぽがペタンと垂れ下がった。

「わかってるよ。でも本当に美お味いしそうだから」

「うん。美味しそうだよね、ウーちゃん。あたし、この一週間で太っちゃったもん」

　場の空気を無視したノエルの天然な発言が響く。

「あはは、ノエルがいてくれると食事が楽しくなるよ」

　ウルタールの尻尾も再び元気に揺れる。

「ぼくも食べすぎて太っちゃったよ」

「わたしも太ってしまったわ」

　リュミエールがいつも通りの涼やかな表情で会話に入ってきた。

　そんな中でヴィヴィアンがプルプルと肩を震わせる。

「太った太ったって、あんたたちお腹なか以外のところが太ってるじゃない！　一体どうすればそんな都合のいい太り方ができるのよ」

　敵意を宿した瞳ひとみでヴィヴィアンは彼女たちの胸部を睨にらんだ。

「同じ物を同じだけ食べてるのに、どうしてわたくしは全然太らないの！」

「実はあたしも少しだけ太ったんだけどね」












　年配者の気恥ずかしさもあるようで、カミラがほおを赤らめて手を上げる。

「あんたは文字通りお腹なか！」

「違う！　あたしも胸が太ったのよ」

　証明するように両手で、下からむにゅっと胸を持ち上げる。見た目が金髪幼女のカミラがやると、犯罪的ないやらしさがあった。

「ど、どう？」

　目線を伏せぎみに、息を止めるとグッと胸を反らすカミラ。しばらくすると、愛らしい唇くちびるからハアと熱い吐息が漏れた。いよいよ犯罪的な光景だった。

　しかし残念なことに胸のサイズは変わっているように見えず、ヴィヴィアンを除く面々はやさしい目をしてうなずいた。

「クッ……」

　なぜかヴィヴィアンだけが悔しげにうめく。カミラもヴィヴィアンに向けてふふんという勝者の笑みを浮かべた。

　どうやら持たざる者同士だけに理解できる、ごくわずかなバストアップが確認できたようだった。

　そんなこんなを経て、昼食兼試食が始まる。

「ふわあ、このメメルタの煮込み、酸味と辛味がほどよく利きいていて大人の味わいです。身も口の中でほろほろとほどけるのに、しっかりと締まっています」

　ノエルが「ふぅうんっ！」という艶つやっぽい声を上げて、身をよじらせる。

　ちなみに、メメルタというのはこの世界における、スズキに相当する魚である。

　このメメルタを使った『スズキのリンゴ酒煮』は、バスクの人たちに好んで飲まれるリンゴ酒で煮込んだ、バスク地方では定番の料理となる。

　唐辛子とニンニクを利かせ、タマネギやパセリなどの香味野菜を使い、魚介のだし汁スープストツクとリンゴ酒でアサリなどの貝とスズキを煮込んで作る。

「わっ、わっ、この野菜の煮込み、メットー（トマト）の酸味が強いかなって思ったけど、卵と一緒に食べるとトロリとやさしい味わいになって最高だよ」

　ウルタールが獣耳をピクピクと動かしながら、「にゃあん！」とウットリした声を出しながら食べる。

　彼女の食べている料理は『ピペラード』と言い、炒いためた野菜にピペラードソース（＝トマトと香味野菜などで作ったソース）を加え、水分がなくなるまで煮込み、ポーチドエッグ、もしくは生卵を落として食べる、バスク地方の定番料理である。

　前菜として食すことも、生ハムや肉を使ってガッツリとメインディッシュとして食べることもできる。

　今回は、生ハムを使い、かつポーチドエッグにはヴァリナ鳥の卵（鶏卵）ではなく、高級品とされる妖尾鳥エキヤルラツトの卵を使ってみた。

「濃厚っ!?　このスープ、最初はちょっと受け付けないようなクセを感じたけど、飲めば飲むほどスプーンを持つ手がとまらなくなっちゃう」

「メットー（トマト）とリックル（ニンニク）の組み合わせが神なのよ！　こんなにたくさんの魚介が入ってるのに、全然味が喧けん嘩かしてないんだもん」

　リュミエールとヴィヴィアンがトロンと蕩とろけた顔でスプーンをくわえる。

　彼女たちは、『バスク風魚介スープ』に舌した鼓つづみを打っている。この料理は、旬の魚介をふんだんに使った豪華なスープ料理である。

　豚の背せ脂あぶらとニンニク、生ハム、魚のあら、トマトペースト、各種香味野菜、香辛料スパイスを加えて、そこに新鮮で旬な魚介を投入して作る豪快で豪勢な料理だ。

　恭きよう太た郎ろうは、少女たちの「美う味まい！」という反応に手応えを感じる。一週間かけて、バスク料理を自分のものにできたような充実感があるのだ。

　バスク料理の本質は、ニンニクとオリーブオイル、唐辛子を効果的に使い、食材本来の旨うま味みを大切にする。そこに独特のソースを合わせ、それで魚や肉を調理するのである。

　一週間前、カミラの屋敷に戻ってきてすぐに、恭太郎は彼女から『英雄のレシピ』を渡された。

　かつて、ソフィアから見せてもらったものと同じものだった。ただし、ソフィアたちが、分冊して各氏族長ごとに、純血エルフの最高機密として保持しているのに対して、カミラは全巻を書き写して、いわゆる完全版を持っていた。

　ちなみに、他の英雄の弟子たちも、実はこのレシピ集を持っているのだが、内容が高度なため扱いきれないのだという。

　そして、恭太郎は『英雄のレシピ』を熟読した。

　レシピの内容から、漂流者の人となりをうかがうことができた。彼は料理を否定する発言をしていたが、それとは裏腹に丁寧に書かれたレシピからは料理への愛情を感じることができたのだ。彼がゲスなだけの人間ではないことがわかり、恭太郎はなんだかホッとしたものだった。

　さらに読み進めていくと、そこには漂流者の得意としているバスク料理のレシピもあり、いろいろと知識を得ることができた。

　そうして恭太郎は、漂流者が父親を破った、あの『梨のジャムソース』についても理解した。

　バスク料理では、その料理に使った動物が好む果実を付け合わせにする伝統があるとのことだった。

　加えて、漂流者の独自研究によると、獣肉は、その動物が生前常食していた食べ物との相性がよくなる。つまり梨を好んで食べていた動物の肉は、梨との相性が抜群になり、旨味に相乗効果を与えるのだという。

　実際、彼が父親との勝負で扱った獣肉は、恭きよう太た郎ろうの世界でいうところの鹿肉にあたり、この世界で梨にあたる果物くだものを好んで食べていた。

　つまり、漂流者は、その獣肉と最も相性のいい果物でソースを作り、それにより肉の旨うま味みを『自乗』的に上昇させていたのだ。

「漂流者……正直、おれよりも遥はるかに優秀な料理人だ。だけど、相手の手の内さえわかっちまえばいくらでも対策は練れる」

　勝利を予感しながら恭太郎は顔を上げる。

　食事はほとんど終わっており、みんな満足そうな顔をしている。いや、しかめっ面をしている少女がひとりいた。

「キョータロー、ハッキリ言うわ。このままではあなたはあの人に勝てない」

　カミラが目をスッと細め、低い声で警告の言葉を発する。彼女の幼い顔かお貌かたちに反しての真剣な声音に、周囲がシンと静まり返った。

「そりゃ、漂流者とおれじゃ十年のキャリアの差があるけどさ、このレシピのおかげで追いついたっていう自負はある」

　カミラの言い方にムッとして、恭太郎は反論する。

「キャリアの差じゃないわ。あなたが十年修業してあの人に立ち向かっても、今の考えのままじゃ、引き分けることはあっても勝つことはできない」

　そのまま彼女は続ける。

「ねえ？　『ピペラード』でポーチドエッグに使った卵って妖尾鳥エキヤルラツトの卵だったけど、どうしてヴァリナ鳥の卵（鶏卵）で作らなかったの？」

「妖尾鳥の卵のほうがヴァリナ鳥の卵より黄身が濃厚だったから使ったんだ」

「ヴァリナ鳥の卵より高級品だったから、じゃないの？」

　恭太郎の考えを見透かすようにカミラが言い、

「確かに妖尾鳥の卵は、ヴァリナ鳥のそれよりも黄身が濃厚だわ。でも、ポーチドエッグの黄身が濃すぎるとピペラードソースと喧けん嘩かするわよ？　そんなこともわからないあなたじゃないでしょ」

「…………」

　言い返すことができなかった。

　妖尾鳥の卵を使ったのは調理上の必然ではなく、彼女の言う通り、それが『高級品』だったからだ。

　漂流者の作ったものに差をつけたくて、ただ単に高級食材に手を出してしまった。

　恭太郎はガクリと肩を落とす。

　しかしカミラは追い打ちをかけるように厳しい指摘を続ける。

「キョータロー、『スズキのリンゴ酒煮』で、どうしてあなたはリンゴ酒シードルを使ったのかしら？」

　饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの喰しよく将しようだけあって、彼女は『スズキ』も『リンゴ酒』も知っているようだ。

「そりゃ、リンゴ酒を使って作る料理だからだ」

「リンゴ酒を使って作る料理だからリンゴ酒を使ったの？」

「なんだよ、持って回った言い方して」

　恭きよう太た郎ろうが苦々しく言うと、カミラが小さく息をつく。

「スズキを美お味いしく料理するなら、リンゴ酒で煮るより、むしろ日本酒を使った酒蒸しや、白ワインを使うのだっていいわ。ねえ、どうしてリンゴ酒なの？」

「それは、レシピにリンゴ酒を使うって書いてあったから……」

　堂々巡り。答えになっていなかった。

　恭太郎は『リンゴ酒』である理由を明確に答えられず、情けなくもカミラから視線を外していた。

　しかし、カミラは恭太郎をまっすぐに見据えて言い放つ。

「難しいことは訊きいていないつもりよ？　バスク地方の人たちが『リンゴ酒』を使って料理をした理由、それをちゃんと考えてみて。そこにあの人を倒す……いいえ、救う答えがあるわ」





　　　　３






　屋敷の裏に流れる沢で、恭太郎は現在釣りをしている。

　手ごろな岩の上であぐらをかきながら、流れの穏やかな沢に釣り糸を垂らしていると、なんだかここが異世界などではなく、日本での、しかもありふれた日常のように錯覚してしまう。

「……釣りなんてしてる場合なのかな」

　恭太郎は独ひとり言ごつ。

　昼食のあと、カミラから「釣りでもしてリラックスしてきなさい」と言われた。そして押し付けられるように釣つり竿ざおを渡されたのだ。

　そして、漂流者との勝負を三日後に控えているにもかかわらず、沢釣りというちょっとお洒落しやれなことに時間を使うことになった。

　木漏れ日が降り注ぐ中で、ミミズ的な虫を餌にして棒浮きの様子をうかがう。

「ま、晩飯用になにか釣れればいいかな」

　そう言ってはみたものの、カミラの屋敷の食糧庫には食材が豊富に揃そろえられており、そこらの沢で手に入るような魚は常に用意されている。

「すまぬの、キョータロー」

　そのとき、リヴがポツリと謝罪の言葉を口にした。

「は？　いきなりどうしたんだよ」

　突然のことで、恭きよう太た郎ろうは腰に差しっぱなしにしているリヴを見る。

「妾わらわ自身に記憶はないのじゃが、ソフィアの話だと、妾と弟ヴアンが暴走してあの男を召喚してよんでしまったようじゃ」

　自身の責任を痛感しているようで、彼女の声音は苦しそうだった。

「妾の不始末のツケを、お主に払わせる形になってしまった」

「不始末って言うんなら、おれの不始末でもあるよな」

「お主の？」

「ああ。あいつはおれ自身だからな」

　もちろん、並行世界パラレルワールドの自分なので、厳密には別人になるのかもしれないが。

「でも、『神楽坂恭太郎おれ』がこの世界でやらかしたことの償つぐないは、やっぱり神楽坂恭太郎おれがしなくちゃいけないと思うんだ」

　恭太郎は自分の考えをゆっくりと伝える。

「そもそもさ、おれがこの世界に召喚された理由──卵の鮮度を当てるためだけに呼ばれたわけなんだけど、もしかしたらこのときのためにこそ、おれは食リ神ヴに呼ばれたのかもしれない」

「それでも妾を恨うらむ気持ちはあるじゃろ？　お主の平穏な日常を壊してしまった」

「いいや、平穏な日常……元の世界に還かえるチャンスはあったんだ」

　そう、リリーアップルの封印が解けたばかりのとき、一度は還る選択肢がありながら恭太郎はそれを蹴けったのだ。

「だからおれは自分の意思で戦うんだ。その結果、どんな不利益をこうむろうとも、それを誰かのせいにするようなダサいまねはしたくない」

　恭太郎は自分の覚悟を再確認する。

　しかし、その情熱とは裏腹に気分はやや落ち込みぎみである。カミラの問いかけが頭の中で響き続けているのだ。

「……バスク地方の人たちがリンゴ酒で料理を作る理由、か」

　未いまだ答えを出せずにいた。

　すると、「引いておる！　キョータローよ、竿さおが引いておるぞ」とリヴが指摘する。我に返って見てみると、棒浮きが水面に吸い込まれ、竿にも確かな手応えがあった。

「お、かかったな」

　恭太郎は立ち上がると臨戦態勢に入る。

　だが、穂先を浮きに向けすぎていたため、突然の当たりに竿が棒引き状態になり、竿の弾力を生かせないまま釣り糸がブツンと切れてしまった。

「あーあ。やっちまった」

　大失敗に、恭きよう太た郎ろうは盛大なため息をついた。

　釣りというものは、心に迷いがあると往々にして失敗するものだ。しかし、こういうときの失敗というのは精神的にくるものがある。

「リラックスのためにやってたのに、これじゃストレスしか溜たまらないな」

　恭太郎は再び岩の上に腰をおろすと、そのまま仰あお向むけに倒れ込んだ。

　大の字になり、しばらくの間、木々の青々と茂る葉のカーテンと、その隙間から差し込む神こう々ごうしいほどの木漏れ日を、ボンヤリと見上げていた。

　なんとなく眠たくなってきたが、その瞬間、少女たちの声が響いてきた。

「キョータロー！　こんなところにいたんだね」

　ウルタールの声がして、恭太郎は起き上がる。

　途端、跳びはねるような軽やかな足取りで、ウルタールが自分の前までやってきた。

　その姿を見て、恭太郎は思わず「おおっ!!」と声を上げる。

　ウルタールが水着姿だったのだ。赤色のタンクトップビキニに、同色のホットパンツで合わせてあった。

　豊満な胸部はタンクトップビキニのおかげで健全な肉体美へと昇華されており、健康的な彼女にはとてもよく似合っている。

「えへへ、どうかな？」

　照れたように、両手をもじもじと擦すり合わせながら、ウルタールが上目づかいに訊きいてくる。

「あ、ああ。すげえいいと思う」

　美少女の水着姿に恭太郎も顔が熱くなった。

「っていうか、水着なんてどうしたんだよ」

「カミラさんが貸してくれたんだよ。これを着ればキョータローが元気になるからって」

　それからウルタールが無む邪じや気きな笑顔で、

「どう、元気になった？」

「まあ、なんだ、元気になったかな」

　水着の女の子を見た男子に、無邪気に「元気になった？」なんて訊かないでほしい。正直、どんな対応をすればいいか困ってしまうではないか。

　しかし、なんという飴あめと鞭むちだろうかと思った。

　カミラ・ルル＝ウィッチェクト・ラブゴールド──さすが超年長者だけあって、人じん心しん掌しよう握あくがうまい。厳しいことを言ったあとにキチンとフォローを入れる。たったそれだけのことで、自分は彼女の掌てのひらの上でタップダンスを踊ってしまいそうだ。

　そんなことを考えていると、残りの三人もやってきた。

「ちょ、ウルタール！　あんた足が速いのよ。抜け駆け禁止って言ったでしょ」

　息せき切ってヴィヴィアンが自分のもとまで駆けてくる。目の前までくると、彼女は両りよう膝ひざに手を当て、ハアハアと喘あえぐように荒い呼吸を繰り返した。

　そんなヴィヴィアンを観察する。

　彼女は、花柄のワンピース水着を着用している。胸元には派手なフリルがついており、幼い体型をかわいらしく彩いろどっていた。

　呼吸を整えたようで、ヴィヴィアンが恭きよう太た郎ろうに軽くウインクする。

「ふふん、これちょっといい感じでしょ？」

　自身の水着を気に入っているようで、ヴィヴィアンは得意げな顔をすると、その場でくるんと一回転してみせた。

「はわわ、きょ、キョータローさん！　元気出してください」

　そう言って現れたのはノエルだった。

　彼女の水着は……黄色のチューブトップ水着!?

　ただでさえ、白くてたわわな胸元がたっぷりとのぞいているというのに、さらにノエルは前かがみになると、腕でムギュッとはさむようにして胸を寄せるのだ。

「こ、こういうポーズが男の人は好きだって、カミラさんが」












　真まっ赤かになった顔と、激しく強調されたバストとのギャップが堪たまらず、恭きよう太た郎ろうは本気でぶっ倒れるんじゃないかというほど頭が沸騰する。

　これはもはや、男性限定の殺さつ戮りく兵器といっても過言ではなかった。

　恭太郎はか細い理性を総動員して、なんとか彼女の胸元から顔をそらした。

「……なんてポーズを仕込んでんだよ、あの人」

　カミラの策士っぷりに恐怖しながら、恭太郎はひと息つく。

　そのときだった──。

　少女たちの中の、最後のひとりが恭太郎の前に立った。

「スースーして、なんだかとても変な感じだわ」

　ちょっと目を伏せぎみに、黒色ビキニにパレオを腰に巻いたリュミエールが曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　色白の肌と黒色のビキニのコントラストが目を引き、ビキニゆえに彼女の抜群のプロポーションが強調されており、身体からだのラインも美しく出ている。

　銀色の髪と、涼しげな表情が、なんというかある種のはかなさを醸かもし出だしていて、恭太郎はリュミエールの水着姿に目が釘くぎ付づけになっていた。

「そんなに見つめないで。この格好、恥ずかしいんだから」

「す、すまん」

　恭太郎が謝ると、横からヴィヴィアンが入ってくる。

「ちょっと、キョータロー！　どうしてリュミエールにだけそんな熱い視線を送ってるのかしら？」

　両手を腰に当てて、ジロリとヴィヴィアンが睨にらむ。ウルタールとノエルもチラチラとこちらをうかがっている。

「ち、違うって！　みんな、すげえ似合ってるよ。水着姿とか新鮮でビックリしてただけなんだよ」

　しどろもどろになりながらしゃべり、

「それにしてもいろいろな水着があるんだな」

　恭太郎は微妙に話題をずらして彼女たちの気をそらす。

「お屋敷にひと通り水着が揃そろってたんですよ」

　律りち儀ぎにノエルが答えてくれる。

「でも、なんでこんな豊富な種類とサイズが揃えてあるのかって話よね？　もしかしていやらしいプレイでもしてるのかしら」

「さすがにそれはカミラさんに失礼だよ」

　唇くちびるに指を当てながら勘ぐるヴィヴィアンに、ウルタールがなにを想像したのかわずかに顔を赤らめた。

「でも、水着のような高級品をこんなに持ってるなんて、大都市の領主ともなるとやっぱり裕福よね」

　そう言ったのはリュミエールだった。

　彼女は身に付けているビキニの表面を触りながら、「結構いい革を使っているわ」とつぶやいた。

　そこで恭きよう太た郎ろうの頭の中に疑問が浮かぶ。

「この世界の水着ってどんな素材でできてんだろ」

「ふむ。お主の世界だとどういったもので作るのじゃ？」

　逆にリヴに質問される。

「詳しくは知らないけど、ポリエステルなんかの合成繊維だと思う。でもこっちの世界に化か繊せんなんてないよな」

「妾わらわも『食』以外のことには疎うといので『カセン』がなんなのかよくわからんが、こちらでは獣皮を加工して作っておる」

「動物の革か。伸縮性や耐水性は大丈夫なのかな」

「獣脂のワックスを丁寧にかけておるからの、伸び縮みもするし水にも強いんじゃ。その分、この世界では水着は高級品なんじゃがな」

　そんな話をしていると、突然右腕に柔らかなものが押し付けられる。

「うおっ!?」

　驚きながら右腕を見ると、ウルタールがギュッとしがみついていた。

「キョータロー、せっかくなんだし水遊びしようよ。ね？」

　緊張ぎみに言うウルタール。

「キョータローさんって泳げますか？」

　今度はノエルが左腕にしがみついてくる。その瞬間、ムギュッという、超が付くほどの弾力を左腕に感じた。

「す、少しなら」

「じゃあ、あたしに泳ぎ方教えてください」

　潤うるんだ瞳ひとみで色っぽく見上げてくるノエルに、恭太郎は「りょ、了解」と思わず上うわ擦ずった声を出してしまった。

　すると、出遅れたヴィヴィアンがわめき出す。

「ず、ズルい！　わたくしがしがみつく腕がないじゃない」

「足ならあるよ？」

　悪戯いたずらっぽく片目をつぶってウルタールが笑う。

　ヴィヴィアンが「くぅうう！」と悔しがる中で、リュミエールが涼しげな表情でスッと恭太郎の背後に回る。

「じゃあわたしは……えい！」

　そう言うや、恭きよう太た郎ろうの背中がずっしりとした重量感に占拠される。どうやらリュミエールに背中から抱きしめられているようだった。

「ああっ!!　そこも取られちゃったら、本当にわたくしの場所がなくなっちゃうじゃない」

　オロオロ声をあげて、ヴィヴィアンがそわそわと抱きつける場所を探し出す。

「ここ！　ここはわたくしがもらうから」

　ヴィヴィアンが宣言をして、無理やりに恭太郎の右みぎ脇わき腹ばらに抱きついた。

　脇腹に彼女の慎ましやかな感触を感じる。色気とは別の、その慎つつましやかさにはグッとくるものがあった。

　なんにしても、美少女四人からの濃厚なスキンシップに、恭太郎は夢見心地の幸福感でフラフラになっていた。

　そんな彼の耳元で、少女たちがささやく。




「「「「ねえ、元気になった？」」」」




　脳天を直撃するようなその甘いささやき声に、恭太郎は前後左右の感覚がわからなくなる。思わず彼女たちの抱擁から逃れ、二歩三歩と夢遊病者のように歩くと、その場にぶっ倒れてしまった。

　ドボンッ──!!

　ちょうど岩の縁へりまで歩いてから倒れたので、沢にダイブする形になったのだ。

　水深があったためケガこそしなかったが、逆に水深があったため、そして思っていたよりも水が冷たかったため、恭太郎は溺れてしまう。

　泳ぎの心得があったものの服が肌に張り付き、鼻と口から水を飲んでしまう。さらに恐慌状態から足までつってしまい、浮き上がることができなかった。

　意識が遠のく瞬間、恭太郎はハッキリと理解する。

　──なるほど。つまり、おれは死ぬほどいい目にあったということなんだ。

　幸福の分だけ不幸がきただけなのだと納得して、恭太郎は気を失った。





　　　　※






　幼い恭太郎は行儀よく椅い子すに座っていた。

　目の前のテーブルには料理を乗せた皿が置かれており、恭太郎は満面の笑みを浮かべながら見つめる。

「美お味いしそう！」

　思わず恭きよう太た郎ろうは声をあげていた。

　その料理は目玉焼きを乗せた煮込みハンバーグだった。

　それは自分の大好物だが、父親に作ってもらったのは今日が初めてだった。母親が亡なくなったばかりで寂しい思いをしている自分を慰めようとしているのだろうか。

「食べてもいい？」

「ああ。食べなさい」

　父親の許可を得て、恭太郎は箸を握る。

　ふわりと旨うま味みを包んだ湯気が立ちのぼり、恭太郎はその匂いを胸いっぱいに嗅ぐ。鼻び腔こうを衝つく芳かぐわしい香りに、彼の胃袋がキュウゥッと刺激される。

　それから恭太郎は箸で目玉焼きの黄身を潰つぶす。すると、濃厚な黄身がハンバーグにトロトロと流れ、旨味がモロに視覚化される。

「ふわあっ!?」

　得えも言いわれぬ幸福感に包まれ、思わず変な声が出た。

　そして箸で一口分を切り、恭太郎は黄身がタップリかかったハンバーグを食べる。グッと嚙かみしめると、口こう内ないに肉汁が溢あふれ、濃厚なタレと黄身も混ざり合い、心の底から喜びの感情が湧わきあがった。

「お父さん、美お味いしい!!」

　子どもらしい素直な感想が口をついて出、恭太郎は眩まぶしげに目を細めると父親を見上げる。

「ぼくもお父さんみたいに料理が上手になりたい」

「わたしのようになるには大変だぞ？　いろいろと辛い修業もしなくちゃいけない」

　いつもは厳しいだけの父親なのに、信じられないくらいやさしい顔をしていた。

「うん！　ぼくがんばるよ」

　恭太郎は無む邪じや気きに答えると続ける。

「こんな美味しい料理をいろんな人に食べてもらいたい」

「そうか。ならいつか二人でレストランでもやろうか」

「うん。やる」

　幼い日に交わしたその場限りの儚はかない約束、しかし恭太郎にとってはかけがえのない父親との思い出であり、あのころ確かに彼は父親のことを尊敬していたのだった。




　そこで恭太郎は目を覚ました。

「……そっか、あの日食べた料理は『ハンバーグ』だったんだな」

　ボンヤリとした意識の中で恭太郎はつぶやく。

　幼いころ、父親に大好物を作ってもらったときの夢を再び見ていたようだ。

「レストランか」

　恭きよう太た郎ろうはフッと息をつく。なんだか妙に懐かしい気分だった。

「そういや、親父おやじとそんな約束をしたんだったよな。すっかり忘れてたけど」

　そのときだけのノリのような約束だったが、もしも父親との関係をうまく築くことができていたのなら、あるいはその約束は叶かなっていたのだろうか？

　そのために必要だったのは、恭太郎も父親を毛嫌いせずに歩み寄り、辛抱強く対話をして父親の歪ゆがんだ考え方を諭す努力だったのかもしれない。

「もしもやり直せるなら、今度はちゃんと向かい合うべきなのかもな」

　恭太郎は独ひとり言ごつ。

　それから、今父親がどうなっているのか気になった。

　漂流者が奴隷にすると言いながら父親を連れ去り、一週間が経たっているのだ。自分に助けを求める父親の顔が脳裏に浮かんだ。父親の、あんな恐怖で引きつった顔など今まで見たことがなかった。

「クソッ……」

　父親への嫌けん悪お感と親子の情の間で胸がざわついて、恭太郎はどうにもまとまらない感情の中で小さく舌打ちをした。

「というか、ここはどこだ？」

　そこではじめて、恭太郎は現在の自分の状況に疑問が湧わいた。

　恭太郎は目だけを動かして周囲を見回す。

　白い天井が見えた。

　窓にはカーテンが引かれ、隙間から夕ゆう陽ひのオレンジ色が漏れている。

　現在、自分はベッドで寝かされていた。

　なんだか身体からだが寒くて、頭が少しだけガンガンする。

「キョータロー、目が覚めた？」

　声が聞こえたかと思うと、白い天井がサッと隠れて、代わりにリュミエールの心配そうな顔が恭太郎の視界を占めた。

　ベッドの傍かたわらに椅い子すが引き寄せられており、どうやらリュミエールがずっと自分のそばに付いてくれていたようだった。

「沢で溺れて気を失ってたんだけど、覚えてる？」

　リュミエールに問われ、恭太郎は段々と記憶が鮮明になる。

　そうだった──自分は沢で釣りをしていて、そうしたらリュミエールたちが水着姿で現れたのだ。それで、なんだかとてもラッキーな状況になったのだが、ヘタレゆえに自滅する感じで沢から落ちたのだった。

「リュミが助けてくれたのか？」

「ええ、わたしとウルタールで。あの沢、思っていたよりも深くてビックリしたわ」

「そっか。リュミとウルタールは命の恩人だな」

　恭きよう太た郎ろうが言うと、リュミエールがふるふると首を左右に振る。

「大おお袈げ裟さよ。それに、キョータローにはいつも助けられてばかりだし」

「仲間なんだから当たり前だろ？」

　当然のように言う恭太郎に、リュミエールが複雑そうな顔をする。

「……仲間。そうね、わたしたち仲間だものね」

　非難をしているニュアンスではないのだが、なんだか含みのある言い方に聞こえて、恭太郎は戸惑ってしまう。

　しかし、次の瞬間、パッと彼の頭の中に初めてカミラの屋敷ここに来たときのことが浮かんだ。

　そう、あの日の夜、酔っぱらったリュミエールから告白されたのだ。

　あの告白については、なんだかお互いに触れてはいけない案件となってしまい、暗黙のうちに口にしないことになっていた。

　そのうやむやになったはずの『告白』を、リュミエールがもう一度話題に上げたように感じたのだ。

　そこまで考えて、恭太郎は派手なくしゃみをしてしまった。

　くしゃみと同時に身体からだがぶるりと震える。

　すると、リュミエールが自分の額にそっと手を乗せる。手のひらが冷たくて気持ちよかった。

「ちょっと熱があるわね。沢の水、冷たかったし」

「……風か邪ぜ引いちまったか。三日後にはあいつとの勝負だってのに」

　世界を懸かけた勝負の前に風邪を引くとか、どんだけ間抜けなんだよと、我ながら情けなくなった。

「早く治るようにもう一度寝るよ」

　身体を冷やさないために、恭太郎は掛け布団を口元まで引き寄せる。

「寝る前に、少しでもお腹なかに入れておいたほうがいいわ。なにか作ってくるわね」

「助かるよ。サンキュ」

　恭太郎が言うと、リュミエールが小さく笑んだ。そして彼女は立ち上がると部屋を出ていった。

「なんかこういうのいいな」

　再び、白い天井を見上げながら恭太郎は小さく口を開いた。

　そう、風邪を引いて弱っているときに看病をしてくれる人がいるというのは、心底ありがたいものだった。

　そのまましばらくの間、眠るでもなく、さりとて漂流者との勝負に備えてカミラへの回答を考えるでもなく、夢とうつつの境界を漂っていた。

　とはいえ、少しばかり眠っていたようで、ドアが開く音でハッと意識が戻った。

「眠ってたのか……？」

　つぶやくと、恭きよう太た郎ろうはドアのほうを見る。

　木盆にお椀わんと木き匙さじをのせて、リュミエールが入ってきた。

「起こしてしまったかしら？　本当はなにか食べてからのほうがいいのだけれど、眠たかったらもう寝る？」

「いや、せっかくご飯作ってきてくれたんだから、食べてから寝るよ」

「わたし不器用だから、あまり美お味いしくないかもしれないけど……」

「一生懸命作ってくれたってことが嬉うれしいんだ」

　恭太郎の言葉に、リュミエールが恥ずかしそうな顔をして、ベッドの脇わきにある書き物机の上に木盆を置いた。

　それから、リュミエールは椅い子すに腰かけるとお椀を手に取った。

　恭太郎も上半身だけ起こすと、お椀を受け取ろうと手を伸ばすが、彼女にやんわりと制される。

「キョータローは病人だから、その、わたしが食べさせてあげるわ」

　早口で言うと、木匙でお椀の中身をすくってふうふうと息で冷ます。

「こ、これで火傷やけどしないと思うわ」

　ほおを桃色に上気させながら、リュミエールが木匙を恭太郎の口元に持ってくる。

「あ、ありがとう」

　美少女に息で冷ましてもらう＆食べさせてもらう、という夢シチュエーションによって、恭太郎は緊張しながら木匙にパクリと食いついた。

　食べてからはじめて、「自分はどんな料理を食べているんだろう？」と遅まきながら疑問を覚えた。

　意識を口の中に集中して、味わうように咀そ嚼しやくすると、ドロリとした食感と一緒に米の甘みを感じた。

「お粥かゆか、これ？」

　訊ききながら、恭太郎はお椀の中身を見る。白く濁ったもので満たされていた。

　病人の食事として最適なものであり、色や形状から見ても間違いなさそうだ。異世界にもお粥があることにちょっとだけ驚いた。

　いや、稲作がおこなわれているので不思議はないかと、恭太郎は思い直す。

「カミラさんに教えてもらって作ったの。キョータローの世界の人たちは病気になるとこれを食べるんだって」












「ああ。消化にいいからな」

「『英雄』も風か邪ぜを引いたときはよく食べてたそうよ。彼はあまり胃腸が強くなかったって、カミラさんが言ってたわ」

　リュミエールの言葉で、漂流者が『胃が弱い』ということを思い出す。よく彩あや夏かに胃腸を心配されていたことが、奴やつの『記憶』から不意によみがえったのだ。

　彼女は料理が下へ手ただったようだが、よく漂流者に料理を作ってくれたようだった。特に胃腸には気を付けてくれていたようだ。

　料理なら漂流者が作ってくれただろうに、なぜ彼女自身が作ったのか？

　考えるまでもない。好きな人のために料理を作りたいというのは、恋する乙女なら当たり前すぎるくらい当たり前の感情だろう。

「長生きして漂流者のためにもっと料理を作りたかっただろうな。おっちょこちょいだったから、料理に使ったキウイフルーツとか焦がしちゃってたけど。でも一生懸命だったんだよな」

　漂流者の『記憶』から彼女との思い出がよみがえる。いつだったか、彼女がオリジナル料理を作ったときに、材料として使ったキウイフルーツを焦がしてしまったことも、なんだかとても懐かしかった。

　それによって恭きよう太た郎ろうはふと小さな疑問に思い当った。

「そういや、なんでキウイフルーツなんて使ったんだろうな。特にキウイフルーツが漂流者の好物ってわけでもなかったのに」

　首を傾かしげながら、恭きよう太た郎ろうは考える。ちなみに、恭太郎もキウイフルーツは嫌いではないが好物というわけでもない。

「キウイフルーツ。甘みと酸味の利きいた果物くだもので、ビタミンＣや食物繊維が豊富に含まれており、美容、疲労回復の効果を持っている。そしてその成分は……」

　恭太郎は自分が知っているキウイフルーツの知識を小声で言いながら、

「あ、そういうことか」

　キウイフルーツに含まれるとある成分に思い至って、「なるほど、彼女はいろいろと勉強してたんだな」と納得する。

　納得すると同時に、恭太郎は彼女の想おもいこそが漂流者との対決の大いなるヒントになるのではないかと思った。

　そう、誰かが誰かを想って作る料理こそ、星付きレストランのフルコースを遥はるかに超える最高の料理なのだと確信する。

　そこまで考えて、恭太郎はほとんど無意識に口を開く。

「……おれ、ハンバーグが好きなんだ」

　不意に、先ほどの夢のことを思い出して、恭太郎はポツリとつぶやいていた。

「ハンバーグ？　どういった料理かしら……キョータローが食べたいのなら、わたし、一生懸命作ってみるわ」

　やる気満々というふうに、リュミエールが意気込んで答える。

「いや、今食べたいってわけじゃなくて」

　恭太郎は考えをまとめながら続ける。

「昔、親父おやじが作ってくれたんだ。高級レストランで出てくるような洒落しやれたハンバーグじゃなくて、ファミレスで出てくるような、目玉焼きが乗ったようなやつでさ。でもそのハンバーグが本当に美お味いしくて、めちゃくちゃ感動したんだ」

「……キョータロー、とてもやさしい顔してる」

　リュミエールも目を細めて慈愛に満ちた表情で恭太郎を見る。

「あのハンバーグに感動したのは、食材や調理が優れてたからじゃなくて、親父がおれだけのために作ってくれたからなんだと思う」

　しゃべっているうちに照れくさくなり、恭太郎はリュミエールから顔をそらす。その拍子に、木盆の上に置かれている薬味の存在に気づいた。

「これって、ゆず皮の砂糖漬け？」

「正確にはアランジュ（オレンジ）の皮で作った、砂糖漬けよ」

「おお！　おれさ、それをお茶漬けやお粥かゆに混ぜて食べるのが好きなんだよ」

　普通、お茶漬けやお粥かゆには『梅干し』『タクアン』『佃つくだ煮に』などの、塩気のあるものが供される。

　しかし、恭きよう太た郎ろうは『ゆず皮の砂糖漬け』で食べる！

　当然、めちゃくちゃ甘くなる。だが、柑かん橘きつ系けいの酸味と砂糖漬けの甘みが白米によく合うのだ……と彼は会う人会う人に主張している。

　ちなみに、実践した人たちからの評判は最悪に近い。

「英雄も同じようにして食べてたみたいね。カミラさんがちょっと顔をしかめて教えてくれたわ」

　並行世界パラレルワールドの自分とはいえ、基本的には同一人物だけあって、どうやら食べ物の好みは同じようだ。

「カミラさんは、砂糖漬けなんて気持ち悪いって言ってたけど、わたしはキョータローが砂糖漬けを好きだって言うなら、いつだってそれを材料に料理を作るわ」

　彼女の発言に、恭太郎の胸がドキリと高鳴った。今までの人生で、異性からこれほどまでに献身的に接してもらったことなんてなかったからだ。

　ついで、胸の高鳴りはジンとした温かみに変わり、恭太郎はひとりうなずく。

「……そうか。やっぱりそうだよな」

「え？　どうしたの？」

　不思議そうな顔をするリュミエールに、恭太郎はうなずく。

「リュミと『彼女』のおかげで、カミラさんの言ったことがちゃんと理解できたんだ」

「わたしと彼女のおかげ？」

「ああ。リュミ、おれなんかのために本当にありがとう。リュミの思いやりが、涙が出るくらいうれしい」

　恭太郎の感謝の言葉に、うまくリアクションを返せずリュミエールが目を泳がせる。だが、彼女はすぐに冷静さを取り戻すと、意を決したように口を開いた。

「キョータローに喜んでもらえるなら、わたしどんなことだってするわ。だって、わたし……」

　そこでリュミエールは口ごもったが、すぐに続きを口にする。

「だってわたし、やっぱりあなたのことが好きだから。わたしが困っているときにはいつも助けてくれる。そんなキョータローのことが大好きよ」

　真まっ赤かをとおり越して、顔色をやや青白くしながら、リュミエールが自身の思いを告白する。

「も、もちろん、キョータローが嫌なら断ってくれて全然大丈夫だから。ただ自分の気持ちを伝えたかっただけだもの」

　二度目の告白だったが、慣れることなどなく、恭太郎の心拍数は劇的に上昇する。一度目のときは甘酒に酔っているということで、お互いにうやむやにすることもできたが、今この状況ではそうもいかない。

　なによりも、女性にここまで言わせておいてはぐらかすような卑ひ怯きようなことは絶対にしたくない。

　恭きよう太た郎ろうは呼吸を整えると、自分の真剣な思いを言葉にする。

「おれは、その、リュミのことはすげえ美人で、スタイルも抜群だと思う」

　しどろもどろで、要領の得ない話し方になってしまう。

「初めて見たときはちょっと取っつきにくいかなって感じたけど、実際には素直な性格で話しやすくて、とても好感が持てると思ってる」

　欧米人のように結論からしゃべれればいいのに、自分ときたらなんて前置きの長いことだろうか……。

　リュミエールもちょっと焦じれたように眉まゆ根ねを寄せている。

「おれは今まで女の子と付き合ったことがなくて、その、異性に対する恋愛感情がまだちょっとわからなくて、でもリュミのことはとてもステキだと思ってる。だから、友達からお願いします！」

　自分の正直な気持ちを伝えたつもりだが、『大好き』という告白に対して、『友達から』という返事はちょっと微妙な感じだろうか？

　いや、自分だって噓うそ偽りのない真剣な気持ちで臨んだわけであり、決していい加減な答え方をしたわけではない。

「おれたちさ、なんだかんだいって出会ったばかりでお互いのこと全然知らないから、時間をかけていろいろと知っていきたいんだ」

　自分なりに真剣であるということを言いたくて、恭太郎は付け加える。

　リュミエールは少しだけ考える顔をして、

「そうね。わたしのほうこそ性急だったかもしれないわ。キョータローのことをもっとたくさん知りたいし、わたしのことももっとたくさん知ってほしい」

　と言うと、軽く息を吸う。

「友達という関係で、わたし、もっとあなたのことを好きになると思うわ。そしてわたしのことも好きにさせてみせる──」

　とても魅力的にリュミエールがほほえんだ。




　こうして恭太郎とリュミエールは、恋愛感情を意識する、いわゆる『友達以上恋人未満』という状態へと、その関係を前進させたのだった。





　　　　※






　翌日──。

　すっかり風か邪ぜが治った恭きよう太た郎ろうは、漂流者と対決するための料理を全員に振る舞う。

　料理を食べたみんなの感想は良好だった。

　そんな中で、椅い子すに腰かけたままカミラが口を開く。

「この料理は確かに美お味いしいわ」

　彼女は恭太郎の目を見据えて言う。

「昨日のあたしの質問に答えられるのなら、この料理であの人の心を救えるかもしれないわね」

　恭太郎もカミラの瞳ひとみをしっかりと見つめて答える。

「単純な答えだったんだ──バスク地方ではリンゴ酒がよく飲まれていて、みんなリンゴ酒が好きだから、だ」

　一度区切り、恭太郎は唇くちびるをぬぐう。

「例えば主婦が、リンゴ酒を好んでいる旦だん那なに美味しいご飯を作ってあげたかったから、『スズキのリンゴ酒煮』という料理が生まれた。いつだって大切な人への想おもいから、『料理』は発展していくんだ」

　口に出せばたったそれだけの簡単な答えだが、身をもって体験してみないと本当の意味として理解はできなかったと思う。

　昨日リュミエールが、恭太郎の好物の『ゆず皮の砂糖漬け』で料理を作ると言ってくれた。彼女の自分を想ってくれる気持ちで気づかされたのだ。

　そう、彼女の真心に触れて、恭太郎は実感として理解することができた。

　それにより、恭太郎はこの料理を作ることができた。この料理は、漂流者のことを一番想っていた少女が考えた料理である。

　そして恭太郎は全員の顔を見回して口を開く。

「漂流者はおれにこう言ったんだ──料理は人を殺す。料理は人を傷つける。料理は人を救わないって」

　学園の食堂で漂流者が恭太郎に言い放った言葉である。




「でもおれはそんなこと絶対に思わない。料理は人を殺さない。料理は人を傷つけない。料理は人を救う──おれは、彼女の心ともいえるこの料理を漂流者に届ける！」




　恭太郎が自身の思いを口にすると、カミラがゆっくりと立ち上がった。

「キョータロー、どうかお願い、この料理で世界を、ううん、あの人を救ってあげて」

　彼女は恭太郎に深々と頭を下げ、

「あの人は強い人でも、まして悪い人なんて上等なものでもない。ただかわいそうなだけの人なの。でもあたしたちはそんなあの人のことが好きだった」

　その瞳ひとみが少しだけ涙で潤うるんでいた。

「ああ。あいつは救いようのないバカ野郎だけど、見捨てちまったらきっとおれも後悔すると思う」

　恭きよう太た郎ろうはカミラの気持ちに応えるべく、力強く宣言する。

「だからおれがすべてのカタをつける。これが最後の戦いだ──」













第四章　おれの料理が異世界を救う！
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　饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ本拠地──。

　大陸の南端にある古城を買い取り、その古城を本拠地として、彼らは大陸全土、ひいてはこの世界のすべてを手に入れようとしている。

　ちなみに、古城が建っている地域は、とある小国が治めているのだが、その小国の王が饗樂衆の言いなりであるため、饗樂衆の本拠地については完全に隠いん蔽ぺいしてくれている。

　それにより、饗樂衆は今日まで闇やみに潜ひそむようにその存在を消し去り、暗躍することができたのである。

　そして今、そこでは真の主あるじである漂流者を迎えて、八日目が経過したところだった。




「お師匠さまのご帰還に、今日も饗樂衆のすべての料理人が喜んでおりますわ」

　アーニャが艶つややかな唇くちびるを笑みの形にして、漂流者ににこやかにほほえむ。

「帰還もなにも、『饗樂衆』などという組織はおれが創ったものではない。お前らが勝手にはじめたものだ」

　ここは喰しよく将しようたちが会議や会食で使う大広間である。

　現在は、漂流者とアーニャの二人しかおらず、大理石に似た石灰岩の円卓の席についている。

「それはそうなのですが、饗樂衆はお師匠さまのための組織でございます。『食』ですべてを支配して、この世のあまねく富をあなたさまに手にしてもらうための」

「すべてを手に入れるか……」

　漂流者はつぶやく。不意に恭きよう太た郎ろうに突きつけられた言葉が脳裏によぎった。




『守りたかった女の子はもう死んでるっていうのに、権力なんて手に入れてどうするんだよ』




　頭の中にこびりついてしまったのか、しばしばこの言葉を思い出すのだ。

「……お前なんかになにがわかるというんだ」

　漂流者は口の中だけで言葉を発した。

　すると、再び、恭太郎のセリフが彼の頭の中で再生される。




『料理は人を殺すものじゃない！　幸せにするものだ』




　希望に満みち溢あふれた者の戯ざれ言ごとに、漂流者は忌いま々いましげに舌打ちをする。

「料理は人を救わない。ゆえに、幸せになどしない」

　恭きよう太た郎ろうの言葉を打ち消そうと、漂流者は自身の考えを口にする。

「キョータロー、お前は『料理人』であることに誇りを持っているようだが、おれはとっくの昔にそんなものは捨てた……」

　語尾に力がこもらず、漂流者は軽く首を左右に振ると立ち上がった。

「あの、お師匠さま？　どうかなさいましたか」

　アーニャも慌てて立ち上がる。

「なんでもない」

　短く言い捨てると、彼は大広間からバルコニーに移動する。

「ま、待ってください」

　漂流者のあとをアーニャも追いかけてきた。

　彼はバルコニーに立つと眼下に広がる草原を眺める。その先には海が見えた。

「美しい景け色しきですね」

　アーニャがすみれ色の髪をかきあげ、ホウとため息をつく。

「この十年……いや、この三百年と言うべきか？　おれはどんなものを見ても、まるで目に膜が張っているように色あせて見えた」

　美しい景色を美しいと感じたことなど、もはや遠い昔のことだと彼は思った。

　もはや生きている意味もないと感じる。そう、自分自身きようたろうに言われて遅まきながら気づかされたのだ。

　守りたかった少女はもういないのに、なぜ自分は今日まで生きながらえてしまったのだろう、と。

「アーニャ」

「はい！」

　彼の呼びかけにアーニャが即座に返事をする。

「世界を終わらせる方法が二つある。知っているか？　いや、失言だ。なんでもない」

　幼稚な質問をしているという自覚から、彼は苦笑する。

　それから少しの間無言でいると、アーニャが話しかけてくる。

「あ、あの、昔みんなで海にいきましたわね」

　彼女は遠く水平線に目を細めて懐かしそうに言った。

「それがどうした」

　この世界にきたばかりのころ、水着も持っていないのに海にいったことを彼は思い出す。

「いえ、なにがどうというわけではないのですが、あのころは地位も財産もなにもなかったのに楽しかったなと」

　切なげに目を伏せ、

「水着一枚買うお金もなくて、みんなで服のまま海に入ったんですよね」

「確か、カミラが溺れそうになったんだったな」

　漂流者は遠い昔の記憶を思い返して答える。

「そうです。あの娘こ、ドン臭いから。それでわたくしとソフィアで助けたんです。あのときカミラったら、いつかお金持ちになって水着をたくさん買うんだって気勢を上げていましたわ」

　アーニャがちょっとだけ笑み、さらに話を続ける。

「そしたらあの娘、城じよう塞さい都市の領主になった途端、本当に水着を買かい漁あさったんですよ。今や、あの娘の屋敷にさまざまな種類の水着が用意されてるんです。また、みんなで海にいきたいですね」

　遠慮ぎみに、アーニャが漂流者を見上げる。

「みんな、か……その中のカミラは恭きよう太た郎ろうに肩入れしているようだがな」

　この八日間でカミラがここに戻ってくることはなく、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの諜ちよう報ほう員いんの報告では、屋敷で恭太郎と料理の特訓に励んでいるとのことだった。

「カミラがおらずとも、このアーニャがお師匠さまのそばにおりますので」

　アーニャの言葉に、しかし彼は無言で水平線を見つめるだけだった。

　そのとき──。

　大広間の扉が派手に開き、何者かが足音を響かせながらやってくる。

「お前が三百年前の英雄か！」

　声を荒らげながら現れたのは、喰しよく将しようの一人、〈暴虐の料理王テイランジーヌ〉──セレファイスだった。

　肩を怒らせ、セレファイスがバルコニーまでたどりつく。

「……キョータローに似ているが、他人の空そら似にか？　いや、そんなことはどうでもいい。貴様のせいでおれはとんだ恥をかいたぞ！」

「セレファイス、お師匠さまの前でなんて無礼なもの言いなの。そもそも、任務中じゃなかったのかしら？　どこかの領主を料理で陥落するっていう」

「そんなものはとっくに終わらせて帰ってきたところだ！」

　歯を剝むいて怒りをあらわにするセレファイス、そんな彼をアーニャがたしなめる。

「ともかく、お師匠さまにちゃんと礼をしなさい。わたくしたちの偉大なる師にして、この世界を統すべるお方なのよ」

「お前は黙っていろ！　なにが偉大なる師だ。おれはこの男の弟子ではない」

　セレファイスは『人間』であり、当然三百年前は生まれていなかったので、漂流者の直じき弟で子しではない。

「お前がセレファイスか？　なるほど、生意気そうな顔をしているな」

　漂流者とセレファイスは初対面である。

　しかし漂流者は恭きよう太た郎ろうの『記憶』を、この八日間でかなり薄れてきたとはいえ共有しているため、セレファイスのおおよその人物像を把握している。

「で、なにをそんなに憤いきどおっている？」

「貴様っ!!」

　漂流者の余裕の表情に、セレファイスがほえる。

「出だ汁しの取り方だ！　貴様が伝えた、デタラメな出汁の取り方で、おれはキョータローに敗れたのだ」

「自分の未熟さを棚に上げて、ずいぶんとご機嫌な言い分だな。そんなことだから足をすくわれるのだ」

「貴様の知識が未熟だったからだろうが!!」

「未熟？　おれがか？　笑わせるなよ、小僧」

　漂流者はスッと目を細める。

「このおれが、最高の出汁の取り方も知らないと思っているのか」

「じゃあなぜウソの調理法を組織に伝えた」

「ウソではないさ。あのやり方とて、出汁の取り方には違いない。お前らのような格下では難しいことは理解できんだろうから、あえて教えなかっただけだ」

　漂流者の冷徹な言葉に、セレファイスの顔が屈辱で歪ゆがんだ。

「クソがっ……」

　セレファイスがうめき声を上げ、

「おれは饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌを抜ける。貴様なんぞにかしずく気は毛頭ない」

　憎悪の焰ほのおを瞳ひとみに宿すと、セレファイスは踵きびすを返して大広間を出ていった。

「喰しよく将しようが一人減ったか」

　なんの感慨もないふうに、漂流者はつぶやく。

「喰将で思い出したが、アドレーのやつはどこにいったんだ」

　アドレーが恭太郎に敗れたうえに、リリーアップルの封印を解いたことも、ボンヤリとだが理解している。しかし、奴やつの居場所まではわからないのだ。

「その件に関しましては、わたくしもよくわからないのです。彼はいろいろとやらかしたようなので、組織に居場所がないと考えて去っていったのではないかと……噂うわさでは、どこかの国の王族に取り入ったとか入っていないとか」

　アーニャが自信なさげに答えた。

「あのプライドの塊かたまりが、このままで済ますはずがない。今は力を蓄えて復ふく讐しゆうの機会をうかがっているのだろう」

　冷めた目つきで、彼は再び水平線に目を向ける。

「復ふく讐しゆうを果たすまで、この世界が無事だといいものだが」

　漂流者は口の端を吊つり上あげて嗤わらった。




　恭きよう太た郎ろうと漂流者の最後の戦いが、もう目前まで迫っていた。





　　　　２






　ついに十日が経たち、いよいよ決戦の日がやってきた。

　現在、カミラの屋敷にはソフィアが駆けつけ、いつでも彼女の瞬間移動の魔法で饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの本拠地にいける状態だった。

「タータンさんとマードンさんから、『無事に帰ってきてほしい』と伝言を預かってきました」

　ソフィアが恭太郎に告げる。

　彼らは学園で待機しており、今回の勝負には同行しない。

「タータン、マードン……」

　恭太郎は友人の名をつぶやく。

　思えば、この世界にやってきたばかりのころ、完全な余よ所そ者ものであった自分と友達になってくれたのがあの二人だった。

　以来、種族はまったく違ったが同性の友人としてつるんできた。

「必ず勝って、無事に帰ってくる」

　タータンやマードン、そして自分たちの平穏な日常を奪われてなるものかと、恭太郎は決意を新たにする。

「あの、学園長先生、やっぱりぼくも恭太郎についていきたいです」

　そのとき、ウルタールがソフィアに同行を懇こん願がんする。

　今回の戦いには、自分とソフィア、カミラの三人で敵地に乗り込むことになっている。ウルタールたちは留守番である。

「ウルタールさん、あなたは元饗樂衆の料理人です。一度抜けた組織の、それも本拠地にいけば、一体どんな危険があるか」

「でも、ぼくはキョータローのおかげで幸せに暮らせています。だから、ぼくなんかじゃなにもできないけど、それでも少しでもそばにいて応援したいんです」

　切実な声音で、ウルタールが自分の思いをソフィアに伝える。

「学園長先生、わたしも一緒に連れていってほしいです」

　今度はリュミエールがソフィアに同行の許可を求める。

「リュミエールさんまで。いいですか？　いくら戦神ヴアンシユテインガーが『戦いくさ』を封じているといっても、敵陣のど真ん中にいくんです。なにか起こってからでは取り返しがつきません」

　ソフィアが正論でもって、リュミエールの願いを退ける。だが、リュミエールは引きさがらない。

「もともとは、わたしがヴィヴィアンとの喧けん嘩かでキョータローを召喚したのがはじまりです」

　リュミエールが、これ以上ないくらいの真剣な目つきでソフィアを見つめる。

「だから、わたしには結末のすべてを見届ける義務があると考えます。言っていることが自分勝手だということは自覚しています」

「それなら、あたしも同じです。そもそものきっかけはリュミちゃんがあたしをかばってくれたことで、つまり、あたしがおおもとの原因だったんです」

「わたくしがノエルにひどいことを言ったのがはじまりよ。だから、わたくしにも見届ける義務っていうのがあるわ」

　ノエルとヴィヴィアンもついていくと言い出す。

　少女たちの頼みに、しかしソフィアは首を縦には振らない。

「連れてってあげてもいいんじゃない？」

　そんな中で助け舟を出したのはカミラだった。

「カミラ、なにを気安く言っているのですか。饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌがどれだけ危険な連中かは、喰しよく将しようであるあなたならわかっているはずでしょう」

「そりゃそうなんだけどね、この娘こたちのキョータローと一緒にいたいっていう気持ちを考えたら、こう、感じるものがあってね」

　身長差から、カミラが上目づかいでソフィアを見上げる。

「あたしたちも昔はそうだったなって。あの人とずっと一緒にいたかったって」

　寂しげな顔をして、カミラが口の中だけでつぶやく。同時に、ソフィアも昔を思い出すような懐かしげな、そして切なげな顔をした。

「……わかりました」

　観念したというように、彼女がゆっくりと了承の言葉を口にする。

　途端、少女たちが喜びの声をあげる。だがそれを見越したように、ソフィアがすかさず続ける。

「とはいえ、なにかあればすぐにわたしの魔法で対処できるように、わたしから絶対に離れないでください」

　釘くぎを刺すように、ソフィアが全員に「いいですね？」と念を押す。少女たちが返事をして、これで話がまとまった。

「キョータローさん、大人数になってしまってすみません」

　本当に申し訳なさそうな顔で、ソフィアが頭をさげる。

「頭なんてさげないでください」

　恭きよう太た郎ろうは慌てて言うと、

「正直、そばに仲間がいてくれると心強いです。絶対に勝ってやるって気持ちが湧わき上あがってきますから」

　それは気遣いなどではなく、本当のことだった。仲間の存在は、自分が決して一人で戦っているわけではないという勇気を与えてくれるのだ。

　恭太郎は身体からだの底から力がみなぎってくるのを感じながら、みんなの顔を見回す。

「みんなと知り合えて本当によかった。漂流者とケリをつける。一緒にいこう」




　ソフィアの魔法でたどりついたそこは、外観は今にも朽ち果てそうな古城、もしくは廃城だった。

　恭太郎は、ツタが這はい、建材がところどころ崩れている城壁を見上げる。

「ここが饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの本拠地なのか？　料理人よりも幽霊が住んでいそうなさびれようだけど、間違えてきちゃったってことはないよな」

「饗樂衆の存在がバレないように見た目はこんなふうなのよ。でも中はちゃんときれいに改装されてるわ」

　カミラが隣に立って説明する。

「幽霊じゃなくてひとが住んでいる証拠に、門番がいますね」

　門のほうを見やり、ソフィアが言った。

　恭太郎もそちらに目を向けると、城門の前に男が二人立っていた。

「おかしいわね」

　怪け訝げんな顔をしてカミラが首を傾かしげる。

「なにがおかしいんですか？」

「普段は門番なんて置かないのよ。表向きはこのお城はもう使っていないってことになってるから」

　ノエルが不思議そうに訊きき、カミラがそれに答える。

「言われてみればそうだよね」

「これじゃ、存在を明かしたいのか隠したいのかチグハグな感じがするわね」

　ウルタールとリュミエールも門番を見ながら小さくうなずく。

　そのとき、門番の一人がこちらに歩いてきた。

　いきなり瞬間移動の魔法で現れた自分たちに対して、特に慌てふためくこともなく、どうやらこちらの正体をちゃんと理解しているようだった。

　門番はカミラの前までやってくると、

「カミラ・ルル＝ウィッチェクト・ラブゴールドさまですね？　我らの主あるじが中で待っております。お入りください」

　慇いん懃ぎんに礼をし、先導するように再び城門へ歩き出す。

「門番ではなく案内人だったみたいだね」

　ウルタールが言う。ノエルも「あたしたちを待ってたんだ」とつぶやいた。

「でも、わたくしたちがいきなり城内に入ってきたらどうするつもりだったのかしらね。こっちは瞬間移動で好きなところに飛べるんだから」

「饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの連中も、わたしたちがそこまで無礼なことはしないと踏んでたんじゃないかしら」

　ヴィヴィアンが疑問を口にすると、リュミエールが答える。

　漂流者とソフィアは旧知の仲なので、ソフィアが土足で他人の家に上がり込むようなことなどしないと予想していたのかもしれない。

　彼女たちの話を聞きながら、恭きよう太た郎ろうはそう考える。

　そんな中で、カミラがぶつぶつと怒りの声をあげる。

「なにが、「ですね？」よ。本部詰めなんだからあたしの顔くらい知ってるクセに。しかもアレ、敵を見る目よ。ムカつくわ」

「事ここに至っては、わたしたちはもちろん、あなたも敵ってことですよ。少なくとも、もう喰しよく将しようとは見られていないということです」

「……そんなことわかってるわよ」

　ソフィアの言葉に、カミラも苦々しく答える。

　そんなやり取りを経て、恭太郎たちは男に続いて城の中に踏み込んだ。

　中はなるほど、カミラの言う通りとてもキレイだった。

　毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれており、掃除も行き届いているようでチリひとつ落ちていない。さらに、ところどころにシャンデリアが設置されており、魔法で作られた光によって内部は煌こう々こうと照らされていた。

「すげえな。こんな豪勢な内装だなんて、外からじゃ絶対にわからないな」

　恭太郎は、外と内のギャップに驚きの声をあげる。他の面々も大なり小なりの感想を述べている。

　そして彼らは階段を上がり、最上階に到着する。重厚な扉があり、案内役の男が押し開けた。

　中は、円卓が置かれた大広間になっており、この日のために用意したのか室内の隅に、簡易の調理場が設しつらえてあった。

　どうやら、厨ちゆう房ぼうに移動しなくてもここで料理を作れるようだ。

「恭きよう太た郎ろう、よくきたな」

　名前を呼ばれた。

　恭太郎は声のほうに目をやる。すると、大広間の向こう、バルコニーから漂流者が歩いてくるところだった。

「ここでお前と白黒つけてやる。さっそくはじめようぜ」

「あまり急せかすな」

　漂流者はフッと笑って言う。

「まずは席について、ピンチョスでも食べて落ち着け」

　そう言われて、改めて円卓を見ると、さまざまな種類の『ピンチョス』が並べられている。入室したばかりのときは気が急いていて気づかなかった。

　ピンチョス──バスク料理におけるタパス（前菜）のことである。もともとは『串』という意味であり、肉、魚介からオリーブの酢漬けまで、さまざまな食材を串刺しにして供する。現在では、一口サイズのパンの上に食材をのせたものもピンチョスと呼ばれる。

　色とりどりの、まるで宝石のようにきらめく数々のピンチョス。しかし、今はそれを楽しむようなのんびりした気分ではない。

　恭太郎が、もう一度勝負をはじめることを切り出そうとしたときだった。

「ヴァンはどこじゃ！　見当たらぬぞ」

　リヴが声を荒らげる。

　恭太郎も周囲を見回すが、パッと見、確かにヴァンシュティンガーとおぼしき刀剣はなかった。

「とある場所に丁重に保管してある。この隙に、お前たちの仲間に奪われてはたまらんのでな」

「妾わらわたちはそんな卑ひ怯きようなことはせぬ!!」

　激げき昂こうするリヴを、漂流者が感情のない瞳ひとみで一いち瞥べつする。

「おれとて卑ひ怯きよう者ものではないさ。心配せずとも、お前たちが勝てば返してやる」

「漂流者よ、妾はきっとお主とはうまく信頼を築けなかったんじゃろうな」

　怒りの声から一転、リヴが悲しそうな声で問いかける。

「メインの核がないゆえ、お主とのことは記憶にないが、核だけを抜き取るということはそういうことなんじゃろ？」

「そうだな。もともとおれたちの相性は悪かった。加えて、お前は口うるさかったのだ」

「妾は、キョータローとは信じ合えておる。ならば、お主ともよい関係を作れるはずじゃ。妾の核をヴァンに嵌はめるなどという愚かなことはやめて、もう一度最初から関係を作ってみんか」

　無駄な争いを避けるべく、リヴが説得を試みる。

　恭きよう太た郎ろうとしては戦う気満々だったので、ちょっと驚いたが、確かに説得ができるのならそれに越したことはないと思った。

　だが、漂流者は嫌けん悪おの表情で答える。

「お前のそういう上から目線が嫌いなんだ。神だかなんだか知らんが、人間ごときの苦悩など真剣に考える気などないくせに」

「あなたの苦悩がどれほど耐えがたく、そして深いのか、それはきっとあなたにしかわからないのだと思います」

　会話に入ってきたのはソフィアだった。

「でもリヴもわたしたちも、心からあなたを慕っていました。もうこのような蛮行はやめましょう」

「ソフィアか……」

　漂流者が彼女に気づき、わずかに驚いた顔をする。

「あの勝ち気でやたらとエネルギーに満みち溢あふれていた女が、ずいぶんと落ち着いた女性になったな。一瞬誰だかわからなかったぞ」

「さ、三百年近く経たちますから」

　羞しゆう恥ちからか、ソフィアがつっかえそうになりながらしゃべる。

「そんなことより、できるのならヴァンシュティンガーの返却と、リヴシュティンガーのメインの核を返していただきたく思います」

　真剣な眼まな差ざしで漂流者を見つめ、

「応じていただけるのなら、わたしの持つすべての財産を差し上げても構いません。他に欲しいものがあれば、できるだけ尽力します」

「ふん。今から世界を壊そうとする人間に、一体どんな財産が必要だというんだ？　今はこの世界の終わりの瞬間にしか興味がない」

　ソフィアの誠意に取り合わず、漂流者は冷たく答える。

　そして彼は手をパンと叩たたくと、

「食材を持ってこい！」

　よく通る声で命じた。

　その命令に、案内役の男が慌てて大広間から出ていく。

「さてと、カミラの屋敷でおれのレシピを見て、バスク料理について少しは理解したか、恭太郎？」

　漂流者が恭太郎と相あい対たいして訊きいてくる。

「いいレシピ集のおかげでいろいろと勉強になった。だけどそれ以上に、あんたのレシピから料理への愛情を感じられたことが一番うれしかったよ」

「料理への愛情か」

　恭きよう太た郎ろうの言葉に、漂流者は少しだけ考えるふうな顔をする。

「あの頃のおれには多少それが残っていたのかもしれんな。もはや、そんなものは欠片かけらもないが」

「そんなことないです！」

　いきなりノエルが大声を出す。

「ジャム作りのときのキョー……漂流者さんはとても楽しそうでした。あたし、あなたが料理を好きなんだって思いました」

「あのときのエルフの女か……」

　漂流者が苦々しげな顔をしてノエルから視線をはずした。

　そうするうちに再び大広間の扉が開き、数十人の男たちが大量に食材を運んでくる。そして、責任者という感じでアーニャという名前の純血エルフも入ってきた。

　彼女は漂流者のもとまで歩み、

「お師匠さま、食糧庫から食材を運んで参りました」

「ご苦労。そうだアーニャ、あの男を呼んでこい」

「お師匠さま、彼は喰しよく将しようの一人です。あまり手荒に扱われるのは……」

「二度も言わせるな」

「……はい」

　アーニャが辛そうな顔をして、食材を運んできた連中のもとにいく。そして、その中にいる一人の男性をこちらに連れてきた。

「……っ!?」

　その男性を目まの当あたりにして、恭太郎は愕がく然ぜんとする。

　前に漂流者が『奴隷』にすると言っていたが、まさしくそんな感じのみすぼらしい格好をしているのだ。それゆえに、先ほどは全然気づかなかった。加えて、嫌みにきめていたオールバックも、今や落ち武者のように乱れ、他人を見下すほどの傲ごう慢まんな顔も負け犬の顔になっている。

「親父おやじ」

「きょ、恭太郎……」

　息子むすこに哀れな姿を見られたためか、父親が顔を伏せる。羞しゆう恥ち心しんと惨みじめさから泣いているようで、その肩がかすかに震えていた。

　よく見ると、身体からだのあちらこちらに殴られたような跡があり、殺されない程度の暴行を受けていたことが想像できた。

「あの自信家の親父がこんなに弱々しくなるなんて。しかも暴力まで振るわれて」

　恭太郎は呆ぼう然ぜんとしながらつぶやく。

「おもしろいだろ？　プライドの高い奴やつほど底辺に落としてやると、前後のギャップが強烈でとても愉快な気分になる」

　クツクツと、漂流者が楽しげに嗤わらう。

「これがおれに喧けん嘩かを売ったバカの末路ということだ」

「お前！　仮にも自分の父親だろうが!!」

　恭きよう太た郎ろうの身体からだの中で怒りがふつふつと湧わき上あがってくる。好ましい人格を持った父親ではなかったかもしれないが、だからといって人間の尊厳を傷つけられてもいいというわけではない。

　しかし漂流者は挑発するように言い放つ。

「お前の父親だ。おれの父はこんなゲスではない」

「お前はやっぱりかわいそうなやつだ」

　恭太郎は、漂流者の目を見据えてゆっくりと言う。

　そう、カミラが漂流者のことを「ただかわいそうなだけの人なの」と言っていた。自暴自棄になり、善悪の判断もつかない人間は『悪い人』ではなく、確かに『かわいそうな人』である。

　すると、漂流者が怪け訝げんな顔をする。

「なあ、お前はその男のことを毛嫌いしていたんじゃないのか？」

「……親父おやじのことは嫌いだ。嫌いだけど」

　恭太郎は言いよどむ。

　確かに父親に対しては嫌けん悪おの感情を強く持っている。しかし、ハンバーグを作ってもらった件を思い出したからというわけではないが、あんな父親でも尊敬していた時期があったのだ。ゆえに、ひどい仕打ちを受けていれば息子むすことして腹も立つ。

　恭太郎は再び漂流者を見据えると口を開く。

「決着をつけよう。この世界をお前のやけっぱちで滅ぼされるわけにはいかない」

「いいだろう。おれがかわいそうなやつなら、お前はそんなおれに負ける残念なやつだ。自分の無様を思い知れ」

　二人は、大広場の隅に設しつらえられた簡易の調理場に移動する。

　そのとき、リュミエールが恭太郎のもとに駆けてきた。

「キョータロー、わたしにもなにか手伝わせて」

　助手として手伝いたい旨むねをリュミエールが訴える。だが、恭太郎はゆっくりと首を横に振った。

「これはおれとあいつの一対一の戦いだ。リュミは見守っててくれ」

「わたしなんて包丁もまともに扱えないような不器用な人間で、ただの足手まといだってことも理解してる。だけど、どんなことでもいいからキョータローの役に立って、あなたに恩返しをしたいの」

　切々と彼女が自分の気持ちを伝える。そんなリュミエールに恭きよう太た郎ろうは「それは違う」とつぶやいた。

「リュミ、恩を返すのはおれのほうだ」

「キョータローのほう？」

「ああ。おれさ、料理を作ることは好きなんだけど、親父おやじから無理やり作らされてきた過去があったから、今まで料理に対してどこかネガティブな感情があったんだ」

　幼少期からの父親によるしごきのような教育は、恭太郎の心に暗い感情を植え付けた。むしろ、そのような環境にありながら料理を好きになれたのは奇跡に近かった。

「でも、この世界でみんなと料理を作ってるうちに、楽しい思い出が増えていって、今じゃ料理を心から好きだって思えるようになった」

　強制されるのではなく、自発的に料理を作り、それを美お味いしいと言ってくれる仲間たちの存在は、恭太郎の心の暗い部分を癒いやしてくれたのだ。

「それってさ、リュミがこの世界に召喚してよんでくれたおかげなんだと思う。おれはリュミのおかげで救われたんだ」

「キョータロー……」

　リュミエールが恭太郎を見つめ、恭太郎も彼女の視線を受け止める。

「だから、おれはこの世界を守ることで、リュミやみんなに恩返しをしたい」

　恭太郎が自身の思いを伝えると、リュミエールも納得したようでうんと小さくうなずいた。

「じゃあ、せめて魔法で作った火種だけでも持っていって」

　リュミエールがサッと魔法で火種を生成する。

「おう。これがないとコンロに火をつけられないところだった」

　火種を受け取り、恭太郎は今度こそ調理場に移動する。

「足手まといがいれば負けたときの言い訳になるのにな。今からでもあの女を呼び戻したらどうだ」

　先についていた漂流者が鼻で笑う。

「お前とこれ以上話すことはない。調理、はじめるぞ？」

「いいだろう。食材は、この世界のメジャーなものからマイナーなものまでひと通り揃そろえてある。好きなものを使えばいい」

　そう言うと、漂流者は食材を取りにいく。

「キョータローよ、妾わらわたちも早く食材の確保にいこう」

「大丈夫だ。おれの作る料理は食材も調理もそんなに凝ってない。ゆっくりと選んでも問題ない」

　リヴにせっつかれたが、恭太郎は落ち着いた声音で話す。

「それよりもさ、リヴ、今までありがとうな」

「な、なんじゃ、やぶから棒に」

「『食』の神さまと一緒に料理ができるなんて、とても贅ぜい沢たくでありがたいことだ。それに、この世界にきてから一番長い時間を一緒にいるのはリヴだから」

　恭きよう太た郎ろうはちょっと恥ずかしげに前髪を払い、

「おれと一緒にいてくれてありがとう。相棒として、この勝負一緒に戦ってくれ」

「言われるまでもない。お主は、食の女神たる妾わらわの使徒じゃ……よくよく考えれば、妾は食神としてキョータローにたいしたことをしてやっておらんの。うむ。妾がメインの核を取り戻して、食神として『食』のすべての知識を思い出したら、お主をさらなる高みに導いてやろうぞ」

「頼もしいな。よろしく頼むぜ、リヴ」

　そして恭太郎はリヴを携たずさえると食材の確保に向かった。





　　　　※






　リュミエールは円卓の椅い子すに腰かけながら、仲間たちと一緒にキョータローの調理を見守った。

　円卓の上には串刺しの前菜が供されているが、それを食べるような心の余裕はない。緊張で空腹感が麻ま痺ひしているくらいだった。

　そんな中で、リュミエールはキョータローの作る料理について考える。キョータローがこれから作る料理は、風か邪ぜが治った直後に彼がみんなに作り、そしてカミラに認められた料理なのである。

「とても美お味いしい肉料理だったわ。確か既存のレシピに、キョータローの大好物を取り入れた一品なのよね」

　そうつぶやくと、リュミエールは調理場のほうに目を向ける。

「キョータロー、がんばって。わたしはここから見守ることしかできないけど、この戦いを最後まで見届けるわ」

　リュミエールは祈るような気持ちで、調理に励むキョータローを見つめた。

　そしてどれくらいの時間が経たっただろうか？

　キョータローと漂流者がほとんど同時に料理を仕上げていた。とても長かったようにも、あっという間だったようにも感じた。

　わずかな差なのか、先に料理を持ってきたのは漂流者だった。彼はカートに料理をのせて、自分たちのもとにやってきた。

　円卓の上に人数分の皿をのせると、

「バカラオ・アル・ピルピル──塩漬け鱈たらのピルピルソースがけ、だ」

　自信満々に料理名を告げる。

　しかしリュミエールには、『タラ』というのがそもそもどんな食材なのかわからない。

　とりあえず、皿の上の料理を観察する。

　魚の切り身に、黄緑色のドロリとしたソースがかけられており、香草と一緒にスライスしたリックル（ニンニク）が彩いろどりを添えていた。

「オリーブオイルにニンニク、唐辛子、鱈を入れて作るのが、ピルピルソースだ。鱈の皮から溶け出したゼラチンで乳化させて作り上げる」

　漂流者が説明を続ける。

「バスク地方を代表する料理であると同時に、おれがもっとも美味だと感じている料理だ」

「能書きはいらないわ！　英雄の腕前ってやつをみてやるわよ」

　ヴィヴィアンが挑戦的に声を張り上げ、フォークとナイフで一口サイズに切り分けるとパクリと頰ほお張ばった。

「…………」

　言葉が出ないようだった。

　目を見開き、かすかに唇くちびるが震えている。だがそれは恐怖によるわななきではなく、強い快感や快楽による痙けい攣れんに近い感じだった。

　とはいえ、いつもの蕩とろけるような表情などはなく、精神が完全に彼方かなたの世界に飛ばされていた。

　大いなる美食によって、精神崩壊したように呆ぼう然ぜん自失となったヴィヴィアンがそこにいるのだった。

「……よっぽど心を強く持たないと帰ってこれないわね」

　リュミエールは覚悟をその瞳ひとみに宿すと、フォークとナイフを握って皿の上の料理と相あい対たいした。

　一口分を切り分け、ソースを絡める。ためらいの気持ちからフォークを落としそうになったが、リュミエールは意を決するとそれを口に運んだ。

　魚の旨うま味みが凝縮したソースは、リックル（ニンニク）の鮮烈さと、香辛料スパイスの辛味が奇跡ともいえるバランスで成立しており、ひたすら濃厚でコクのあるものだった。

　さらに魚の切り身──白身魚なのにギュッと嚙かみしめると旨味と塩気がジワッと広がるのだ。これに前述のソースの旨味が加わると、それはもう『味』の深しん淵えんだった。そう、底が見えないのだ。のぞき込めばのぞき込むほど搦からめとられ、引きずり込まれるような恐怖があった。

「……くぅ」

　うめき声を上げるのが精一杯だった。

　腰が抜けそうなほどの美味の前に、リュミエールも言葉を出すことができなかった。

　覚悟を決めていたため、かろうじて自我は保てているが、気を抜けば奈落の底に落ちていきそうだ。

「神か悪魔の晩ばん餐さん会かいにでも呼ばれた気分だわ……」

　人間である自分では手に負えないという意味で言うと、リュミエールは周囲の仲間たちを見回す。

　誰一人としてまともな状態ではなかった。

　ノエルとウルタール、ソフィアは瀕ひん死しの重傷を負っているかのように顔面蒼そう白はくであり、喰しよく将しようであるカミラとアーニャも涙目で耐えていた。

　これが戦争だったなら、自分たちには降伏という選択肢しか残されていないだろう。

　まさに壊滅的な状況だった。

「所詮、お前ら程度ではおれの料理を受け止めることなど無理なのだ」

　予想を裏切らない結果だと言わんばかりに、漂流者が冷めた目でリュミエールたちを一いち瞥べつする。

　敵の圧倒的な実力を前に総崩れの危機だった。

「美う味まい料理だけど、ただそれだけって感じだな」

　そのとき、キョータローの声が響く。それは絶望的な状況下で一筋の光が差したような心強さだった。












「誰のために作ったのか全然わからない、そんな残念な料理だ」

　キョータローが漂流者の料理の感想を口にした。

「言ってくれるじゃないか。じゃあ聞くが、お前は一体誰のために作ったんだ？　仲間のためか？　それともさっきの女のためか？」

　漂流者がキョータローに問う。

「おれはお前のためにこの料理を作った──」

　そう言うと、キョータローはカートに乗せた自分の料理の皿、その一枚を手に取って漂流者に渡す。

「はあ？　笑わせるなよ。気持ち悪い」

　意味がわからないという顔をするが、キョータローに皿をグイと押し付けられ、漂流者はしぶしぶといった感じで受け取った。

　それから、キョータローがカートを押して自分たちのもとまでくると、全員に料理の皿を配る。

「前に食べてもらったものと同じだから目新しさはないけど」

　キョータローがリュミエールに告げる。

「ううん。キョータローが作る料理はいつも美お味いしいから」

　そう言うと、リュミエールは改めて皿の上の料理を見る。

　その料理はキョータローの言う通り、一度食べたことのある料理である。野菜煮込みと卵を組み合わせた料理──確か名前は『ピペラード』とかいう、これもバスク地方の代表料理だと、リュミエールは思い出す。

　しかしこのピペラードはただのピペラードではない。

　なんでも、漂流者にこそ食べさせたい料理だとかで、キョータローなりにいろいろと工夫したものなのだ。

　その工夫の一つが、ピペラードの上にかけてある緑色のフルーツソース。酸味が利きいていて、料理全体を引き締めるアクセントになっている。

　リュミエールは再びナイフとフォークを握ると、キョータロー特製ピペラードを切り分けて食べる。

「美味しいぃいいいいいっ！　美味しいって気持ちを言葉にできる幸せ!!」

　心と身体からだが癒いやされるような、漂流者の料理が闇やみの底に突き落とされるような料理ならば、キョータローの料理は光に包まれるような料理だと思った。

「……ピペラードか」

　そのとき漂流者がつぶやいた。

「バスク料理を選んだところで、所詮はおれのレシピから再現コピーしたものだろう？　そんな付け焼刃でよくおれのために作ったなどと言えるな」

「付け焼刃かどうかは食ってから判断しろよ」

　キョータローの言葉に、漂流者がナイフとフォークを手に取る。

「いいだろう。一口だけ食ってやる」

　そう言うと、漂流者がその冷たい瞳ひとみをスッと細めた。





　　　　※






　漂流者は食べる前にもう一度料理を観察する。なんの変哲もないピペラードかと思っていたら、なにかソースのようなものがかかっている。

「この緑色のものはなんだ？」

「キウイフルーツで作ったフルーツソースをかけてあるんだ」

　そう答える恭きよう太た郎ろうに、漂流者はニヤリと笑う。

「なるほど、前におれが作った梨のジャムソースに刺激を受けたというわけか」

　しかし、キウイフルーツなんかでソースを作ったことが解せなかった。

「バスク料理では、使用する獣肉と相性のいい果物くだものを組み合わせるものだ。しかしピペラードに使用している生ハムとキウイフルーツが合うのか？」

　疑念から眉まゆ根ねを寄せて、漂流者は独ひとり言ごつ。

「まあいい。とりあえず食ってやる」

　目の前の料理を一口食べる。

　ピペラードソースとキウイフルーツのソースは思いのほか悪い組み合わせではなかった。キウイフルーツの甘みと酸味が、うまい具合にピペラードソースをまろやかにしていた。

　さらに、ポーチドエッグはこの世界の鶏卵であるヴァリナ鳥の卵を使っている。

「悪くはないが、フルーツソースを使っている点を除けば普通のピペラードだ」

　さすが自分自身だけあって高いレベルで調理できているが、なんというかそれだけなのだ。

「この程度でおれに勝てると思っていたのか……ん？　まだなにかあるな」

　ポーチドエッグと野菜煮込みの下に、なにかが隠れていた。ナイフとフォークでかきわけると俵型の物体が出てきた。

「これはハンバーグ……？」

「ああ」

　恭太郎がうなずく。

「なあ、ハンバーグとポーチドエッグ、そして野菜煮込み──なにかに見えないか？」

「なにかもクソもこんなもの煮込みハンバーグの目玉焼き乗せ……」

　そこまで言って漂流者は乾いた笑いをあげる。

「はは。なるほど。純粋な調理技術では勝てないから、おれの好物で攻めてきたというわけか」

　思っていたよりも底の浅い男だと、漂流者は恭きよう太た郎ろうを見下す。

　こんなものは作戦や戦術というよりも、単なる苦肉の策というやつだ。そして一度ケチがつくと、他にも不満を感じる。

「結局、キウイフルーツのソースは蛇だ足そくだったな。悪くはないが特別よいわけでもない。それにハンバーグに使っている獣肉との相性がいいわけでもない」

　念のため、ハンバーグを食べてみるが、これもなんの変哲もない普通のハンバーグである。使われている獣肉も、この世界の牛肉や豚肉に相当するものだった。キウイフルーツとの相性がいいわけでもない。

「凡ぼん庸ようだ。ハンバーグならハンバーグとして、ピペラードならピペラードとして作るべきだったな」

　もはや自分の勝利は確定しており、彼は恭太郎の浅はかさをなじるだけだった。

「そもそもなぜキウイフルーツなど使った？　意味不明だ」

「本当にわからないのか？」

　恭太郎がかすかに寂しそうな顔で問うてくる。

「質問を質問で返すな！」

　恭太郎の表情から侮ぶ蔑べつではなく憐あわれみを感じて、彼は苛いら立だたしげに声を荒らげる。

　わずかの間を経て、恭太郎が答える。

「あんたの胃が心配だからだよ」

「おれの胃だと……？」

　確かに自分は胃が弱いが、なぜそんなことを目の前の男に心配されなくてはいけないのだと、漂流者はいぶかる。

　そもそも自分の胃を心配してくれた人間なんて……!?

「……彩あや夏かオリジナル・ピペラード風ハンバーグ」

　ほとんど無意識につぶやいていた。

　遠い昔、今の料理と同じ料理を作ってもらったことがあった。そこにも、なぜかキウイフルーツが使われていた。

「キウイフルーツには『アクチニジン』っていうタンパク質分解酵素が含まれている。肉料理と一緒に食べれば消化を助けてくれて、胃もたれをふせいでくれる」

　呆ぼう然ぜんとする漂流者に、恭太郎がゆっくりと説明する。

「キウイフルーツが合うとか合わないとかじゃない。彼女は、ただあんたの身体からだを誰よりも案じてくれてたんだ」

　そして恭きよう太た郎ろうが自分の目をしっかりと見据え、静かに、だけど力強い言葉を放つ。




「料理は人を殺さない。料理は人を傷つけない。料理は人を救う──そうだろ？　〝恭きようちゃん〟」




　久しく呼ばれることのなかった自分の愛称を耳にして、漂流者はガクリと膝ひざから崩れ落ちた。

「……お前が『恭ちゃん』なんて呼ぶな」

　力なく言うと、漂流者の脳裏に彩あや夏かの顔が次々と浮かび上がる。

　得意げになってボケる彩夏。

　失敗して盛大に落ち込む彩夏。

　自慢げに胸を叩たたき、ドヤ顔をする彩夏。

　顔を赤らめて自分のことを見つめる彩夏。

　自分の拙つたないプロポーズの言葉に、泣き笑いのような顔でうなずく彩夏。

　死の間際にもかかわらず、大好きだと言って穏やかに笑っていた彩夏。

「もう彩夏の笑っている顔しか思い出せない……」

　思い出の中の彩夏はいつも笑っていて、なぜ自分はあの笑え顔がおと一緒に終わる道を選ばなかったのだろうかと思った。

「おれは彩夏を一人で逝いかせてしまった」

　後悔と絶望にさいなまれながら漂流者はつぶやく。

　愛する人を追いかけることもできず、こんな異世界まできて、権力闘争に明け暮れ、騙だまし、欺あざむき、奪い、手を血で染め、魂を黒くよどませて、なんて愚かな生き方をしてきたのだろうか。

　まるで生きながらにして地獄に落ちているようだった。

　もうこれ以上はなにもいらないと思った。

　漂流者は中空に視線をさまよわせながらゆっくりと口を開く。

「恭太郎、お前の勝ちでいい。ヴァンシュティンガーは地下の宝物庫に置いてある」

　彼は自身の敗北を宣言した。





　　　　※






　漂流者が負けを認める。一瞬の間を経て、仲間たちが歓喜の声をあげた。

　みんなが、「やった！」「おめでとう」「世界が救われたわ」ときゃあきゃあとはしゃぎ声を出す。

　恭きよう太た郎ろうもみんなと一緒に勝利の余韻に浸ひたりたかったが、漂流者のことが気になって彼に声をかける。

「なあ、これからどうするんだ？」

　この先も饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌのトップとして、この世界の脅威になるのだろうかと心配になったのだ。

　しかし漂流者は答えず、懐ふところから青緑色に輝く宝石を取り出す。

「約束通りリヴのメインの核は返す」

「おお!!　妾わらわの核が戻ってきた」

　リヴが声を弾ませて喜ぶ。

「よかったな。あとは宝物庫にヴァンを迎えにいくだけか」

「うむ。久しぶりの姉弟の再会じゃ……まあ、ヴァンに意識はまだないのじゃろうが」

　前にカミラが話していたが、現在のヴァンは昏こん睡すい状態にあるらしく、数年から数十年は意識が戻らないらしい。

　そんなことを考えているうちに、恭太郎の目の前から漂流者が消えていた。

　周りを見回す。漂流者がいつの間にかバルコニーに移動していた。

　嫌な予感がして、恭太郎はバルコニーまでダッシュする。

「おい！　おれとの話がまだ終わってないぞ」

　恭太郎は大声を出すが、しかし漂流者は振り返ることなくバルコニーの手すりに片足をかけた。

「バカ野郎!!」

　怒声をあげて、恭太郎はがむしゃらに駆ける。

「うおぉおおおおおおおおおおおお!!」

　吼ほえながら、今まさに飛び降りようとする漂流者に飛びついた。

　しがみつくように後ろから胴に抱きつき、そのまま横倒しに倒した。その勢いで恭太郎もその場に倒れた。

「な、なにやってんだよ！」

　恭太郎は荒く息をつきながら上半身だけ起こす。

　対して、漂流者は横たわったまま感情のない目で恭太郎を見上げる。

「世界を滅ぼす方法が二つある。一つは文字通りすべての人間を死に至らしめること。もう一つは自分が死ぬことだ」

「いい歳してくだらねえこと言ってんじゃねえ!!」

　声を荒らげて、恭太郎は漂流者を怒鳴りつける。

　しかし漂流者は動じることなく、

「あの日、おれも一緒に死んでいればよかった。なんでこんなにも長く生きてしまったんだろうな」

「まだ言うのかよ！　テメエ、歯ぁくいしばれ!!」

　一発だけ、恭きよう太た郎ろうは漂流者のほおを殴りつける。

「……できればこのまま殴り殺してくれると助かる」

　口こう内ないが切れたのか唇くちびるの端を血で濡ぬらし、漂流者が歪いびつな笑みを浮かべる。

「おれはあんたに死んでほしくてあの料理を作ったんじゃない。あんたに彼女のやさしさを、料理を作る素晴らしさを思い出してほしかったんだ。だって、あんたのレシピは料理への愛情で溢あふれてたから」

「彩あや夏かのやさしさを思い出したから、あいつのところにいきたい」

　ただ死を願う漂流者に、恭太郎は首を左右に振る。

「彼女が言ってたよな？　恭きようちゃんの手は、美お味いしいものを作り出す神さまの手だって。人を傷つけない手だって。人を救う手だって。みんなを幸せにしてほしいって」

　恭太郎は漂流者の唇の血をぬぐい、話を続ける。

「でも、お前はまだ誰も幸せにしちゃいない。そんな半端野郎をおれは絶対に死なせてなんてやらねえぞ」

　そして恭太郎は願いを込めるように言う。

「あんたの思い出の中の『彩夏』はずっとキレイで、それはあんたが彼女のことを今も大切に思っているからだろ？　だったら、彼女の願いをぶっ壊すことなんてするんじゃねえよ」












　途端、漂流者の目元に涙の粒が浮かび、ひとしずく流れる。

「おれは、この世界に償つぐないきれないほどのことをしてきた」

　漂流者が生気のない顔を恭きよう太た郎ろうに向け、

「今さらおれなんかが誰を幸せにできるというんだ」

　後悔と絶望がないまぜになったようなか細い声で答える。

「甘ったれるなよ。できるできないじゃない。やるんだ。お前はこれから寿命がきて死ぬまで料理でひとを幸せにし続けるんだ」

　恭太郎は漂流者から視線をはずさず続ける。

「でも、お前が一人じゃ無理だって言うんなら、おれが手伝ってやる。おれがお前と一緒にこの世界の発展に力を尽くす」

　恭太郎の言葉に漂流者は一瞬泣き笑いのような顔をする。

「自分自身だというのに、別人に思えるくらいあつくるしい奴やつだな」

　漂流者はかすれ声で言うと、

「おれは本当になんてバカな十年を生きてきたんだろうな。彩あや夏かの願いを無視して……こんなことなら、初めからもとの世界で料理人を目指すんだった。彩夏のいた世界で」

　あえぐように、漂流者が悔かい悟ごの念を口にする。

「もとの世界に戻りたいのか？」

　恭太郎の問いかけに、漂流者が小さくうなずいた。

「……墓参りひとつしてないんだ。おれなりにあいつの供養をしたかった」

　漂流者の望郷の気持ちに切なさを感じて、恭太郎はわずかな逡しゆん巡じゆんを経て言う。

「もとの世界で誰かのために生きるって誓えるなら、おれからリヴに頼んであっちに還かえしてやる」

　思いもよらぬ言葉だったのだろう、驚きで漂流者の目が見開かれる。彼は戸惑ったように恭太郎の顔を見つめる。

「おれはこの世界になんの償いもしてないんだぞ？」

「お前の代わりにおれがこの世界で償いをする」

　恭太郎も漂流者の顔を見つめて言う。しばらくの間、二人は一言も交わさず、睨にらみ合あうようにしていた。

　どれくらい経たったか、漂流者が恭太郎から視線をはずして、

「──誓う。もうおれは彩夏を裏切りたくない」

　短く、だがハッキリと彼は答えた。

「リヴ、今のお前なら、大気中の魔力濃度なんて関係なく、こいつをもとの世界に還してやれるよな」

「それは可能じゃが、お主は本当にこの世界に残るのかの？」

「ああ。そのつもりだ」

　恭きよう太た郎ろうは滞在の意思を告げる。

「よいのか、キョータロー？　また不測の事態が起こって、帰りたくとも帰れぬ状況になるやも知れんぞ」

　リヴが心配そうに言う。

「そのときはそのときだ。おれは当分、この世界に残る」

「わかった。妾わらわに任せよ」

　話がまとまりかけたときだった。

「ひ、ひひ、恭太郎よくやった。その生意気な小僧をよく倒した」

　いつの間にか父親が恭太郎のそばまできていた。

「さすがわたしの息子むすこだ。これからは二人でこの世界の頂点に君臨しようじゃないか」

　弱々しく肩を震わせていたのが一転、この上なく卑いやしい顔つきになっていた。

「あんたはどうして……」

　恭太郎は再び拳こぶしを握りしめる。だがそれよりも早く、リュミエールが父親のほおをパシリと平手打ちした。

「あなたは恥ずかしくないの？　自分の息子が世界を背負って戦っているっていうのに、あなたは自分の利益のことしか考えていない」

　彼女もバルコニーまできていたようで、父親の性根の卑しさに怒りの表情を向ける。

「あなたは最低よ。キョータローの前に二度とあらわれるべきじゃない」

「リュミ、ありがとう。あとはおれがやる」

　自分のために怒ってくれるリュミエールに感謝して、恭太郎は父親と相あい対たいする。

「きょ、恭太郎？　わたしたちはたった二人の親子じゃないか。国を手に入れたら、わたしが王になってお前が大臣をやるといい」

　恭太郎が無言で見据えると、父親は媚こびるような下げ卑びた笑みを浮かべる。

「不満か？　わかった。それなら王の位はお前に譲ろう。その代わり、国財の管理はわたしに任せてくれないか？　もちろんちょろまかすようなことはしない」

「親父おやじ！」

「ひっ」

　恭太郎の怒声に、父親がビクリと震える。ついで、こちらをうかがうようなオドオドとした卑ひ屈くつな顔になった。

「ど、どれだけ欲しいんだ？　まさか全部とは言わんよな」

　見苦しくうろたえる父親に、恭太郎は拳を固く握りしめる。その拳を振り上げ、しかし途中で力なく下ろした。

「……頼むから、あまりカッコ悪くならないでくれ」

　恭きよう太た郎ろうは手を上げるのではなく懇こん願がんしていた。

「おれはあんたのことが嫌いだ。でも、あの日、あんたが作ってくれたハンバーグは本当に美う味まかったんだ。一緒にレストランをやろうって言ってくれて嬉うれしかったんだ」

　幼い日の思い出が恭太郎の脳裏によぎる。

　ハンバーグを作ってくれたときの父親の姿は眩まぶしくて、レストランを経営して一緒に料理を作ろうと約束したときの父親の顔はやさしくて、恭太郎はそんな父親のことが決して嫌いではなかった。

「あんたは確かにおれの憧れだった」

　恭太郎は切実な思いを訴える。

「だからこれ以上、あんたのことを嫌いにさせないでくれ。大切な思い出を壊さないでくれよ、父さん──」

　恭太郎の思いが通じたのか、はたまた自身の醜悪さに気づいたのか、父親がガクリと肩を落とす。

「すまん」

　毒気を抜かれたように父親がつぶやいた。

「……恭太郎」

　それから、父親が疲れ果てたような顔をして恭太郎の名前を呼ぶ。

「わたしはどこから間違えてしまったんだろうな。自分では最善の選択をしてきたつもりだったのに」

「そんなのおれが知るわけないだろ。でも、間違えたと思うんならやり直せばいいと思う。大変で難しいかもしれないけど、正しいと思えるところにいけるまで何度でもやり直せばいいんだ」

　口で言うほど簡単なことではないことくらいわかっている。しかし恭太郎は父親の目を見つめて続ける。

「それでさ、いつか二人で料理を作れたらいいなって思ってる」

「そうだな。一緒にハンバーグを作ろうな」

　瞳ひとみがかすかに濡ぬれ、父親が自身の目元をぬぐいながら言った。

「おれもいずれそっちに戻るからさ、だから親父おやじももとの世界で一生懸命生きてくれよ」

　恭太郎も自分の目め頭がしらが熱くなるのを感じて、そっとぬぐう。そして父親に向けて不器用に笑んでみせた。

　親子の確かく執しつがほんの少しだけ解かれ、恭太郎が父親との関係作りのために一歩を踏み出した瞬間だった。




　これにより、三百年前の英雄の召喚に端を発した、この世界における一連の因縁に決着がついたのだった。






終章






　漂流者と父親をもとの世界に還かえした日から数日が経たった。

　そして、この数日はいろいろと大変だった。

　漂流者と神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろうがこの世界から去ったことで、『饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌ』は大きく生まれ変わることになったのだ。

　喰しよく将しようであり、饗樂衆（の前身である勉強会）の設立者であったカミラ・ルル＝ウィッチェクト・ラブゴールドが、各国の王侯貴族に向けて『食における大陸の支配』という理念からの脱却を宣言し、新たに『食による人道的活動』を掲げた。

　それにより、饗樂衆はカミラを新しい代表に据え、組織が蓄えた『食』の知識と技術の一般公開、ヴェルミリオン王立料理学園との提携、各国・地域への慈善活動を早々に開始したのである。

　この世界を裏側から支配しようとしていた邪悪なる食の集団は消滅して、人々に奉仕する食の集団が誕生した。

　もちろん、この考えに異を唱えて出ていく者たちも相当数いたらしい。その中には、セレファイスを盟主に新たなる組織を結成した者たちもいるとのことだ。

　風の便りでは、ヴィヴィアンの父親であるアドレーも不穏な動きを見せているとのことである。

　決着がついたと思っていた相手だったが、どうやら彼らとの因縁は深そうである。そう遠くないうちに新しい事件が起こりそうであった。




「戦神ヴアンが目を覚ますのは当分先になりそうじゃ」

　午後の自由時間、中庭で食リ神ヴが声を出した。

「ソフィアさんのもとにいれば、もう悪い奴やつらに利用されることもないよな」

　現在ヴァンは、ソフィアが責任を持って預かってくれている。

「うむ。いずれ目が覚める日まで、今はゆっくりと休んでほしい」

　実姉としてやさしい声でリヴがつぶやいた。

　ちなみに、リヴはメインの核を取り戻したことで、古今東西の料理から調理技術まで完かん璧ぺきに思い出した。そして、恭きよう太た郎ろうなど足元にも及ばないほどの、まさに『食神』の名に相応ふさわしい存在になったのだ。

　今や、食の女神と、その使徒の関係の通りに、恭太郎はリヴから『食』の神しん髄ずいを学んでいる。

「三百年前、妾わらわはよかれと思って、恋人と死に別れたばかりの漂流者に、もっとシッカリせよと説教をした。若者にはキツイ言葉で叱ってやればいいと安易に考えておったのじゃ」

　ポツリと、後悔の色を含んだ声音をリヴが発する。

「あのとき、妾が漂流者のことをもっと理解して、真しん摯しに歩み寄ったのなら、あるいはキョータローとのように信頼関係を結べておったのかもしれん。そうすればヴァンも、いいや、誰も傷つかずに済んだのかもしれぬな」

　それからわずかな間を経て、リヴが祈るように言う。

「元の世界でしっかりやってくれるといいの」

「ああ。いろいろと大変だと思うけど、精一杯生きてくれるといいよな」

　抜けるような青空を見上げながら、恭太郎も彼が元気であればいいと思った。

「なに黄昏たそがれちゃってるの、キョータロー？」

　名前を呼ばれ、恭太郎は振り返る。

　金髪ツインテールの美幼女、カミラが立っていた。

「なにか悩み事？　あたしでよかったら聞くわよ」

　彼女は胸を張るとニコリと笑った。

「え？　どうして学園に？」

　対して、恭太郎は戸惑った声をあげる。

　今彼女は饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌの代表として組織の信用を築くため、あちらこちらを走り回っているはずで、こんなにすぐに再会できるとは思っていなかったのだ。

　すると、カミラが楽しそうに答える。

「ここにね、キョータローの像を置こうと思ってるの。それをソフィアに相談にきたってわけよ」

「おれの像……!?」

　いきなりのトンデモ発言に恭きよう太た郎ろうは聞き返していた。

　確かに、ここには『英雄の像』……というか、呪いにかかった漂流者自身が置かれていたが。

「自分の像が置かれるとか羞しゆう恥ちプレイもいいとこだよ。置くんならもっとちゃんとした人の像を置くべきじゃないのか」

　この世界の過去の偉人などの像を置くべきだと恭太郎は主張するが、カミラが不思議そうに見上げてくる。

「ちゃんとした人？　キョータローだってこの世界を救った偉人、新たな英雄なのよ？」

　カミラが真顔で指摘した。恭太郎はくすぐったい気分になり、彼女の言葉を否定する。

「いや、でも偉人とか英雄っていうのは大おお袈げ裟さだと思う」

「大袈裟なんかじゃないわ。あなたはあなたが思っている以上に魅力的よ？」

　なんだか大胆にカミラが迫ってくる。

「ねえ、キョータロー的に年上の女性ってどう思う？」

「ど、どう思うって言われても……」

　突然の質問に恭太郎がタジタジになっていると、不意にやわらかな声が彼の耳じ朶だに触ふれる。

「約束の時間になっても部屋にこないから探しにきてみれば、まさかキョータローさんにちょっかいを出してるなんて」

　声の主はソフィアだった。

「三百歳以上のおばさんが男漁あさりなんてみっともないことやめてください」

　ソフィアは恭太郎の隣までくると、カミラを一いち瞥べつする。

「な、あんただって大おお年どし増まのエルフじゃない」

「あなたよりは若いですけどね」

「む、やけに絡んでくるわね……あんた、まさかキョータローを狙ねらってるんじゃないでしょうね」

　ハッとした顔でカミラが言うと、途端にソフィアのほおがかすかに赤らんだ。

「な、なに破は廉れん恥ちなことを言っているんですか。わたしは学園長として学生の健全な生活を指導する立場にあって、つまりあなたのような悪い虫からキョータローさんを守る義務があるんです」

　早口でまくしたてながら、しかしソフィアが恭きよう太た郎ろうのほうをチラリと見る。

「でも、キョータローさんが年上に興味あるかどうかは、確かに気になりますね」

「あんたのほうが悪い虫じゃない！　なにキョータローに色目使ってるのよ」

「い、色目なんて使っていません」

　ソフィアとカミラがギャアギャアと言い争いをはじめる。

　そのとき、制服の裾すそを誰かに引っ張られた。恭太郎が視線を下に向けると、いつの間にいたのかリリーアップルがこちらを見上げていた。

「お、リリーじゃねえか。どうしたんだ？」

「リリーもキョータローより年上の女だよ！」

　言葉の意味をあまりわかっていないようで、リリーアップルがニコニコしながらほがらかに言う。

　しかしその途端、




「「こんなところにもライバルが……!?」」




　ソフィアとカミラが同時に驚きよう愕がくの声をあげた。

「お主ら！　いい大人がバカみたいに騒ぐでないわ」

　見苦しさゆえに、リヴが一いつ喝かつする。

「……わたしとしたことが取り乱してしまいました」

　ソフィアが冷静さを取り戻し、ついでカミラも恥ずかしそうにうなずく。

「とりあえず今日のところはあんたの部屋で仕事の話をしましょう。新しい像の件とか、饗樂衆ヴアタイヨン・ド・キユイジーヌと学園との新しい関係作りとか、いろいろ詰めなきゃいけないし」

「そうですね。これから忙しくなりそうです」

「それはそうとね、アーニャのことなんだけど」

「アーニャがどうかしましたか？」

「あいつも饗樂衆に残ったんだけど、なんかしつこくキョータローのことを聞いてくるのよ。しかも女の顔になってるの、あいつ」

　再び、二人がコソコソと話し出す。

「それはとても由ゆ々ゆしき事態ですね。では、その対策についてもじっくりと話し合いましょう」

「うん。とりあえずは淑女同盟ということで、抜け駆けはなしよ？」

　二人の間で話がまとまったようで、彼女たちは恭太郎に「今度ゆっくりとお茶でも飲みましょう」と言うと、リリーアップルを連れて学園長室に戻っていった。

「あの者たち、三百年前も似たようなことをしておったな」

　あきれ声で、リヴがふうとため息をついた。

　その言葉を聞きながら、恭きよう太た郎ろうも変に意識して胸がドキドキしてしまう。

「彼女たちが好きだったのは漂流者であって、おれではないよな。うん」

　変に勘違いしないように、恭太郎は口に出して自分を納得させた。

「キョータロー、勉強会の準備はじめようよ」

「今日はガッツリ系の料理を作りたいな。ブヒヒン」

　タータンとマードンが駆けてきた。

　恒こう例れいの勉強会は今日もおこなわれるのである。

「おう！　じゃあ食堂にいこうか」

　恭太郎は片手をあげ、タータン、マードンと一緒に食堂に向かう。

　食堂に到着すると、リュミエールとヴィヴィアン、ノエル、ノワールが勉強会の準備をしていた。

　まだ時間前なので、彼女たち以外の学生は誰もいなかった。

「キョータローさん！」

　恭太郎が室内に入ると、ノエルが気づいて声をあげる。

「キョータロー、準備もほとんどできたわ。今日も美お味いしい料理を教えてね」

　リュミエールも声を出す。彼女は、テーブルの上にナイフやフォークなどの銀器シルバーを並べていた。

　すると、厨ちゆう房ぼうからウルタールが出てきた。

「肉と魚、野菜、果物くだものもひと通り揃そろってるよ──あ、キョータロー！　ぼくね、今日はお肉料理を教えてほしいな」

　尻尾しつぽをご機嫌にユラユラと揺らして、ウルタールが恭太郎のもとまで歩いてくる。

「そうだな。マードンもガッツリいきたいって言ってたし、牛丼、いやカツ丼……ここはちょっと豪勢にステーキ丼でも作るか」

「わあ、響きがいいよね。早く食べたいな」

　ウルタールが喜び、他の面々も期待で顔がほころんでいる。

　いつもの日常が戻ってきた。

　うまい料理を作り、食べて、みんなで笑い合う、そんな平和な日常が。

　この世界の人たちが笑顔でいられるように、自分にできる精一杯をこれからも続けていきたいと、恭太郎は思った。

　そのときだった。

「キョータロー、ちょっといい？」

　ヴィヴィアンに声をかけられる。

「あのね、昨日、学園長先生が話してたのを偶然聞いちゃったんだけど、バレンロード王が近々キョータローを宮中の晩ばん餐さん会かいに招くみたいなんだって」

「王さまのために飯作れってことか？」

「ううん、料理人じゃなくて主しゆ賓ひん──お客さまとしておもてなしするってことよ。しかも王女殿下とのお見合いも兼ねてるとか」

　彼女がかなり真剣な目つきで恭きよう太た郎ろうを見つめる。

「そういえば、前にソフィアさんからそんな話をされたような」

　確か、リュミエールの実家から帰ってきたときだった。学園長室にウルタールの入学の許可をもらいにいって、ソフィアから王女との婚約をほのめかされたのだ。

「そんな……キョータローさん、王女さまと結婚しちゃうんですか」

「いやいや、その話は断って白紙になってるはずなんだけど」

　ノエルが涙目で詰め寄ってくる。恭太郎は「おかしいな」とつぶやき、首をひねった。

「今回、新たに功績を挙げちゃったからよ。今や、キョータローは英雄の再来じゃなくて、正真正銘の英雄なんだもの」

　我がことのようにヴィヴィアンが誇らしげな顔をする。

「だから、おれが英雄なんて大おお袈げ裟さだって」

　恭太郎は苦笑いしながら、

「なんにしてもお姫さまと結婚なんてするつもりはないから」

「そうよね。だってキョータローはわたしと付き合ってるんだもの」

　いきなり、リュミエールが爆弾発言をする。

　その爆弾が誘爆するように、

「な、なんですって!!」

「そんな話、聞いてないです。きゅうん」

「いつの間に恋人同士になんて……やっぱりぼくなんかじゃ魅力ないよね」

　ヴィヴィアンとノエル、ウルタールが悲鳴に近い声をあげる。

「あ、間違えた。恋人じゃなくて、まだ友達だったわ」

　わざとらしく舌を出すリュミエール。涼しげな表情でそれをやるものだから、ちょっとシュールな絵え面づらになっていた。

「でも、わたしはキョータローにちゃんと好きだって伝えて『友達』になったのよ？　いずれそれ以上の関係にもなりたいと思ってるわ」

「ふわあ、リュミちゃん、すごい勇気だ」

「すごいじゃないわよ！　抜け駆けよ。とんでもないことしてくれたわ」

　ノエルの感嘆の声に、ヴィヴィアンが苛いら立だちの声を出す。

「うぅ、リュミって美人だし行動力あるしすごいよね。ぼくなんてなにをどうすればいいか見当もつかないよ」

「ウルタール姉さま！　姉さまにはこのノワールがおりますわ。わたしがついている限り、姉さまが恋愛戦争に負けることなど絶対にありません」

　今まで黙っていたノワールが軍師の顔で言う。

「わたしには輝かしい結末しか見えませんわ。そう、ウルタール姉さまがキョータローお義に兄いさまの子を孕はらむという、幸福な結末が!!」

「は、孕……バカァ!!　ノワール、そういう卑ひ猥わいな言葉は使っちゃダメ！　お姉ちゃん怒るよ」

　ウルタールとノワールのやり取りを、ヴィヴィアンが横目でジトリと睨にらむ。

「クッ、ノワールってほんとに怖いわね。あの娘こ、実の姉ウルタールになにをさせるつもりよ」

「決めた！　あたしも自分の気持ちをキョータローさんに伝えて、リュミちゃんと正々堂々と戦う」

　ノエルが決意の色を瞳ひとみに宿して宣言する。

「ちょ、あんた抜け駆け……わたくしだって告白するもん！　絶対負けないんだから」

「ぼくだって勇気を出して告白する！　キョータローの隣にずっといたいから」

「その意気ですわ、ウルタール姉さま」

　少女たちが次々と恋という名の戦いに参戦を表明する。

「キョータロー、モテモテッスね」

「ふうむ。おれは早くステーキ丼が食いたいぞ。ブヒヒン」

　タータンとマードンが楽しげにこちらを眺めている。

「な、なんでいきなりこんなことに？　モテ期ってやつなのか」

　鈍感にも、恭きよう太た郎ろうは突然モテ期がきたのかと勘違いする。

「ふむ。神わらわの力をもってしてもこの先の結末はわからんの」

　リヴも、やれやれといった声音で告げる。

　そんな中で、リュミエールがそっと恭太郎の隣にやってくる。

「なんだか大変なことになってしまったわね。まさかみんなが告白するなんて」

　リュミエールが困ったように言うが、その顔はやさしげな笑みを浮かべていた。

「キョータロー、わたしのことも、みんなのこともたくさん知ってちょうだいね。これからもよろしくお願いします」

　彼女の言葉に、恭太郎は気恥ずかしさを覚えながらもうなずく。

「ああ。こちらこそ、これからもよろしくお願いします。おれのことも、リュミやみんなにいっぱい知ってもらいたい」

　恭太郎とリュミエールはクスリと笑い合う。

　そうこうするうちに、勉強会に参加しようと学生たちがやってくる。それを見て、恭太郎はやる気満々の声を出す。

「よし！　みんな、今日も美う味まい料理を作ろうぜ」


（了）
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　越お智ち文ふみ比ひ古こです。『おれの料理が異世界を救う！３　英雄の再来として世界を守ります』をご購入いただき、ありがとうございます！

　さて、料理×ファンタジー小説も三巻目になりましたが、今巻を持ちまして本作は完結となります。

　ちょっと駆け足ぎみになってしまいましたが、当初考えていた通りに物語をまとめられてとても満足しております。今回、ぼくの我がままを了承してくださった担当さまには深く感謝いたします。

　そして、今巻を執筆するにあたって使用した参考図書の紹介をしたいと思います。




●バスク料理大全（誠文堂新光社）　作元慎哉　和田直己




　料理のことだけではなく、バスク地方の文化や歴史にも触れたとてもおもしろく興味深い、素晴らしい本です。バスク料理に興味を持たれた方は、こちらも一緒に読んでみると楽しさが倍増するのではないかと思います。

　また、物語を盛り上げるため、一部に大袈裟な表現を用いたことをご了承いただければ幸いです。

　そのほか、作中の甘酒のシャーベットはteniteoテニテオ二〇一五年九月号（愛知版）の記事を参考にさせていただきました。




　ページも残り少なくなりましたので、感謝の言葉を述べたいと思います。

　担当のＮさん、今回はいろいろと本当にありがとうございます。イラストを担当していただいた睦むつ茸たけさん、素晴らしいイラストの数々、毎回ラフが送られてくるのがとても幸せでした。シリーズ通して、ウルタールのイラストが一番のお気に入りです。

　本書に携たずさわっていただいた関係者の皆さま、ありがとうございます。

　最後に、この本を読んでくださった読者さま、最後までお付き合いいただき、ただただ感謝と感激の気持ちで胸がいっぱいです。

　次回作は未定ですが、少しでも早く戻ってきたいと思います。そしてまた、この本を読んでくださったあなたとお会いできることを願っております。





二〇一七年二月　越智文比古
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　睦茸（むつたけ）

　　漫画家・イラストレーター。

　　ライトノベルでは、『非オタの彼女が俺の持ってるエロゲに興味津々なんだが……』（富士見ファンタジア文庫）などの挿絵を担当。
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